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第1章 緒言拉二文厭概要

嚢二余ハ、入工室氣氣胸施術時二於 ケル肋膜窃

滲出液 バ酬犬蚊二臨林的観察二就 テ述 ベ タル

モ、症例爾少数ナリシラ以 テ、氣胸 ノ全過程二

於 ケル肋膜賓滲愚液 ノ性獣 ノ推移二就 テノ総括

的結論 ラ下 シ得ザリシガ故轟、今同ハ更轟症例

ヲ追 加 シテ其 目的 ヲ達 セ ン ト欲 ス.加 之 、 人 工

氣 胸 施 術 時 二 串現 ス ル肋 膜 窃滲 出液 ハ、ヂェ オ ジ

ン」嗜 好 種 白撤球 檜 多テ以 テ 特 徴 トナ ス黙 、 且

該 白血 球 檜 多 ノ機 轄 二關 シテハ 、 諸 家 ノ未 グ結

論 二到 達 セザ ル黙 二鑑 ミ、 該 機 轄 ノー 端 ヲ究 明
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セ ン ト欲 シ、lza二　2、　3ノ 臨 躰 的 實 験 的観 察 テ試

ミタ リ.

人 工氣 胸 施 衛 時 二 出 現 スル 滲 出 液 ノrエ オ ジ ン」

嗜 好 性 白血球 増 多 工 就 テ 始 メ テ 記 載 切 レへ

Dumarest,　 Parodi,　 Lehong=　 :一シテ、其 機i轄 ヲ

究 明 セ ン5努 カ セ ル モ ノニ 、Antoniazzi,　 Pon-

ticacci◎,　Curzio,　 Pavie,　 Lefもvre ,　Ros　signol

等 ノ諸 氏 テ暴 ゲ 得 ベ シ。Antoniazziノ 、、 氣 胸

後 ノ血液 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 増 多症 二關 ス

ル動 物 實 験 中、 湖 冥 二 強 度 ノ 閉鎖 牲 氣胸 テ施

シ、 肺 組 織 ノ組 織 學 的研 究 ラ行 ヘル 結 果
、 肺組

織 殊 二氣 管 枝 壁 二強 度 ノ「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血

球 ノ侵 集 ヲ認 メ、 同 時 二肋 膜 組 織 ニ モ該 細 胞 ノ

侵 集 テ読 明 シ得 タ リ トシ、 其 侵 集 機 轄 ト シテ全

身 的 蚊 二局 所 的 酸 素 訣 乏 テ暴 ゲ タ リ.

Ponticaccioノ 實 駿 二 稼 レバ、滲 出液 中 「エ オ ジ

ン」嗜 好 性 白 血球 増 多 ハ、 特 種 ナ ル 細 菌 感 染 ノ

結 果 二非 ズ シ テ、 肺 結 核 ノ氣 胸 時 ノ外 二肺 膿 瘍

ノ氣 胸 ノ際 ニ モ之 テ認 メ、 動 物 實 験 二於 テ ハ、

氣 胸 直 後 求 ダ滲 出 液 ノ出現 セザ ル 時期 二方好 、

漿 膜 ノ表 面 二 多 歎 ノ多 核 細 胞 及 ビ好酸 性 細 胞 テ

認 ムル モ、 液 ノ滲 出 ト同 時 二 潰失 ス ト。 同 氏 ハ

本 實 験 ノ成 績 ヨ リ シテ、 肋 膜 腔 内 二好 酸 性 細 胞

檜 多 テ惹 起 スベ キ物 質 ノ形 成 セ ラル ・爲 メ ナル

ベ シ ト結 論 セ リ
。

Pavie,　 Lef6vre　 et　Rossignolハ 、 健 康 家 兎 二

於 テ「エ オ ジ ンJ嗜 好 性 白血 球 檜 多 テ特 徴 トス ル

肋膜 滲 出液 ラ生 ぜ シ メ得 タ リ ト シ、 其 機 轄 ハ肺

容 積 ノ攣 化 ト肺 臓 皮 質 ノ血 管 ノ攣 化 ニ シテ、 結

核 性 、 過 敏 性 及 ビ中・毒 性 原 因 ハ何 等 之 二 關與 ス

ル所 二非 ズ ト結 論 セ リ窃

Curzioハ 、 動 物 實 駒 二 於 テ、 健 康 動物 ノ入 工

氣 胸 ニ テハ 滲 出液 中 二 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血球

ノ増 多 テ惹 起 セ シメ得 ズ ト シ、 且 氣 胸 施 術 後 肋

膜 腔 内血 液 澁 射 テ以 テ シ テモ、 亦健 康 馬 血 清 テ

以 テ過 敏性 トナ セ ル犬 二就 テ ノ實 験 二於 テモ、

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ノ檜 多 ノ登 現 二成 功 シ

得 ザ リ シヲ以 テ、Pavie,　 Lefさvre,　 Rossignol

等 ノ説 二 反 封 シ、 或 ル特 種 ナ ル 因子 テ 想 定 セ

リ。

斯 ノ如 久 氣 胸施 術 時 二於 ケ ル 肋 膜 寳滲 出液

ノ「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 増 多 二 關 シテハ、

Pavie,　 Lefさvre,　 Rossignot等 ハ 健 康 家 兎 二於

テ安 易 二 之 テ惹 起 セ シメ得 ル トセル モ、 實 験 成

績 ノ詳 細 ナル 記 載 ナ キ テ遺 憾 トス。

弦 二於 テ余 ノ・、 上 述 ノ實 験 成 績 ノ不 一 致 ナ リ シ

原 因 ハ、 實 験 ノ主 ト シテ動 物 盟 二 於 ケル モ ノナ

リ シ貼 、 動 物 盟 ト人艘 トノ生 物 學 的反 慮 ノ異 ナ

ル所 以 二基 因 人くごキ モ ノナ リ ト想像 セ ラル ・鮎

拉 二人龍 實 験 ノ古 今 テ通 ジテ殆 ン ド行 ハ レザ リ

シ諸 黙 二 鑑 ミ、 余 ハ 人燈 實 験 テ行 ヒ其 臨 躰 的観

察 試験 ヲ記 述 セ ン ト欲 ス。

第2章 　槻察材料拉二観察方法

観察材料 トシテハ、東京帝國大學磐墾部第四内

科教室(附 屡馨院分院内科)、 外來蚊二入院患者

ニシテ、今同ハ更 二症例 テ追加 シテ、 入工室氣

氣胸 デ施 セル 肺結核患者20例 中、13例 二於 テ

肋膜蜜滲fH液57同 分 ヲ穿刺 シ得 タリe從 ツテ

肋膜寳滲出液 ノ性欺 ノ総据 トシテハ、肺結核患

者　68　W、 肺門結核6例 線計74例 中33例 二於

テ穿刺 シ得 タル液 ノ性状二就 テ縮掃的観察 ヲ行

ヘリ.

滲出液 中「エオジン」嗜好性白血球檎多二關スル

臨殊的實験的親察 トシテハ、肺結核患者6例 、

健 康 入2例 、 腎 臓 病 患 者2例 、 結 核 性 肋 膜 炎患

者9例 ラ選 ビ人 工 氣 胸 テ施 セ リe

人 工 空 氣 氣 胸 ハGrass式 入 工 氣 胸 器 ラ 以 テ行

ヒ、炭 酸 瓦斯 氣 胸 ハH.ttlrici氏 法 二 從 ヒt

Grass式 人 工 氣 胸 器 ニ テ、 重 曹7。O瓦 、 酒 石酸

6・0凡 溺k500ccヲ 混 合 シテ 淡 酸 瓦斯 テ 登生

セ シメ タ リ¢蜘酸 素 立立二窒 素 瓦斯 氣 胸 ト シテノ、
、

永 井 式 人 工 氣 胸 器 ヲ使 用 シ、 瓦 斯 ハ 東 京 市 麹 町

綴 麹 町3丁 目鈴 木 商 館 ノ爽 費 ∴ ヨル モ ノテ使用

セ リ。

滲 出 液 探 取 ノ操 作.細 胞 畢 的 検 査 、化 墨 的 検 査、
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結核菌染色及 ビ動物試験等ハ第1編 第2章 二於 テ 記 載:セ ル ト同 一 ナ リc

第3章 肋膜r滲 出液ノ症例追加

嚢 三余 ハ、 肋 膜 寳 滲 出液 ノ 症 例20例 及 ビ 之 ヨ

リ穿 刺 シ得 タル 滲 出液60同'分 二 就 テ、 其細 胞

學 的 鮭 二化 學 的 性 状 及 ビ滲 出液 中 ノ結核 菌 ノ存

在 論就 テ 論 述 セル モ、 症 例 爾少 数 ナ リ シテ以

テ、 気 胸 ノ=全過程 二於 ケ ル肋膜 寳滲 出波 力性 状

ノ推 移 工就 テ、総 掘 的結 論 ヲ下 シ得 ザ リシが故

二、 合 同 ハ更 二症 例13例 及 ビ 之 ヨ リ 穿 刺 シ得

タル滲 出液57回 分 テ 追 加 シテ、 其 目的 テ達 セ

ン ト欲 スa

第1例 ■ ぐ男》、16歳(診 断、肺結核)

気胸経過 右 上葉 二肺結核病竃 ア リテ、該部 二金鴎 性

蝿音 ヲ聴 取 セルラ以 テ、右 側二第1同 気胸(送 人空薫

50¢e)ヲ 行 フ0氣 胸 直後輕 度 ノ気胸働1胸痛 ヲ訴 へ 気

胸 側轟肋膜摩擦音 ヲ聴 取 シ、微 量 ノ中等度 二溜濁 セル

肋膜壷滲 出液 ヲ穿刺 シ得 タ1'c爾 來気胸施術 ノ間隔ハ

1乃 至2週 間 前後、逡 入空 気量 ハ第3同 気脚以後 ハ毎

何500ccト セ 馬 肋膜轡滲出液 ハ薫陶全経過 二五 リテ

出現 シ、第4同 気胸 以降 二於 テ一 時墳避 走ルモ、気胸

晩期 二於 テ著 シク減 少 セ リ。

第2例 ■(女)r19歳(診 断、肺結核

気胸経過 左上葉部 ノ滲 出性肺結 核 ニシテ、漁性蝿音

多数聴取 セラ レ、 赤血球沈降速度1時 間李均値84.5

ヲ算 ス。 第1同 薫陶 時(送人空氣50cc)微 量 ノ滲出液

ヲ得 タル モ、気胸蚊 二肋膜摩擦音 ナシC第2同 気胸 送

人空気300ぐへ 滲 出液 ハ前回 ト殆 ソ ド同量.第3同 以

後 ハ送 人空気毎回54Qcc、 気胸 間隔 ハ10c肋 膜蜜

滲 出液 ハ気胸 中期 ユ稽 く増量 セ〃モ、晩期 轟於 テハ却

ツテ減少 シ、穿刺 モ困難 トナ リタ ゆc滲 出液 ハ氣胸毎

二詮明 セ リc

第3例 ■(女 、、16歳 毅診断、 肺結絃) .

気胸経過 右上葉部 ∴増殖:性肺結核病竃 ア 癖。第1同

氣臨時(送 人空 気100cc)微 量 ノ滲 出液 ヲ認 メタル モく

穿刺 ハ不成功。第2同 気胸 ハ3日 目二施行、送人空薫

量300㏄ ・ 「ソ」線透 視ニテ滲 出液 ヲ認 メタルモ、 穿刺

ハ途 轟不成功。 第6回 目 ノ気胸時 二 始 メテ 穿刺 成功

ス・ 第13同 気胸迄滲 出液 《増量 ノ傾 向 ヲ示セルモ
、

以 後 ノ気胸 二於テ減少 シ、穿刺 困難又 ・・不成功 轟終 レ

リa

第4例 ■ 偶)、20歳(診 断、 肺結核鋳

薫陶 経過 右上葉箆 轟中葉増殖性 肺結 核病竃 ア 馬 第

1同 気胸時(空 氣300cり 中等 度 ノ肋 膜蜜滲 出液瀦溜、

肺尖部 二稽1太 キ索駄癒 著 ヲ 認 ム.胸 痛 蚊二登熟 ナ

シc第2同 気胸300ぐぐ、 滲出液 ノ最上贋 ハ横隔膜 圓頂

直下 轟達ス.以 後第13同 気飽 迄殆 ン ド同程度 二瀦 溜

セル モ、獲熱}胸 痛、赤血球沈降速 度 ノ促進 ナシ.第

14同 薫陶時肋膜癒著 ノタメ氣胸不成功c

第5例 ■(女)r17歳 診 断、肺結核)

氣胸経過 左上 葉二増殖性 肺結核病竃 ア サ.第1同 薫

陶時(送 人空 薫50cc)微 量 ノ 肋膜 腔液瀦溜 セル モ、 穿

刺 ハ成功 セズ。胸痛並 二登熟 ナ シ.第2同 氣臨時稽 く

中等度 ノ液瀦 溜、上葉部 二膜状 ノ癒著 ヲ認 メタ リ、以

後第7同 気胸 迄 中等度 ノ滲 出液潴溜 シ、病 鷹部 ハ肋膜

癒 著 ノタメ爆縮 セ ラ レズ、爲 二第7同 気胸以後 ハ氣胸

ヲ中止 セ リ0

第6例 ■ ぐ女)、18歳 ぐ診断、,肺結 核ノ

氣胸経過 左上葉戯 轟左下葉 ノ上部 二 重ル滲 出性肺

結 核C第1同 気胸(送 人空薫300¢c)時 強 烈ナル胸痛 ヲ

訴 へ登熟 ア ゆ、微 量 ノ液潴溜ス.第2回 気胸350鴛 、

胸痛、登熟、肋膜癒著 ヲ認 メツごc第6同 氣胸 二 至 リ

テ、 潴溜液増 量 シ、上葉邪 雲新鮮 ナル膜駄癒 著 ヲ認 メ

タ1)第8同 気胸後瀦溜液減少 シテ、穿刺不 可能 トナ

ル・ ソ ノ間微熱 倫綴 織、赤血球沈降速度稽 ζ輕快 ノ傾

向ア7タ ルモ、第10同 気胸 後1週 間ユ シテ慢性腹膜

炎 ヲ併駿 シ、薫陶 ヲ中止 セ 寧.

第7例 ■ ぐ女)、30歳(診 断、 肺結核)

気胸経 過 右上葉部 ノ増殖:性肺結核。 築1同 氣胸(送

人空寂100鵡 直後軽度 ノ胸痛 ヲ訴 フ.上 葉部 二索状

癒著、下葉 下半部蛇 二横隔面 二膜状癒著 ア η.簗2同

以後送人空 氣量 ハ最高30飯 ぐトセ リ。滲 出液 へ少婦 ナ

ル モ第4回 気胸迄穿刺 可能 ナ}1キ .

第8例 ■ ギ男藷.2i歳 で診断、肺結 核、

薫陶 経過 右上葉部 ・滲 出性肺結核c第1同 氣胸 鋼 タ

第13同 迄液微 量ナル タ メ穿刺不成功.第i4同 工至9

テ滲 出液塘 量 シ、 第18同 薫 陶時 二於 テハ滲 出液面横

隔膜圓頂 二連ヌ。 ソ欄 登熟 胸痛 ナ久 赤血球沈降

速 度^漸 次良好 トナ リ、第18同 気胸 時二於 テ全 〃正
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常 トナ レ瞬c

第9例 ■(男)、19歳(診 断 、肺結核)

氣胸経過 左 上葉部 ノ滲 出性肺結 核。 第1回 氣胸 時

(送人空気100cc)氣 胸 側 二劇痛 ヲ訴ヘ タ リシモ、滲 出

液 量 ハ微量 第2同 氣胸 時滲 出液精 鍾 撮 セルモ、第

3同 以降 二於 テ 〈液 量減 少 セルタメ ト、肺 下葉部鼓 二

横 隔膜肋膜 ノ膜状癒 著 ノタメ穿刺不成功a

第10例 ■(女)、18歳(診 断、 肺結核)

気胸縄過 右上 葉部 工病竃 ア リ.第1同 及 ビ第2同 気

胸 二於 テ、滲 出液潴溜微量 ナ ル4メ 、 穿刺 三 碧リ藪滴

ヲ得 タ ルノミa第3同 氣胸以降 二於 テモ、滲出液極 メ

テ微量 ナル カ叉 へ 潴 溜 セザルタ メ穿刺 ハ不成功 二終

1/り0

第11例 ■(男 、、35歳(診 断 、肺結 核)

氣胸経過 右上 葉部 二増殖:性肺結核 病竃 ア リ。気胸毎

回 ノ瀦溜液徽最 ニ シテ、第1同 及 ビ第2同 氣胸 二於 テ

穿刺 二 引 峻 嫡 ヲ得 タ ルノミ.

第12例 ■(男)、25歳(診 断 肺結 核)

気胸経過 左上 葉部 二滲 出性病 竃 ア リ。 気胸 第15同

ぐデハ「レ」線透親 上滲 出液 ノ潴 溜 ヲ認 メザ リシモ、第

16同 気胸 二至1Jテ 微量 ノ液瀦溜 、穿刺 二 曹 リ0、5c¢ノ

軽度漏濁、淡 黄褐色 ノ液 ヲ得 タ.液 ノ瀦溜 ハ第20同

気胸以後 二於 テ用 ヒ謹 明主 ラ レザノレ皇霊 ル.

第13例 ■(男)、21歳(診 噺、 肺結 核)

気胸経過 右上 葉部 二増殖:性病竈 ア リテ、気胸 ニ ヨ嚇

肺臓 ハ肺門部 雲向 ツテ極度 二縮小 シ、僅 カニ横隔膜面

遊 二縦隔面 二軽 度 ノ肋膜撞著 ヲ認 メタ ル ノミ♂滲出液

ハ第20同 気胸 二於 テ始 メテ之 ヲ謹 明 シ得 タル ノ㍉

第1表 各症例 二於 ケル肋膜蜜滲 出液 ノ細胞學的性状
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第2表 各症例 二於 ケル肋膜轡滲出液 ノ化學的蛇 二細菌學 的性獣

㈱ 期灘 叫
第1同 気胸

第2同 氣胸

第3同 気胸

第5同 気胸

第7同 気胸

第8同 気胸

第9同 類胸

勉
ω
亜
㈲
亜
㈱
(替)

'第10同 気 胸(赫)

第12同 氣胸

算13同 氣胸

第14同 気胸

(料)

(紛

(朴)

8。2

8.0

7.4

7。4

7.5

7.3

7,3

7。2

7。2

7。4

7。3

比重巌 羅 轡
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1025
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6.01
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第4章 反復気胸施術時 二於ケル肋膜實滲 出液ノ性状 ノ総括

第1節 細胞學的性状 ノ総括

反復気胸施術時論於ケル肋膜寳滲出液ノ細胞数 蚊二各種細胞 ノ消長テ練掃 スルニ、第4表 及ビ
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第1圖 二於 テ示 セル総括的成績 ヨリシテ、肋膜

寳滲出液 ノ細胞像 ノ主 タル攣動因子 トシテ、細

胞数、「エオジン」嗜好性白血球、淋巴球r中 性

嗜好性白血球拉二赤血球撒 テ墾ゲ得 べ久 之二

次 グハ大軍核性細胞ニ シテ肥絆細胞r内 被細胞

蛇二不完全細胞ハ、滲出液 ノ細胞像 ノ攣化轟關

與スルコト少ナク、寧 ロ_,次的消長 テ示 スニ過

ギザル ノ観 アリc

弦二於テ、主 トシテ前5細 胞 ノ氣胸経過二俘 フ

総括的消長三献テ論述 セント欲 ス.爺 シテ、肋

膜蜜滲出液 ノ細胞像 ノ氣胸経過 二伸 フ推移二就

テ考察 セ ントスル二八、先 ヅ以 テ気胸施衛直前

二於ケル肺結核蛇二肺門結核 ノ肋膜腔液 ノ細胞

像及 ビ化學成分 ヲ明カナラシムルテ要 スベ久

從 ツテ舷 二気胸施術直前二穿刺 シ得 タル10例

二就テノ細胞像 ヲ掲 グベ シc

第3表 肺結核蚊 二肺門結核 ノ気胸直前 二於 ケ ル肋 膜腔液 ノ細胞像
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肋 膜 膿液(横 隔 膜 肋 骨 賓 テ穿 刺 セ ル時 ノ)ノ細 胞

像 ハ、 其 細胞 数 最 高4920、 最 低1580、 平均 値

2971、 中性 嗜 好 性 白血球 ハ 最 高7.2%
、 最 低O

%、 李 均1・97%、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ハ 最

高0・6%、 最 低0%、 李 均0.1%ニ シテr気 胸 後

二於 ケ ル肋 膜 蜜滲 出液 ノ如 キ「エ オ ジ ン」嗜 好 性

白血球 増 多 テ認 メ ズc

肥 絆細 胞 ハ李 均0・1%、 淋 巴球 ハ 最 高76.2%、
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最低3・2%、 平均値30.97協 、 大軍核性細胞ハ

平均49・62%、 内被細胞ハ李均1.79%t不 完全

細胞ハ李均15・45%、 赤血球ハ極メテ少撒ニ シ

テ、遠心沈澱沈渣 二赤血球膳 ヲ認メザノレ程度 ナ

黙 之ラ要 スルニ、肺結核蚊 二肺門結核 ノ氣胸

直前二於 ケル肋膜膿液 ノ細胞像へ 大軍核性細

胞(組 織性細胞)1淋 巴球蛇二不完全細胞 夢主要

細胞成分 トシwギエオジン」蚊二中種嗜好性白血

球八極 メテ少藪 ナリト謂 フベ シc
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反復氣胸施衛時轟於ケル肋膜蜜滲出液ノ細胞學的性状ノ総括的成績

　　　→氣胸施術同轍 　 　 　 　　細 胞 敬 　 　一一

　　　　　　　　　　　　　　 一　中性嗜好性白血球

反復氣胸施衛二於 ケル肋膜蜜滲鋼液 ノ第 叉同出

現時 ノ滲出液 ノ細胞像へ 多 クハ氣胸側胸痛、

時ニー時的{鐙温上昇 ヲ以テ、先 ヅ申性嗜好性白

血球 ノ滲出俸 均値25.5刎 テ以 テ始マリ、細胞

～

〆

一∵ 一 淋 巴 球 　 　一 一 一一 大箪核性細胞

　　 　 　 　 　 　「エオ ジソa嗜好 性 白血球

撒 ハ急 激 二増 加 シテ15013(cm>テ 算 へ 甑 液 ノ外

観 ハ強 度溜 濁 時 工淡 膿 性 攣 化 シ、 一 兇 一 般 膿 胸

轟 見 ル如 キ観 ラ與 フル モ ノ ア リ
.赤 血 球 歎 ハ、

邊 入空 氣 量 ノ多 寡 、 氣 胸側 肋 膜 ノ刺 戟 晶封 ス ル
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反慮 ノ強 弱 、 肋膜 癒 着 ノ程 度 及 ビ部 位 如 何 轟糠

リ増 加 シ、 時 二穿 刺 液 ハ血 性 又 ハ 血膿 牲 ノ外 親

ラ呈 シ、 然 ラザ ル 場 合 二於 テモ 多 クハ 爾 後 ノ氣

胸 時 二於 ケ ル穿 刺 液 二比 シテ、 赤 血球 ハ著 明 二

増 加 セ リ。

「エ オ ジ ンJ嗜 好 性 白 血球 へ 氣 胸 直前 ノ肋 膜 穿

刺 液 中 該 白血 球 ノ 百 分i$£　(O.1%)二 比 シテ梢t

壇 加 ノ傾 向 テ 示 セル モ(1.5%〉 、 未 ダ該 白血球

増 多症 ト樗 シ得 ザ ル程 度 ナ リ.

淋 巴球 拉 二大 軍核 種 細 胞 ハ、 氣 胸 直 前 二比 シテ

滅 少 シ、 夫 々 ノ 百分 率 ハ21。3%蛇 二42.6宅 ナ

リe之 テ要 約 スル ニ、 第1同 氣 胸 時 二於 ケル穿

刺 液 ノ細 胞 像 ト シテ、 淋 巴球 拉 二大 軍核 性 細胞

ノ減 少、 「エ オ ジ ン」蚊 二 中性 嗜 好 性 白血球 ノ激

壇 二俘 ヘ ル全 細 胞 藪 ノ顯 著 ナル増 加 テ塞 ゲ得 ベ

シ燈

第2同 氣 胸 直 後 又 ハ第1回 氣 胸後1雨 日ニ シテ

穿 刺 シ得 タ ル 液 二 於 テ ハ、 中 性嗜 好 性 白血 球

(李均 値8.6%)、 淋 巴 球(李 均 値11.9/勾1泣 二赤

血球 撒 ノ減 少、 大 輩 核 性 細 胞 ノ 著 明 ナ ル 減 少

(10・7%}ト 共=、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ハ極

メ テ急 激 二滲 出 シ來 リ、其 李均 値63.2%二 達 ス

ル ニ 至 ルe而 シテ、斯 カ ル穿 刺 液 中rエ オ ジ ン」

嗜 好 性 白血 球 増 多 ・・、 必 ズ シモ血 液 中該 白 血球

ノ檜 多 ラ階 伶 セ ズ、 且穿 刺 液 中 ノ全 細胞 藪 ハ初

同 氣 胸 時 二比較 シテ、 梢 く檜 加 ノ傾 向 チ示 セル

テ以 テ、穿 刺 液 中 「エ オ ジ ン」嗜好{生白血 球 へ

比 較 的 ニ モ絶 封 的 ニ モ激 増 セ ル コ ト明 カナ リ。

斯 カル事 實 ハ、 全 疲 例 二於 テ必資 ニ シテ亘 ツ肋

膜 賓滲 出液 ノ…特徴 ナ リ,

第3同 氣 胸 時=於 テハ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血

球 ハ其 百分 率 拉 二縄 封 値 共 二氣 胸 ノ全 過 程 ヲ通

ジテ最 高 値(李 均 値65。0%〉 二達 シ、淋 巴 球 蛇 二

中性 嗜 好 性 白狙球 ハ更 二減 少 シテ、 夫 々 ノ李 均

値10・8%及 ビ4・2%ヲ 算 ス ル ニ過 ギ ズ。

第4同 氣 胸 時 ヨ リ、滲 出液 量穂 増 加 スノレ ト共

二細 胞 敷 ハ頓 二減 少 シ
、 液 ノ外 観 ハ 中 等 度 漏 濁

淡 黄 色 二攣 ズ。fエ オ ジ ン」嗜 好 性 白血球 ノ、bコ

ノ時 期 ヨ リ漸 減 シ始 メ、 淋 巴 球 蚊 二 赤 血 球 ハ 之

二 反 シテ増 加 ノ傾 向 ラ示 セ リ.

第5同 氣 胸 以後 二 於 テハ 、 細 胞 藪 蛇 轟 ザヱ オ ジ

ン」嗜 好 性 白 血球 ハ 略 徽準 行 的 二減 少 シ、之 轟反

シテ、 淋 巴 球 及 ビ赤 血 球 藪 ハ粂 ク下行 的 二埆加

シ、逡 二第10同 ト第11同 氣 胸5ノ 中間 幽方鯵 、

爾 清 長 曲線 ハ相 交 叉 スル ニ 至 ル。 ソ ノ間 、 中韓

嗜 好 的 白血 球 ハ 其 再分 率 最 高7.9%ヲ 越 エ ズ.

斯 カ ル爾 潰 長 曲 線交 叉時 期 ヨ リ、rエ オ ジ ン」嗜

好 性 白血 球 ハ 急 激 轟 減 少s始 メ、 第20同 氣 胸

時 二於 テハ其 卒均 値14.6%ヲ 示 ス∴過 ギ ズ。郎

チ、 比 較 的 ニ モ絶 封 的 ニ モ激 減 シ、 第1同 氣胸

時 ノ該 自血 球 ノ百 分 傘 二 近 迫 スル ニ 至 ル.他

方 、 細 胞 藪 ハ時 二漸 減 時 二急 激 二減 少 シテ、 第

20同 氣 胸 以 後 一・・:・於 テ ハ1000代 二低 下 ス。 淋 巴

球 拉 二赤 血 球 ハ 、 細 胞 藪 拉 二 「エ オ ジ ンゴ嗜 好 種

白 血球 ノ減 少 二反 シテ、 急 激 二増 加 シ、 淋 巴球

ハ 其 李 均値62.5%迄 工達v 、赤 血 球 藪 ノ増加ca

件 ヒ、 滲 出液 ハ 多少 トモ 血性 ノ外 観 テ呈 スル ニ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い至

ル。

斯 ノ如 キギェ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 蛇 二細 胞 藪 ノ

減 少 へ 淋 巴球nsX&ak血 球 ノ櫓 力llノ速 度 ト共 二、

滲 出性 肋 膜 炎 二 移 行 ヘル 症例 二於 テ、 滲 出脚

増 減 如何 テ問 ハ ズ 急激 且 高 度 ナ リ.

上 述 ノ細 胞 像 ノ攣 蓬 テ綜 合 ス ル ニ、 吐 オ ジ ン」

嗜 好 姓 白 血球 ト細 胞 藪 トハ 、 其 消長 曲 線 略 ζ李

行 的 経 過 テ ト リ、 淋 巴球 ノ潰 長 曲 線 ト赤 血 球 ノ

増 減 トハ 互 轟相 雫行 ス.故 二 爾 潰 長 曲 線 ハ 相 逆

行 ス。 殊 二、 滲 出牲 肋 膜 炎 二 移行 スル症例 二於

テ顯 著 ナ リ.勘 チ、 滲 出性 肋膜 炎 二移 行 スノし場

合 ニハ、中性 嗜 好 性 白血 球 ノー 時 的 増 加 テ以 テ、

赤血 球 拉 二 淋 巴 球 ハ 激 檜 シ、 淋 巴球 ノ百分 率 ハ

最 高99・6%二 迄 達 シx「エ オ ジ ン」嗜 好 艦 白 血球

ハ途 二全 ク潰 退 スル ニ至 ル.

而 シテ、 滲 出性 肋膜 炎 二 移 行 セ ザ リ シ肋 膜 賓滲

出液 ノ第20同 氣 胸 以 後 二於 ケ ル細 胞 像 ハ 、滲 幽

液 ノ瀦 溜 極 メ テ微 量 ニ シテ之 ラ穿 剃 シ得 ザ ル カ

叉 ハ 之 ラ穿 刺 シ得 タル場 合 二於 テ 気 液 量 藪 滴

ニ シテ之 テ試 料 二供 シ得 ザ ル モ ノ多 久 検 査 シ

得 タル場 合 二於 テモ ソ ノ例 激 少激 ナ ル タ メ、 穂



160 湊 嵩肋膜 賓滲 出液 ノ研 究 【第19巻

括 二記 載 シ得 ザ ル モ、 斯 カル少 数 例 二就 テ観 ル

ニ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ノ・更 二 減 少 シテ

1・0%二 達 シt淋 巴球 ノ・第20同 気 胸 時 ノ夫 レニ

比 シデ稽 ≧増 加 セ ル モ甚 ダ シ ク高 卒 テ示 サ ズ、

之 二反 シテ大 軍核 種細 胞 ハ 漸 次 増:加 シテ細 胞 像

ノ主 要 成 分 テ ナ ス ニ至 ル。
　

上述 ノ反復気胸施術時二於 ケル細胞像 ノ聖遷ヲ

大観 スルニ、次 ノ4期 二歴分 シ得ベ シ。

氣胸初期

気胸早期

気胸中期

氣胸晩期

圭 トシテ中性嗜好性白血球 ノ滲出期

圭 トシテ「エオジシ」嗜好性白血球 ノ

滲出期
そ

圭 トシテ「エオジン」嗜好性 白血球蚊

二淋巴球 ノ滲出期

主 トシテ淋巴球拉二大軍核性細胞 ノ

滲出期

第2節 化學的性状 ノ総括

肋 膜 寳 滲 出 液 ノ化 學 的性 黙 ノ気 胸 経 過 二作 フ攣

遷 二就 テ総 括 セ ン トスル ニへ 先 ヅ以 テ、 気 胸

直 前 二於 ケル肺 結 核 蛇 二 肺 門結 核 ノ肋 膜 腔 液 ノ

化 學 的 性 駄 テ明 カ ナ ラ シムル テ要 ス ベ ク、 從 ツ

テ弦 二氣 胸 施 術 直 前 二 穿 刺 シ得 タル10例 三献

テ ノ化 學 的性 状 ヲ掲 グベ シ.

郎 チ、 気 胸 直 前 ノ肺 結 核 蛇 二 肺 門 結 核 ノ肋 膜:腔

液 《横 隔 膜 肋 骨 寳 ナ穿 刺 セ ル時 づ ハ化 學 的 性}伏

ヨ リ見 テt滲 出液 ト漏 出液 トノ中間 ノ性 状 ヲ有

ス ト謂 フペ ク、 ソ ノ繊 維 素 凝塊 形 成 ハ 多 クハ陰

性 、 リバ ル タ氏 反 鷹 ハ弱 賜 姓 時 二陰 性 、 蛋 白量

ハ3%以 下 ニ シテ最 高2.36%ナ リc比 重 ハ、10

例 中1018以 上 ノモ ノ5例 ニ シテ、其 李均 値1Q17

テ算 スe台 糖 量 ハ最 高0。1609/dl,李 均 値0.1F

9/dl,登 臨 量 ハ李 均 値0.5889/dl,稜 線 窒 素 量 ハ

李 均 値40.11mg/d1ナ リe

第5表

第1同 気 胸 時 二穿 刺 シ得 タル液 ハr之 テ気 胸 直

前 ノ穿 刺 液 ト比 較 ス ル ニ、 繊 維 素 凝 塊 形 成 蛇 ニ

リバ ル タ氏 反慮 ハ 気 胸 直 前 ノ夫 レ ト同様 弱 湯 煙

ニ シテ増強 セザ ル モ、蛋 白 量 、比 重 拉 二 食盤 景 ハ

著 明 二増加 シ、 夫 々 ノ{直 ハ4.78%、1024並 並

〇.604g/dlナ リ4台 糖 量 ノ・之 二反 シテ 減 少 シテ

0.107g/dl,残 絵 窒 素 量 ハ29.91mg/d1二 減 少

:ス ◎

糖2同 氣胸時二於ケル穿刺液 ハr繊 維素凝塊形

成八相Z増 強、 リバルタ氏反応八開 カニ陽性二

韓化、蛋白量拉 二比重ハ第1同 気胸時 ノ穿刺液

二死 シテ夏 雲増大 シ、糖量、食盛量拉二残絵筆

素量:ハ減少 ス。從ツテ、第2同 気胸時 ノ穿刺液

ハ確實二滲出液 トシテノ化學的牲}伏テ完備ズト

謂 フベシ。

第3同 氣胸以降二・穿刺 シ得 タル液 ノ化學的成分

肺結核 蚊二肺 門結 核 ノ気胸 直前 二於 ケル肋膜腔液 ノ化學的性歌
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第6表 反復氣胸施術時二於ケル肋膜蜜滲出液ノ牝學的性状ノ総括的成績
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ノ気 胸 経 過 二件 フ攣 藩 中、 蛋 白量 、 比 重 、 水 素

rイ オ ン膿 嵐 食 鞭 量蚊 三稜 籐 窒 素 量 ハ 動揺 甚

ダ シク消 長 不 定 ナ リ6

繊 維 素凝 塊 形 成 立立:ニリでぐノレタ氏 黄～こ磨 ノ、t之 等 ノ

性 状 轟反 シテ一 定 ノ消長 ヲ示 シ、 氣 胸 回 藪 ヲ重

ヌ ルニ從 ヒ漸 次 増 張 シ1気 胸 晩 期 二於 テハ 一 般

滲 出性 肋 膜 炎滲 出液 ノ夫 レニ匹 敵 スルニ 至 ル。

糖量 ハ、 肋 膜 密 滲 出液 ノ化 學 成分 中最 モ重 要 ナ

ル意 義 ヲ有 ス.即 チr糖 量 ハ 細 胞 薮 蚊 ニザエ オ ジ

ン」嗜 好 性 白血球 ノ 消 長 ト準 行 的 瀾 係 ラ有 シ、

淋:円球 拉 二赤 血 球 ノ消長 ト相 逆 行 スe糖 量 ハ、

気 胸 経 過 二 作 ヒ1多 少 ノ動 揺 アル モ漸 次 減 少 シ

第20同 氣 胸 二於 テハ0.022g/d1迄 二減 少 ス櫛

殊 二r滲 出性 肋 膜 炎 ヲ績 瑳 ス ル場 合 二八 、 糖 量

ノ減 少 度 拉 二 減 少 速 度 ハ極 メ テ顕 著 ニ シテ、 時

二・0・009/dl迄 二達 ス/レモ ノア リ
鼎

第5章 唯1回 ノ ミ気胸 ラ施セル場合ノ肋膜窪滲 出液ノ性状 ノ推移二就 テ

第4章 二於 テ、 反 復 気 胸 テ施 セル場 合 ノ肋 膜 竃

滲 出液 ノ性 状 ノ総 掘 的推 移 二就 テ記 載 セ ル モ、

気 胸 ノ晩 期(第20同 気 胸 以 後)二 於 ケ ル 性 状 二

就 テへ 潴 溜液 量 ノ極 メ テ微 量 ニ シテ穿 刺 ノ困

難 ナールタ メ、 爾 鮮 明 セ ザ ル所 アル ヲ以 テ、 弦 二

唯1同 ノ ミー 定 量 ノ空気 テ以 テ気 胸 テ施 セル場

合 ノ肋 膜賓 滲 出液 ノ性 状 ノ推 移 二就 テ追 求 スル

ハ 、 有 意 義且 必 須 ナ ル ペ シ ト信 ズ
a斯 カ ル 目的

二適 合 セル貴 重 ナ ル1症 例 テ得 タル テ以 テ
、 コ

レテ以 テ代 表 セ シメ ン ト欲 ス。

症例(男)i20歳(診 断 、肺結核)

右上葉部 ノ増殖性肺結核a気 胸 直前立位 ニテ右横隔膜

肋骨駿 ヲ穿刺 シ5淡黄 色透 明 ノ液CCヲ 得 タ リ.譲 渡

ノリバルタ氏反磨 ハ陰性、繊維素凝塊形成 ナク、蛋白

量 ハ1・63%ニ シテ、 漏出液 トシテ ノ化學 的性状 ヲ完

備 セ リa薫 陶 ハ空気 ヲ以テ行 ヒ、200ぐc送 人 スD気 胸

後約12時 間 ニ シテ氣胸側胸痛 ヲ以 テ登熟 シ、38度 二

連ヌ0気 胸後1日 目二『レ」線透視 ヲ行ヘルニ、右横隔

膜肋骨寅 二少量 ノ液瀦 溜セル ラ認 メタ リ.穿刺ス〃二

淡膿性淡黄色 ノ液2㏄ ヲ得 タ リ。該液 ノリバ〃タ賃雇

慮 ハ弱陽性、繊維素凝塊形成 ハ明 カニ之 ヲ認 メ、蛋 白
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量 ハ氣胸 前二比 シ増加 シテ2.62%二 達 セt).

気胸後3日 目二穿刺 シ得 タ ル液 ハ、化學的 二見 テ滲 出

液 トシテ ノ性胱 ヲ完備7,ル ニ至 レ鶴 コ ノ時期 二於 ケ

ル液 ノ外観 ハ膿性 轟 シテ、 細胞 数 ハ 顕著 二 増加 シ、

21000ヲ 算 スルニ至ル.ギ ェオ ジソ」嗜好性 白血球 ハ、

氣胸 筋ゆ%〉 二比 シ著 明二増加 シテ、25.20・二達 セ リ.

気胸 後3日 目以降 二於 テ1¥、肋膜竃滲 出液 ノ瀦溜量 ハ

略 ζ同量ニ シテ、毎 回 ノ穿刺 轟依 りCCヲ 得 タ1)c

第6表 、 第7表 並 二第2岡 三於 テ示 セ ル成 績 ヲ

通 覧 スル ニi細 胞 學 的 所 見 ト シテ ハ、 気 胸 後 第

3日 目迄 ・・、 中性 嗜 好 性 白血 球 ノ滲 出 、 大 軍 核

性 細 胞 蛇 二淋 巴球 ノ減 少4以 テ肋 膜 腔液 中 ノ細

胞 藪 ノ頓 二 増 加 シ、 全 細 胞 数 ノ、第3日 目 二於 テ

最 高 値21000二 達 シ、sオ ジ ン」嗜 好 性 白血 球

ノ滲 出 二相 気遅 レテ滲ct!シ 來 タ リ、 第3日 目 二

於 テ25.2%二 達 セ リ。

第3日 目 ヨ リ、中性 嗜 好 性 白 血球 ノ減 少 ト共 二、

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ハ急 激 二3曾加 シテ
、 第

9日 目 二於 テ'・全 経 過 中 ノ最 高 値 二連 シ(76.6

%♪ 、 後 漸 次 減 少 シ テ気 胸 後21日 目 二 至 リテ気

胸 前 ノ値 二到 達 セ リc

中性 嗜 好 性 白1血球 」 細 胞 数 ノ・、 略Z車 行 的 二

減 少 シ、 氣 胸 後21日 目 二 気 胸 前 ノ 夫 レニ近 道

スル ユ至 ル .

淋 巴球 ハ 、 気 胸 直 後 二於 テ一 時 的 減 少 デ示 シr

第16日 目 二於 テ 気 胸 前 二 死 シ、 淋 巴 球 増 多 ノ

山 ヂ作 り ツ ツ、漸 次 再減 少 シテr21日 目 轟 於 テ

気胸 直 前 ノ夫 レニ復 路 ス。

大 軍 核 性細 胞 ハ、 気 胸 直後 二於 テ一 時 的減 少 ラ

示 セル モr全 鰹 過 ノ後 期 二於 テ漸 次 増 加 シ、 第

2]日 目二 於 テ気 胸 直前 二復:蹄 ス。

肥 絆 細 胞 ハ 、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ノ清 長 ト

略t同 一 ナ ノし消 長 テ示 セ リc赤 血球 撒 ハ 、 気 胸

二櫨 リ1時 的 二増 加 セ ルモ、 後 減 少 シテ漸次 氣

腕 前 二近 似 ス ルニ 至 ル4

上 述 ノ各細 胞 蚊 二細 胞 数 ノ消 長 テ大 観 ス ルニ、

気胸初期

氣胸早期

気胸中期

気 胸 晩 期

ノ4期 ヲ傾 分 シ得 ベ ク、 中性 嗜 好 性 白血 球 ノ消

退 二績 イデ ェ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血 球 増 多 ノ出現

スル様 式 等 へIE二 反 復 気 胸 ヲ施 セ ル場 合 ・肋

膜 寳 滲 雌液 ノ細 胞 學 的 性 状 ノ推 移 ノ縮 囲 ナ サ ト

謂 フベ シa

化 學 的 性 状 ノ推 移 ハ 、 第8表 二示 セ ル如 ク、 気

胸 後 ノ 日藪 ト共 二、 リバ ル タ氏 反 慮 ハ陽性 三韓

化J、 気 胸 後7日 目 二於 テ強 陽 性i繊 維 素 凝塊

形 成 、 蛋1白量 並 並比 重 ハ、 リバ ル タ氏 反 照 ト相

楽 行 シテ 増 大 シ、 後 漸 次 減 少 シテ第21日 日 二

中性嗜好性白血球 ノ滲出期

「エオジン」嗜・好性白血球 ノ滲出期

「エオジン」嗜好性白血球並 二淋:巴球

ノ滲出期

淋巴球虹二大軍核性細胞 ノ滲出期

第7表 唯1同 ノミ気胸 ヲ施 セル場 合 ノ肋膜蜜滲 出液 ノ細胞學 的性 状 ノ推 移(症 例1)

採取時期
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第8表 唯1同 ノミ気胸 ヲ施 セル場合 ノ肋膜蜜滲 出液 ノ化學 的性状 ノ推移(症 例■)

採取時期
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誰
第艦章 人工気胸施術時二於ケル肋膜滲出液中「エオジン」嗜好性

白血球増多 二關スル臨淋的實験的観察

人 工 気 胸施 術 時 二 出現 スル滲 出液 ノ「エ オ ジ ン」

嗜 好 性 白血 球 檜 多 ノ機 軸 森 閑 シテへ 諸 家 ノ読

ク トづ ロ假 説 ノ域 ヲ腕 シ得 ザ ル モ ノ ノ如 シc帥

チtKabkaeretZentguinoffノ ・、 滲 出液 中 該

白 血 球 増 多 ハ血 液 ノ夫 レヲ必 ズ シモ随 伴 セ ザ ル

ラ以 テ、 該 白血 球 ノ獲 生 地 ハ肋 膜 ナ リ ト シ、 組

織 内 叢生 設 ヲ以 テ説 明 セ ン トセ リ。

Ponticaccio/i、 結 核 二於 テノ・肋膜 腔 内 二、「エ

オ ジ ン」嗜 好 性 白 血 球 檜 多 テ 惹 起 ス ベ キ 物 質 ノ

形 成 セ ラ ル ・爲 ナ を タ シ ト想 定 セ リ。

Antoniaz3iハ 、 動 物 實 験 二 於 テ、 肋膜 組 織 二

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血球 ノ侵 集 プ謹 明 シ
tソ ノ

侵 集 機 軸 ト シテ、 全 身的 蚊 二局 所 的酸 素鋏 乏 ヲ

基 ゲ タ リa

Pavie,LefさvreetRossignotノ ・t家 兎 二 於 ケ

ル 實験 二於 テ、 滲 出液 ノrエ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血

球 増 多 ハ 、 肺 容 積 ノ漿 化r肺 臓 皮 質 ノ血 管 ノ攣

化 二糠 ル モ ノニ シ テ、 過 敏性 結 核 性 及 ビ中毒

性 原 因 ハ何 等 之 二 關 興 セ ズ トシrCurzioハt

之 ヲ追 試 シテ、健 康 動 物 二於 テハ 如 何 ト シテ モr

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血 球 増 多 テ惹起 セ シメ得 ズ

ト結論 セリ.

斯 ノ如ク、人工気胸施術時二出現 スル肋膜蜜滲

出液中rエ オジン」嗜好性白血球上曾多芸關スル設

トシテ、該白血球 ノ肋膜組織内叢生説、該白血

球 二封 スル趨化性物質 ノ肋膜腔内磯生設、肺容

積、肺臓皮質 ノ血管 ノ攣化設、全身的拉二局所

的酸素訣乏説等 テ塞 ゲ得 ルモ、何 レモ適確iナル

震登左プ飲 クモ ノノ如 シ。

弦ユ於テ余ハ1上 述 ノ諸家 ノ實験ハ総ベテ動物

實験 ナルニ鑑 ミ、該機轄 ノ考察 ノ目的 トシテ入

龍實験 予行 ヒ、以テ薇織輔究明 ノ___.タラシメン

ト欲a

而 シテt實 験方針 トシテ次 ノ4項 目テ掲 グ。

1)肋 膜炎ノ既往症拉二現在症ヲ有 セザル結

核、帥 チ肋膜二結核性病攣 ノ存 セズト推定セラ

ル ル肺結核患者 ノ空気以外 ノ瓦斯二由ル氣胸

2>結 核性既往:症拉二現在症 ナキ健康入 ノ気胸

3)結 核性既往症拉二現在症 ヲ有 セズ シテ、水

胸 ラ讃明 シ得 タル腎臓病患者 ノ気胸

4)臨 鉢上肺結核 ノ症状 テ認 メザル結 核性肋膜

炎 ノ気胸

ほ

第コ 節 肺結核 ノ空気以外 ノ瓦斯 気胸

第1項 酸素瓦斯気胸

症例1■ 帳 入30歳 診蹴 肺結核)

左 上葉部 二滲 出性 肺結核病竃 ア"テr肋 膜 炎 ノ既往症

蛇 二現在症 ヲ有 セズ雛 第1同 気胸 トシテ、 酸素 瓦斯

50ecヲ 送人メc気 胸 後約1時 間ニ シテ気胸側 二劇 シキ

胸痛 ヲ訴 へ、膿温上昇 シテ39度 二 達ス.ザ レ」線透視

ヲ行 フニ、 滲出液微量潴溜、穿刺二3t)約2ccノ 淡血

性 淡膿性 ノ液 ヲ得 タ リ.胸 痛 ハ約24時 間綴織ヌ偽、

第2同 氣胸 トシテ酸素瓦斯300cc逡 入、胸痛雄 島臆温

上 昇 ナ シ、 ソノ後 納1週 間 ノ間隔 ヲ以 テ、500¢c宛My

入aソ ノ問肋膜 轡滲 出液 ハ稽 く増加 シ、第5同 氣胸 二

於 テハ液 面横隔膜 圃頂 二達メc

症例2■(女)、25歳(診 断、肺結核)

:左上葉部 二滲」出性肺結核病竃 ア リテ、肋膜 炎 ノ既往症

蛇 二現在症 ヲ有 セズc第1同 薫陶 トジテ酸素:瓦斯100

cc送 人、気胸 直後氣胸側 二劇痛 ヲ訴 フs滲 出液 ハ少量

潴溜、 中等度血性 強度潤濁b胸 痛 ハ2日 ニテ浩樋0第

2同 氣胸酸 素瓦斯300cc送 人、滲 出液稽 ζ増量.第3

同気胸以 後毎 回500ce宛 送人c第3同 氣胸以後 ハ酸素

瓦斯 ノ吸 収速 力ナル タメ、空 無 ヲ以テ施 術 セ リc肋 膜

蜜滲 出液 ハ第3同 以後次第 二増轍 シ、横 隔膜圓頂2横

指下 マデ ニ蓮 スC

由 是 観 之 、 肋膜 炎 ノ既往 症 拉 二親 鹿症 ナ キ肺 結

核 ノ酸 素 瓦 斯 気胸 二 於 テ モ、 塞 気 無 胸 ユ於 ケル

ト同様 、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白面 球 ヲ細 胞 ノ主 成

分 ト 勺 レ滲 出液 ノ瀦 溜 スル ハ 明 白 ナ リa且 該 白



第3號 】 湊=肋 膜寳滲 出液 ノ研 究 165

第9表 酸素瓦斯氣胸 二於 ケル肋膜蜜滲 出液 ノ性状(症 例1艶

採取時期 外 観繰 諜:麟 麟 婬1癖雛 騨 鯉
第1同 氣胸

第2同 気胸

第3回 氣胸

淡血性淡 膿性iZ4700

強 膿 性

膿 性

o・8{竺聖

jo56000

5同 気胸 淡 膿

5510⑪

19300

〇

一
〇

1.3

0。5

Q.7

器綴混 書聯 。11;器鷲}据饗i蹴1型

零岩燕 礪 〔÷齋烈鷹霧i遷聖:緯1

エ オ ジ ン嗜 好 性 白血 球 大 軍 添 完

(%)

ぐ多一
L3

採取剛 臆{

欝需
第5同 気胸/十1

P剛比報 縫 鱒

妻騰黒 熱
　 コ

1023ビ 十)7.4 5.900.0900.5321

驚 欝 舗1結 核菌
0.106《}.59932.9(,脚 ぐ二三,

0・104
10・60855!70ぐ 一>

0099055035.40ぐ 一)

32,50(一

策1a表 酸素瓦斯気胸 二於 ケル肋膜蟹滲 出液 ノ性状r症 例2

採取時期 外観蝋 耀騒 隷1鴨 購 蕪獣 毒血
第1同 氣胸 中等産血 柱

舞2同 氣胸

1950qOl1,3

被 曝 性11530

第3同 気胸;淡 膿 性21950

下

策5同 氣胸1中 等度嗣濁
…　　～i

0.3

・32・・1・

第7同 気胸1軽 度 潤 濁70500

・1鵬1薩 …loさ7田

鰻1塑一望脚 醒坐

辮11÷ 禦郭L色

0,30轟7(十 丹ノ06.40.31⑪a80。3

一⊥1型 一璽;墾鍾 塑 、o、

」]燭 窪1追一坐翅[τ[」_

」L[4堕L璽 凱;辺 」LL
OO36.01.225。834,0i{.)

{
2・31(+)

o.5.(+i

ミ　　
1.⑪ ぐ+)

2,0ぐ+)

1
採取副 懸 剛 比

一 指一 　 …7

重!美麗 欝
_㎜_臣

糖 量

ぐ9/dり
簗素鷺{結穂
r搬 窯/dl)1

第'1回 気胸 「K=♪ 8.2

食 翰量
ご9/dl)

… 厄… 閣… 一 『『 一 一w-7一 一一 ____一 一一__一.__卿_・ 柵一 一一 一一 一

一 翼3(+)14・27} 一〇ユ10!一 食・62013幽 ぐ一)

O,601

0.5801

『

第2同 気翻(一)
『 刷一

7.8 lO21ぐ+) 3.84 ・・些1
__32・5・ …rぴ 一　 ～ 匹r一__

第3同 気 胸 医
心 ～ 四一 (+) 7.5 ・・26{(+) 4.62

一 ……一 一

4.58

0・1111

　 一 舐 一 一

39・ ・1{(=)
、

第5回 気胸
A{一}一 間

ぐ+) 7.4 1024(+) 0」06{O.55811 54。28}鴫 一 語

第7同 気胸1 (+) 7.4 1024(赫 艶 4.59 ・.(沿21。 諭 一4。.。。1ぐ 一)…

血 球 ノ氣 胸 経 過 二俘 フ清 長 モ、 空 気 気胸 ノ夫 レ

ト略 篭同一 ナ リ。

其 他 ノ細 胞 學 的蚊 二化 學 的 成 分 殊 二合 糖 量 ノ攣

化 モ、 空 気 気胸 ノ夫 レ ト同 一 ナ リ。 而 シテ、 酸

素 気 胸 二於 テ へ 胸 痛 、 登 熟 拉 二滲 出液 ノ瀦 溜

:量、 滲 出液 ノ細 胞 数 等 ハ、 空 気 気胸 二死 シ其 程

度t量 拉 二籔 大 ナ ル ノ観 ア リ4

之 等 ノ鮎 ヨ リ見 テ、 酸 素 ハ 室 無 二比 シ、 肋 膜 二

野 ス 勘影響 大 ナ ル モ ノ ノ如 シ.

第2項 炭 酸 瓦 斯 気 胸

症例1■ ・/男)、22歳(診断 、肺結核)

右上葉 ノ増殖 性肺結概 第1同 気胸 トシテ 炭酸 瓦斯

100c¢ 送 人 、胸 痛 虹 二登 熟 ナ シ.滲 出液 ハ微 量 ニ シテ 、

穿 刺 二 葺 り僅 ヵ二 〇。翫 心ヲ得沼 ノレノ 蒸.液 ノ外 観 メ輕

濁 淡 血性 ニ シテ 、rエ オ ジ ぬ 嗜 好 性 白血 球 ノ百 分 率 ハ

1・5%ナ リ強 勢2同 気 胸炭 酸 瓦 斯300cぐ 、 胸 痛 ナ ク、

滲 出液 瀦 溜量 ハ爾 微 量 ナ リ.炭 酸 瓦 斯 ノ吸 牧 極 メ テ速

カナ ル タ メ、 第3同 薫陶 ハ 第2回 氣 胸 ノ3臼 目 二行

フC送 人 瓦 斯500ぐC 、 滲 出液 ハ稽 く増 量 如 レモ爾 微 量

ナ η.第4同 及 ビ第5同 気胸 トシテ、 夫 々500ぐ ¢宛 、

5Hノ 間 隔 ニ テ送 人c滲 出液 ハ 淡 血性 叉 ハ 膿 性 ニ ン

テY第5同 気胸 二於 ケ ル滲 出液 ノ「エ オ ジ 乳 嗜 好 性 白

血球 ノ百 分 率 ハ70.5%ニ シテ 、急:塘 加 ヲ示 七 癖.第6

同 以 後 へ 炭 酸 瓦 斯 ノ吸 牧極 メ テ速 力ナ ノレ4人 空 気

ヲ以 テ氣 胸 ヲ施 セ リ.
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第11表 炭酸瓦斯 気胸 二於 ケ ル肋膜 蜜滲出液 ノ細胞學 的性駿(症 例1)

採取時期 外 観 細胞徽

　
第1縢 胸 薩 濁溢血性1伽o

菱叢雛 濁麓血諜1器

中性嗜好性
白血球(%)

玉矛 ジソ嗜好 白血球

(%)
(⑳)欄 頒 幽 輔2葉3剰4葉1罐 繊(%)く%)縛(%)

"b摘

心下 一

石

2、02。0

4.04.0

7。88。8

」

0

0

σ

3
汚

}

.51

0

4五

r◎

0

臥

a6

…0

0

0

1.50

06.2

70.50

購 螺 鵜
諭L攣0遡

8.07442.0

5。02。011.5

鈍
0.7

0.2

不 知
全細 赤

胞 球

く%Σ_.
12.0(惜)

4.7(帯)・

2・0十,

第12表 炭 酸瓦斯気胸 二於 ケル肋膜寳滲出液 ノ性状(症 例2)

i

採取時期;外 観

　　 ミ

_麹 氣胸.i淡 黄色微濁1乏f36一 一

第2`同 気 胸{溢 血性 潤 濁2154

禰 一!強 蹟 』惟 一 『

第4回「i緬コ膿

轡講熱威薫製1齢購
OO.50.500

3。3135.038.3・0.343.2

4040010.314.346082.5
一 一 一一一一 一._1一 一～ 「一一一一

生 、350000112.62.70801

0ドr《)一 て[OiO{
　 　コ　　 へ 　　

1.3004L80.3

530.8088.61`5

3.6105018422.0

講 鞭 諜
鴇 …ll¥≒51器
一調謂 一躍

ll

採取醐 撰機 pH 比 重
リパ ル タ

底 反 磨}

醇

蛋 白量 糖 量
(%)(91dl)

食 顧 最

(91dl)

壁 絵1
窒素量 結核菌
(mg/dl)

7.9
一 『 一

10ユ9
←一

1021
暫一　 一一一一

1024
一 一一一 一 一　

1026

墨型壁L_一 一
第2同 気胸一 ～

(一)

(+)
IF
塁㎝`～"開 聞

i(+)i一__ 一一

(十)

(一) }1。80{0.1250.585
_二 二晶 一一一一一 』榊輌一

33・73(一)
心¶一…

(+)
　 一

(赫 ノ

1一 一 一2
,910.1080,550
一一一 レ ー}_

4.42}0.0860,519
}…一　 一元レ}一

5.5010.0790,501

一 一 一 一

32.50(一 一
一一r　一 へ 門_

35.89(一)
ら{片_{_蕪

33.401(一)

　

第3同 気胸
一

7.6
←一 瓢

7.4
脇 …__暫 　

7.3第4同 気胸1}
『{一

(朴)

症 例2■(女)、32歳(診 断、肺 門部結 核症)

左肺 門部 二手掌大 ノ滲 出性肺結核病竈 ア リ。第1同 氣

胸 トジテ炭 酸瓦斯50cc送 人、胸 痛蚊 二 登熟 ナク、:;,

音 ノ増加 ヲ認 メズ.肋 膜寅 滲出液 ハ小鼠 ニ シテ、淡 黄

色 微濁、 「エ オジン」嗜 好性 白血球 ハ0%、 細 胞轍 モ極

メテ少ナ シ。第2同 気胸300cc、 第3同 及 ビ第4同 気

胸 ハ500ぐc宛、間隔5日cソ ノ間濡濡液漸次増 量、「エ

オ ジン」嗜好性 白血 球 ハ 第2同 気胸 ヨ リ急 速 二 墳加

シ、 第3同 氣胸 二於 テ ハ88.6%ヲ 算 ヌ.第4同 気胸

後5日 目二突然悪寒鞍擦 ヲ以 テ高熱 ヲ饗 ジ,気胸側 二

軽度 ノ胸痛 ヲ訴ヘ タ リ.診 察 ノ結 果、氣胸 側 ノ乾性肋

膜 炎ナ 〃コ トヲ知 り得 タ リ.

炭 酸 瓦 斯 氣 胸 二於 ケル肋膜 寳 滲 出液 ノ性 状 ハ 、

空 気 蛇 二 酸 素 瓦 斯 氣 胸 二於 ケル夫 レ ト全 ク同一・

ナ リc帥 チ「エ オ ジ ンJ嗜 好 性 白 血 球 ノ、第1例 二

於 テノ、70・5%二 、 第2例 二 於 テハ 最 高88.6%

二達 シ、 他 ノ細 胞 學 的蚊 二化 躍 的 性 状 モ
、 空 気

気 胸 二 於 ケ 暦 略 刷 様 ナ 硝 長 ヲ示 セ リ.臨

林 的 ・ニノ、、 第1同 気 胸 時 ノ胸 痛 蚊 二爽 熱 ハr全

ク之 テ鋏 ク カ叉 ハ軽 微 ニ シ テ、 滲 出液 鍛 モ微 量

叉 ハ 少 量 ニ シテ 、 炭 酸 瓦斯 ハ 空 気 及 ビ酸 素 轟比

シ 肋 膜 二野 ス ル 影 響 小 ナ ル ノ 観 アル モ、 症例

2二 於 テノ・、 第4回 氣 陶 工 於 テ氣 胸 側 ノ乾 性 肋

膜 炎 ノ併 登 ヲ見 劣ル ラ以 テ、 必 ズ シモ斯 ク噺 定

シ得 ザ ル モ ノ ノ如 シa

第3項 窒 素 瓦 斯 気 胸

症 例1■(男)、21歳 診断、肺結 核)

左上葉部 ノ増殖性肺結核O肋 膜蜜滲 出液 ハ第 £同気胸

時 ヨリ謹 明セ ラv、 第7同 気胸 マデ連綾 出現 セ リc瀦

福渡八極 メテ少量 ニ シテ、穿刺液 ヲ細胞學的検査 皇陵、

用 シ得タル ノミa

症例2■(男J、20歳(診 断、肺結 核)

左 上葉部 ノ滲 出性(圭 トシテ)肺結核 ニ シテi気 胸施術

約1週 間前 マデ、病側 二胸痛 ヲ訴ヘ タ リシヲ以 テ、肋

膜 炎併豪 ノ有無 ヲ検ス ルタ メ、気胸直前 二立位 二於テ

横隔膜肋 骨轡 ノ穿刺 ヲ行 ヒタルニ、淡 黄色微濁、 リバ

並 氏反慮弱 陽性、淋 巴球 ヲ細胞 ノ主 成分 トセル液 ヲ

得タ リ。而 シテ該液 ユ結 核菌 ヲ置 賜 シ得 ザ リシヲ以

テ、 注意 シテ人工気胸 ヲ施 シタル ニ
、第2回 目 ヨリ第

5回 目迄 中等量 ノ肋膜蜜滲 出液瀦 溜 セル モ
、 登熟増

加、胸痛其他肋膜 炎 ノ症状 ハ之 ヲ認 メザ リキ
.

窒 素 瓦 斯 気 胸 二於 ケ ル肋膜 竃 滲 出液 ハ
、 室;氣.
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第13表 窒素瓦斯気胸 轟於 ケル肋膜蟹 滲出液 ノ細胞學的性状(症 例1)

一1∵ ㌧轡諜灘1羨 灘 製羅箪購 醗 禦
第2堕 胸.談..膿」f迦 ⑳⊃ 璽1血 。」 一塑 ユニ5」」 一i竺0⊥」ρ11鐘型 一鍾L重 継

灘 灘il黙:撫螺鱗書割灘 騰
第14表 窒素瓦斯気胸 二於 ケル肋膜轡滲 出液 ノ細胞學 的性 状(症 例2

採取時期 外観簡灘 輪 轟 羅 馬鱒罐
鞭1蒙

翫謡 欝欝 儲&÷1講論1÷謙妾ト殻「雛 朝{駕囎

1総総蕪 繍蒲無識1ギ黙諾調

1.03。4ヒ 十 》

《)iO.41十 ・

0{0.2i峠 》
一{一 一 一 ピ一 一

1;1:1{1お

酸素瓦斯拉二炭酸瓦斯気胸二於 ケル ト同様「エ

オジン」嗜好性白血球 テ細胞 ノ主要成分 トス。

細胞数拉二其他 ノ細胞所見モ略z同 一ナ リc

第4項 本節 ワ小指鐸

肺 結 核 患 者 二、 酸 素 瓦斯 、 窒 素 瓦 斯 拉 二炭 酸 テ

以 テ人 工気 胸 ラ施 シタル場 合 二 出現'ヘル肋 膜 寳

滲 出液 ハr空 気1気胸 ノ 場 合 ト:全 ク同様rエ オ ジ

ン」嗜 好 性 白 血球 ヲ以 テ 細 胞 ノ 主 成 分 トλ。 而

シテr該 白血 球 増 多 ノ称 嘆 ハ 、 瓦斯 ノ種 類 如 何

ヲ問 ハ ズ全 ク同 一一ナ リ。 細 胞 薮 蚊 二其 他 ノ細 胞

成分 モ、 空 気 氣 胸 ソ場 合 ト略{同 一 ナ ル溝 長 テ

示 セ リ0肋 膜 賓 滲 出液 ノ化 學 成分 モ,瓦 斯 ノ種

類 二無 闇 係 二略 亀同__,ナ リ。

第2節 健康 入 ノ人工気胸

i謹賀験者1一(男) 、20歳 。

既往症 結核性疾患蛇 二著璽 ヲ知 ラズ.

現在症 髄格 中等大、筋骨 ノ獲達良好、榮養 可良 ,舌

温潤 轟 シテ舌 苔ナ ジ.頸 幹淋巴腺腫脹 ヲ認 メズis胸部

所 見 トシテハ、肺臓肋膜共 二打診上舵 二聴診上異状 ヲ

認 メ 礼 ㌧ 」線検査 ニテへ 肺臓部 二異常 ナル陰影 ナ

久 肺門淋 巴腺 ノ陰影 モ正常 ノ範園 内ニ アリテ、横隔

膜 ノ呼吸性移動 ハ3横 指 前後 ナ β.心 臓、腹部、腱 反

射共二正常、尿所見正常 ニ シテv糞 便 二轟卵 ヲ認 メ

・もMant◎ 疑x氏 反慮 ハ 弱陽性
、赤血球沈降速度 ハ1

時間卒均値1・7ヲ 算ス0血 液所 見 ハ正常 ニ シテ、血色

素86(eachSahli/、 赤血 球藪566萬 、白血 球敬 ハ5600。

氣胸 経 過 概 要 気 胸 瓦斯 ト シテ空 気 ヲ選 定 シ、

気胸 閲 ハ右 トセ リ.気 胸 前禮:温血 二血 液 沈 降 速

度 ノ正常 ナル ヲ確 メt気 胸 側 ノ肋 膜 腱 試 験 的 穿

刺 ヲ行 ヘ リc穿 刺 液 ハ淡 血 性 徴 濁 ニ シテ、 主 ト

シテ不 完 全 細 胞 ヨ リ成 り、 ザェ オ ジ ン」嗜 好 性 白

血 球 ヲ誇 明 セ ズ.

第1同 気 胸1C}Occ,軽 度 一一胸痛 プ 訴 へ 、 微 熱 ザ

爽 スc肋 膜 寳滲 嵩 液 ハ 膿 牲 ∴ シテ4細 胞 轍 ハ

29000、 吐 オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ハ24%.

第2回 気 胸 ヨ リ 第4回 迄 桑会入本 氣 箪:300¢ ¢宛 、

間 隔1週 鴨,塞 出液 ハ毎 月少 量 ニ シテ略 気同 量 、

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血球 ハ 最 高55 。0%二 蓬 ス.

滲 出液 ノ北 界 成分 及 ビ其 他 へ 蹄 結 核 症 例 ト同

一・ナ リ
.需 温 ノ・、 第1回 蛇 二第2同:気 胸 二於 テ

軽 微 二 上 昇 シ、 第2同 気 脇 時 二軽 度 ノ血 液 白 血
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第15表 健康 人 ノ人 工気胸 二於 クル肋膜 蜜滲 出液 ノ性欲(症 例1)

採取時期 細 胞数外 観
(cm 講 論 濃礪 欝 麟 麟1華i諜

氣 胸 前{淡 血性 徴濁3000

第 ・同轍i墨 _性29…
第2同 氣胸 腹 性 莞22200

第3同 氣胸i膿 性

第4回 氣胸i中 等度潤濁

31900

20100

塑禰0、25.4022.81。2、00μ ・03・2iO・6;

葬無難騨蕪鱗鶉

4・・1」Ll」」9」L⊥ 』 」Σユ エ[璽 … 偏 ・0㈲
0。2(十)

1,8(十)

2.8(+)

2.5(十

繊維素採取時期

嘩 塊
pH比 重

リバノレタ

底 反 旛

蛋白量!糖 星 食縢量
(%)[(91dし 、(9/dり

磯 鯨
窒素量
(揃91dD

結核菌

第1同 氣胸 (±) 8.2 1022 (+) 3.2810」02・0・540{28・50i(一)

第2同 気胸 (±) 8.3 1020 〈+) 2.83[傭1・.56引3・.・ ・}(一)欄

第3同 氣胸i (十) 7.8i1025 (+)
旨一 』一 …「 一 一一

41070.094iO.57932.251(一)

1第4同 轍i(+) 7.61026 (+〉 5,9。 。.。961。,59。}35、 如i(一)

第16表 健康 人 ノ人工氣胸 二於ケ ル罷温、赤血球沈降速 度蛇 二血液 白血球所 見(症例1)

検査時期

氣 一腕 前36.5

球
連
中

ノ

血
降
(
償

赤
沈
度
等

温
剤

開
帳

」1万　6石

第1同 氣 胸37.E

第2同 氣胸37.0

第3同 氣胸369

6.3

1.5

4.0

第4同 気胸,36.6、3.0

血 液 白 血 球 所 見

1中 性嗜 好性

白血球 白血球(%)

聖)剛 分葉融
5600

8000

9560

8460

エナ ジン嗜好性 白血 球(%)

輩葉繍3葉 陳 謝 鋤(%)1(%)(%)

8300

肥群淋巴
細胞球

0

0

0

0

《U

説

鑓
罐

あ

』

⑩

⑩

万

52

55

51

60

一61

q

望

5
、ヨ
5
、

ロ

の

の

　

　

コ

5

4

11

6

若

輩
白
球

大
核
血

0

0

0

0

0

0

0

AU

AU

O

ツ
響

5

0

0

"

0

似

εり

O

nδ

FO

(U

甑

a

之

甑

3

鎚:墨舞
立P}」Ei艶5・
3.50.523.56.

__}_一___1

3.5:1.5,23.0,5.

球増多症テ認 メタリc

被責験者2一(男)、23歳 。

饒 往症 生來健康 ニ シテ、結 核性疾患 ヲ知 ラズ.

現在症 燈 格、筋骨、榮養 共 二可良 。頸部淋 巴腺腫脹

ナ ク、胸部 ハ理學筋 雲全 ク正常a「 レ」線検査 ニチハ、

肺臓部 二異常 ナ〃陰影 ナ ク、肺 門部陰影 モ正常 ナ リc

横隔 膜 ノ呼吸運 動 へ 打診 上姓二 「レ」線透視 ニテ正常

ノ範園 内 ニア リ.Mans◎ 撚 氏反慮 ハ弱陽性、 赤血球

沈 降速 度 ハ中等債 ヲ算ス、 血液 所見 ハ正常 ニ シテr血

色素86(eachSahi)、 赤血球 轍 ハ520萬S白 血球轍

5800.心 謙、腹部、腱 反射、 尿及 ビ 糞便 ノ所 見正常

ナ 療⑬

気胸経過概要 気胸瓦斯ハ空気r氣 胸側ハ右.

第1同 氣胸 トシテ空気50cc選 入、胸痛 ヲ訴 ヘザ

リシモ、燈温梢 ㌃上昇 シテ37℃r血 液二輕微 ノ

白血球増 多テ謹明 ス.

肋膜密滲出液ハ少量、淡血性中等度漏濁 テ呈 シ、

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ハ気 胸 前 二比 シ著 シク

増 加 スf-第2同 気 胸200cc、 第3同300cec滲

出液 量 梢 ≧増 加 、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ハ最

高55.6%二 蓬 ス。

其 他 ノ細 胞 成 分 拉 二化 學 的 性 状 、 禮 温 、 血 液 白

血球 所 見等 ハ、 被 實 験 者1ト 略 ≧同 様 ナ リ0

以 上 ラ要 約 スル ニ、 健 康 入 ノ人 工 空 氣 氣 胸 二於

テ モ、 肺 結 核 ノ気 胸 時 ト同機 、 「エ オ ジ ン」嗜 好

性 白 血球 テ細 胞 ノ主 成分Eス ル肋 膜 寳 滲 出液 ラ

護 現 セ シメ得 ル コ ト明 カナ リ。 從 ツ テ滲 出 液 中

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血球 檜 多 ノ獲 現 ノ・
、 肺 臓 内

二 結核 性病 攣 ノ存 スル ト否 ト芸無 關 係 ナ リ
0且

滲 出液 中 二該 白ぜ且球 増 多 アル時 期 二於 テ モ、 血

液 中 益 之 テ認 メ得 ザ ル ハ 、 肺 結 核 ノ気 胸 症例 ト

同様 ナ リ.

(コ ノ實 験 ヲ 終 ル ニ 常 リ、 被 實 験 者2氏 ノ戯;身



第3號 】 湊 ご肋嚇轡滲 出液 ノ研究 169

第17表 健 康 尺ノ人工気胸 二於 ケル肋膜 蜜滲 出液 ノ性欲(症 例2)

!

採 取 時 鯛 外

.._.⊥ 一

蓼薫 陶 前/徹

細 胞 数 、観
(㎝)

中性嗜好性
白血球%)

諏 分葉鋤 輩葉i2葉瞬4葉 腱 麟%陶 蕩
τ 巾0

エオジン蟹 舶 血斑 端 縫 巴槻輝騨
血赤

醸
し

篇

胞
劾

濁2500

第煉 麹墨 舞溜箋、
　

笙 ρ隅璽璽 一i中等度潤濁
第3同 氣胸}中 等度潅1濁

11550

10320

9850

O
V

一
〇

τ

一
〇.ち0.50

0,71.00.7

ミ　 く　へ

0}00

0「す「了

18.3

37.0

55.1

∴ナ纏 蒲辮磯鶏
　　　 ミ 　 　　　　て　 　 　 　　 　 ミ 　 　

舗 。ll「÷37.555.E:1a.5',75,.34.at.as.a25.2…そ違{1:1;1ま!

採取時期
{

麟 頑 比 重 リバノレタ

氏 反 磨 轡 魍 鱒 峯素馨{結 核菌
ぐ繊1dl);

第1同 氣胸
〔{"

(士) 8.0 1025
_v　 一一一 晶

1023
…劇__炉 一 一 一一rrイ

1022

(+)
　 {一 … …

4.48 0,102 32,051
一一 一

34.00

1一 一

第2同 気胸 (十) 7.9
蜘一 一_一

7.5

ぐ+) 4.03
}… 「一　…

3.95

0,095

10・554
…_一一 へ …嗣… 『

0,595
一 一～臣 一 一

ぐ一・
㎜ 一舐㎜～

第3回 気胸 (+)、

　」　}一

(十)

一 　一一…

0,090 §

一

〇.599レ36.50 「 ギー う

第18表 健 康人 ノ人工氣胸 二於 ケル謄温、赤血球沈降速度雄 島血液 白血球所 見(症例2)

検査時期

1舳 球i血 液 白 血 球 所 見

鷲 欝
㎝母…瞬 癬2葉 麟 婬講

習離 　　 蜘 肥麟

舞、需講!llll}1虚1響1一お 捌ll・ll

箋機 器1涯1:1翻要説需1誓

÷1ト糊 塗…墨壷齢器
2.0

2.5

o憂L
_

0.5!

012.50.50

。 脚下:面 。.5

ミ`…無6
・{

6.019.5

的ナル援助 ラ深謝 孔 気胸終了後二於乳 何等 障 碍 ヲ認 メ ザ リ シラ追 記 勾.

第3節 ヂネ フロー ゼ」拉 二慢 性腎 臓炎 患者 ノ人工気 胸

結 核 性 疾 患 ノ既往 症 拉 二 現 在症 ナ キ「ネ フ ロー

ゼ」及 ビ慢 性 腎臓 炎 患 者 各1名 ラ選 定 シ、右側 人

工 空気 氣 胸 テ施 セ リ。

症 例1(男)、51歳(診 蹴 妹 フ ・一切)

既往症22年 前肺 炎二罹患、結核性疾患並 二 腎臓疾

患 ヲ経 過 セズ.

現在症 胎格小、筋骨 ノ腰連 中程度、榮養精 く可良r

全身 殊二項:部、側胸部、 側腹部、腰部 疏二下肢 二中等

度 ノ浮腫 ヲ認 メ、左肋膜腔 二中等量及 ビ右肋膜腔 二軽

度 ノ漏出液 ヲ謹 明スc腹 部 ハ膨満 シ、中二腹水 ヲ謹 明

ス・血魅 ハ最高165、 脈搏80前 後、腿温/・最高36度

8分0尿 《淡 黄色透 明ニ シテ、蛋 白中等 景、沈渣 中二

比較的少轍 ノ赤血球蛇 二白血球 ヲ認 メ、画境 ・・硝子様

ノモ ノ稚 く多 〃存在 スQ

胸部 所見 トシテ、㌧ 」線楡糞 ニチ ハ肺臓野 芝結核性浸

潤 ヲ認 メズジテ、陣門部 陰影ハ稽 く腫大 セルモ甚 ダシ

カラズc{徳 診土左 前上胸部 二 歩薮 ノ漁性聴音 ヲ誇 明

ス。Mantoux氏 反腱、ハ陽性。

気 胸締 過 概 要 気 胸 直 前 ノ気 胸 側 肋 膜 腔 液 ハ漏

出液 トシテ ノ性 状 ラ完 備 シt液 ノ外 観 ハ無 色 透

明 、細 胞 数111、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 八議

メ ラ レズ シテ、 主 ト シテ攣 性 崩 潰 二傾 キ タ ル内

被 細 胞 ヨ リ成 ルC

気 胸 直前、 気 胸 側 ノ漏 出液 テ排 除 ス ル つ ト200

cc、 空 気200c¢ 遽 入 ス.気 胸 後納5時 間 ニ シテ、

輕 度 ノ気 胸 側 胸 痛 ヲ訴 フ。 氣 胸 後6時 間 日 ノ肋

膜 腔 液 ノ・輕 暖潮 濁 シ、 細 胞数 殊 二中椌 嗜 好 性 白
㍉

血 球 拉 轟大 軍 核 性 細 胞 ハ著 明 二増 加 シ、rエ オ ジ

ン」嗜 好 性 白 血球 ハ其 百 分 率:1.8% 、紹 封 値15Y

〈cm)ザ 算 ス。 気 胸24時 間 目 二於 テハr穿 勅液

ハ 中等 度 轟濁 澗 シ、細 胞 撒 ハ更 二増 加 シテ1230{》
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(cm!、 中性 嗜 好 性90.1%、 「エ オ ジ ン1嗜 好 性

0・3%、 其 絶 対 値36.9/cm/ニ シ テ、該細 胞 ハ 更

二増 加 、淋 巴 球 蛙 二大 軍 核 細 胞 ハ減 少 セ リ.而

シテ、 化 學 的性 状 中 リバ ル 々氏 反 慮 ハ陽性 二軸

化 シ、 蛋 白 量 ハ増 加 シテ、 滲 出液 ト シテ ノ性 状

ヲ具 備 ス ル 二毛 ル.・

無胸2日 目 ノ肋 膜 膿 液 へ 爾 中 等 度 二2閣濁 シr

其 細 胞 學 的 並 二化 學 的所 見 ハ 前 日 ト略 ミ同一 ナ

ル モ、fエ オ ジ ン」嗜 好 性 白撫 球 ハ全 ク潰槌 セ リ
。

・氣 胸6日 目 二於 テ ・・、 肋膜 膿 液 ノ性 状 ハ気胸 施

術 前 ノ夫 レニ復 路 セル ノ観 ヲ與 フ.

第2回 気 胸 ハ、 第1回 気 胸 ノ6月 目 二施 行 、 逮

入寮 氣2・10ccソ ノ24時 間 二於 ケル 穿 刺 液 ハ、

軽 度漏 蜀 シ、 細 胞 数 ハ面 向 二比 シテ 多 カ ラ ズO

fエ オ ジ ン」嗜 好 性 白血球 ハ 顯 著 轟 増 加 シテ
、

34・6勿 、 中性 嗜 好 性 白 斑球 ハ前 回 二比 シテ増 加

ノ度 低 シ.

斯 ノ姻 へ ㌦ オ ジ ンJ嗜 好 性 白血球 バー 時的 増

加 テ示 セ ルモ、気 胸2日B轟 於 テハ 全 ク消禮 シ、

4日Hヨ リ 再現 シテ7日 目 二 毛 ル モ 爾 其 増 多

r24・6%r27・6% 、14.5%♪ ノ、蒙塵i緬セ リa前 そ麦2

回 ノ人 工 気 胸 ヲ通 ジテ、 血液 中 ドェ オ ジ ン」嗜 好

性 白血 球 ノ態 度 テ見 ル ニ、肋 膜 腔液 中 該 白血 球

}曾多 ニ 一致 セ ル 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ノ増 多

症 テ示 サ ズ シ乳 血 中該 白血 球 ノ百分 率 ノ最 高

ハ4・0%ナ ル ニ過 ギ ズ
。

第19表i

之 二反 シテi血 液 中 中 種 嗜 好 性 白 血球 ハ、 肋膜

膣 液 中 ノ該 白 血 球 ノ浩長 ト略 ζンド行 的 関 係 ヲ有

スル モ ノ ノ如 シ。

肋 膜 膣 液 ノ化 輿 的 牲 歌 殊 ニ リバ ル タ氏反 鷹 、 蛋

白 量 蚊:二比 重 ハ 、 細 胞 所 見殊 二 中性 嗜 好 性 白血

球 ノ消 長 ト相'iミ行 スル モ ノ ノ如 シC

症 例2■ ■■■1(男)、27歳 診 断 、慢性腎臓 炎)0

既往症 特記ス ベキ コ トナ シ。

現在症 　聾格大、榮養 可良、 全身 二 軽 度 ノ浮腫 アサ

テ、雨肋膜腔 内 轟軽 度 ノ漏 出液潴溜 ヲ誇 明.尿 ノ蛋白

吊∵・全尿 トシテ4。5%、 赤血球 、 白血球 競二少許 ノ圓

聴 ヲ誇i明メ.血 騰 ハ最 高160、 心臓 ハ稽ほ 両側 二振大

ス.胸 部 ハ打診上繭胸背下部 短、聴診 スル轟少許 ノ乾

性爆音 ア リc胸 部 ノ㌧ 」線爲 虞所 見 ドシテ ハ、肺門部

陰影 ノ輕微増加 ノ外 ハ認 ムベキ攣 化ナ シaピ ルケー底

反癒 ハ弱陽性、 血液 ノ瀧 降速度 ハ1時 間牛均値1ユ.

気 胸 経 過 概 要 氣 胸 農 前 ノ肋 膜 腔 液 ノ・、 ソ ノ外

観 無 色 透 明 ニ シテ、 リバ ノ・タ氏 反 癒 陰 性 、 繊維

素 凝 塊 形 成 ナ ク、 細 胞 数 ハ98(cm)、 主Dテ

内接 細 胞 ヨ リ成 り、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ハ

之 ヲ認 メ ズ。 ・

第1同 気 胸 ト シテ、 犠 氣200ec送 人t気 胸 後24

時 間 ニ シテ氣 胸側 轟納 支激 シキ胸 痛 デ訴 へ、 爽

熱38度 二 股 ビi血 液 白血 球 歎 ハ17000達 ス。

叢 熱 鼓 二胸 痛 ハ約1日 ニ シ テ浩槌 ス。 氣 胸 後3

日 目及 ビ7日 日 二試 験 的 穿 刺 ヲ行 フr肋 膜 膵液

殊 二3日 目 ノモ ノハt淡 黄 色淡 膿 腫 ニ シテs細,

ネ フロ・一橋 ノ起工薫陶 二於 ケル肋膜腔液 ノ細胞 學的性駄
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第20表 　 妹 フ ロー ゼ」ノ 入r.氣 胸 二於 ク ル 肋 膜腔 液 ノ化 學 的 牲 状

鞭/探騨 舶 刷
一.」____∴.。_。 「

前!直 前7/V

　 i6時 問 目i　 7/V　 輕 薇 漏 濁

第i了 朗 ,

11≧亘臼i卵

画i軸1
・3/V

　 口 日目　 　　 　　　14/V

讐壕ll{癖
同吟ll膿

　　　　 繊維素外　　襯
　　　　 凝　塊

;水塵 塑 にゴ

卜翫「布 專礪 濁 レ_〉

{郷111/V
一隆 標 遡
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、
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　 　 ノ

　 　 　 　 7.4　 　1{,17

　 　 　 　 7。6　 　1014

て 隆〉-7.810笠2

　、一 ジ　　7。8　　1(》13

　 　 　 　 　 　 　 1015
i-…-nv　　 　 　 　 　 　 1012

　 　 　 　 　 　 　 1017

　 　 　 　 　 　 　 1017

　 　 　 　 　 　 　 1012

pH・ 比 　 重

。_⊥

8.0 、
-

7:　r,　'　H'

薇 濁 血 性1ぐ 十)…薇 濁 証雁 「祥y

蕾色 循}劉 聡 丁7.8

　 　 　 　 　 　 　 7.4

　 　 　 　 　 　 　 7.5
-一一 一一■ …一… 一一1-一 一

　 　 　 　 　 　 　 7.5

　 　 　 　 　 　 　 7.5

義雛 郷F㌦ill}:鰍
・(一)
一　羅

、

　 ぐ干)

　 手♪

∫ ゴ

ー∫一 乏

.∫±)

　 〆±≧

1.・++〉

、 ぐ彬
　　 　　　　 　

　 〈±)

023

0。51

077

0.52

{}.23

028

{}.67

(1.22

{}.77

0,77

0.22

0,132　 　 0。644

0。0∂3　 　　0.608

《}.1()6　　　0.599

`1.131　 　　0.589　 、

(}」5で㌧{聯

{}.119

{},193

0.182

{}・1661

0.ユ63

0。15↓

(L57il

。.558{舐49.71

0.550　 　　55　 42

1;:論一響
O.612　 1　 67.{1{馨

幾 　 佛

窒 素ilI
m91・ 彗

45.71

60.OO

62.10

塾i。57

54.38

4⇔o{1

第21表 　 「ネ フ ロー ゼ」ノi＼L氣 胸 二於 ケ ル血液 白 血球 像、 瞬 温 、 版 搏 鼓 二呼 吸

胞 数 ハ23000、 主 ト シテ中性 嗜 好 性 白fftt球182.0　 　 細 胞 撒 ハ著 シ ク減 少 シテ3300、 中性 嗜 好性 白血

%)ユ シテ、 ・一エ オ ジ ン」嗜 好 性 ハ5,{肱 工 過 ギ　 　 球 ハ全 〃消 禮srエ オ ジ ン」嗜 好牲 白Kl1球ハ 前回

礼7　 H　H-ra於 ケ ル穿 刺 液 ノ・輕 度 潤 濁 テ呈 シ、　 穿 刺液 二比 シテ更 二塘 加 シ16.o%ト ナル.

　　 　　　 　　 　　 第22表 　慢性腎臓炎 ノ'dl氣 胸 ∴於 ケル肋膜腔液 ノ細胞學的性状

氣

　 前1　　i直　　再il　　　　g8　　(

胸探糟 講 ㌫ 瀦 雛 豪糊ll騎 轟血

後
　　 7日 目

I　 　 o-L

3　日 目箋230(X}　 1.()i81.082。O
　 　 の　　サ　ミ　　　　　 　　

3300　 0!010

　　　Oμor(}」'」 …置 唖)58・5』 墨 土
o}5・()　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔》、0.9　7.oi　4.0　 1.1iY十十)　 　 　 　 　 (,　　0　 　　{》{5・{)

「y裕b㌔ 　 o　 o廊0「 齎 蕊.b肝b;τb「 丁　;存)

o

以 上 ヲ 要約 ス ル ニ、 既 往 症 拉 二現 在症 二於 テ結

桝 嫉 患 ∴罹 患 セ ザ ル 称 フ ・一 噂 立歳二慢 性 腎

臓 炎 ノ 入"[tsmu胸二於 テ、 ソ ノF,度 肺 結 核 ノ氣 胸

時 轟比 シ 高 度 ナ ラザル モ、 肋膜 腔液 轟 「エ オ ジ

ン。嗜 好 性 白 血球 増 多 子 惹 起 セ シメ 得 ル ノ確 實

ナ リ.

且 斯 カル時期 二於 テ モ、 血液 二該 白 血球 塒 多 ヲ

認 メ ザル へ 上 述 ノ各症 例 ト ・致 ス.
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第4節 乾性並 二滲 出性肋膜 炎 ノ人工氣胸

滲 出液 中 二確 實 二結 核 菌 テ誼 明 シ得 タル 、 結 核

性 乾 性 肋 膜 炎2例 、 滲 出性 肋膜 炎7例 、 合 計9

例 ノ肋 膜 炎患 者 三蔵 テ1人 工 室 氣 氣 胸 ラ施 シw

ソ ノ滲 出液 細 胞 ノ所 見殊 轟 「エ オ ジ ンJ嗜 好 性 白

血球 ノ清 長 二就 テ追:求 セ リ.

第1項 乾 性 肋膜 炎 ノ人 工 気 胸

舷 三 顧躰:上乾 性 肋 膜 炎 ト診 断 シ得 ベ キ2例 ノ患

者 ヲ選 ピ、 人 工 空 気 気 胸 ヲ施 セ リe

症例1■r男)i21歳.

既往症 結核性疾 患 ヲ縄過 セズc

現在症 留格大、榮養 可良、胸部 ハ打診上庄後胸 下部

ハ短、聴診 上左 側全胸部 二肋膜摩擦音 ヲ聴取、嚥 音 ナ

シ。「レ」線窟眞 二 三ル 台 左胸部 ハ薄 シキ陰影 ヲ以 テ

蔽 ハ レ、 肺門部陰影殊 二左側 ハ腫大 セ〃モ、肺臓部 轟

ハ結核 性病璽 ノ陰影 ヲ認 メ ズ0左 側肋膜 穿刺 ノ・陰性。

赤血球沈降速 度 ハ1時 間 李均債47.O。 ヒル ケー氏反

懸 ハ強陽性、

初診時 謝り約1ヶ 月間終 過 ヲ識察 セ ノレモ、肋膜摩擦音

消極 セ ズ、滲 出液 ノ潴 溜モ認 メズ.

症 例2■0男 、、18歳.

既1往症 特記ス ベキ事 ナ シ、

現 在症 器格大、榮養"∫良ca約2週 間前右側胸痛館 畿

登熟 ヲ以 テ腰病ヌ。胸部 ハ打診 上右側胸 背下部 ハ短、

第23表

横隔膜 ノ呼 吸性移動2横 指 、聴診 上右側胸部 二肋膜摩

擦音 ヲ聴取、 麟音 ナ ヴ。 『レ2線検査 ニ ヨvバ 、肺門部

陰影 ノ増強 ノ外ハ、肺籐 部rハ 陰影 ヲ謹 明主 ズ。肋膜

穿刺 ハ陰性 ナ リシモ、立位 ニテ横 隔膜肋骨寝 ヲ穿刺セ

ルニ、淡血性 強度潤濁 セル滲 出液 ヲ得 タ リ。 ピルヶ一

底反慮強陽性。

登病 ヨリ約1ケ 月間観察 セルモ、肋 膜摩 擦音増強スル

ノ ミナ 緋a滲 出液 ハ瀦 溜 シ來 ラ ズゆ

気 胸経 過 概 要 第1例 へ 第1同 気 胸 ト シテ空

気200ee逡 入 、 ザレ」線 透 覗 ニ ヨ リ滲 出 液 ノ潴 溜

テ認 メ ズ。 第2同 ヨ リ 第4同 氣胸 マ デ ハ 空氣

300乃 至400ce宛 注 入。 肋膜 蜜 滲 出液 ノ・第2回

氣 胸 時 ヨ リ之 テ誇 明 ス.潴 溜 量 ハ、 横 隔膜 肋 骨

賓 ノ3分 ノ1容 積 テ占 メ タル ニ過 ギ ズ。 第2例

ハ 、 唯1同 ノ ミ人 工 氣 胸 テ施 セ ル モ ノニ シテ
t

注 入空 気300cc。 氣 胸 施 術 後 「レ」線 透 親 三 碧リ

微 量 ノ肋膜 竃 滲 出 液4讃 明 シ、1週 間 後 二於 テ

モ之 ヲ穿 刺 シ得 タ リv

鎌 上 ノ成績 ヲ綜 合 ス ル 轟i鶴 林 上 肺 結 核 病 躯 テ

認 メザ ル結 核 韓 乾 性 肋 膜 炎 二於 テモ、 人 工 気胸

三 碧 リ「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血球 テ細 胞 ノ主 成分

トスル滲 出 液 ヲ嚢 現 セ シメ得 ルノ、明確 ナ リ。且

乾性肋膜 炎 ノ人工気胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ細胞學 的性 状(症 例1穿

採取時期

一一 サ

塵{

i

l
{

外 観 紳胞敷
9匿 .

害離 塁 工轡 嗜雛 節劇1肥 鰍 蝋

髄 鰍 牌 轍4薬 罐 綴 絶緊 縛%・{曳)1球

内被舗 舳
細胞

羅 叢1;撫鞘 嘉講
037.↓1.316.7、11。710

　 　 し 　 ヒ 　　 ミ　　　 く

.一9.71禦 ・;廷隻7 .7・010

0;45.5i20…13.5瓢d一 一す

i

2.3

9。0

気骨卜)

(+)

(十
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/註)滲 出液 中二結核菌陽性

乾性肋膜 炎 ノ人工氣胸 二於ケル血 液 白血球所見 症例1,

採血時期

劉.
気 胸 直 前18340

第1同 薫陶5600

第2同 敏腕15伽

第3同 気胸L卸60

第4回 気胸i6200

中性嗜好性白血球(%)

瞬 分 葉 牌 藪{2葉P葉;総 藪,

議羅熱 熱薗
5.052馨0157.02.002.0

工才蝉 榊 血鯛 糎器 騰
易縮 器鴇

9ρ ノ

δ

1。5

0

0.5

0

2315

4215

甑6…蕗=b

39。0

4.5

7.6

5.0

2.0
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第25表 乾性肋膜炎 ノ人 工氣胸 二於 ケ〃肋膜膿液 ノ細胞學 的性状(症 例2ノ

採取時期 外 観

濁

僅

僅血

控

性

淡

腹

膜

膿

前胸氣

氣
胸
後

量
器礁

欝欝欝轟 鷲諜 ㍊鞘 蕪1騎1蛮
192・・[至r}6・86・画 一〇μ 1 -0_0.、?二 ㌍9禦6;・ 垂i響・1≒9R1三4,輿)

離 漿署撫難羅難1謹書峰
『註)

該 白血球 増 多 ノ程 度 ハ、 肺 結 核 患 者 二於 ケル場

合 二匹 敵 ス0

第2項 滲 出性 肋 膜 炎 ノ人 工 気 胸

滲 出 液 中 二結 核 菌 ラ確 實 二謹 明 シ、 滲 出 液 ノ排

除 拉 二気 胸施 術 二線 リ、 肺 結 核病 漿 ヲ認 メザル

滲 出性 肋膜 炎7例 二就 テ観 察 セ リ。 而 シテ、 滲

出性 肋膜 炎 中i人 工 気 胸 二嫁 リ「エ オ ジ ン」嗜 好

性 白血 球 ノ比 較 的 多激 獲 現 ス ル モ ノ ト、 該 白血

球 ラ滲 出液 申 二説 明 シ得 ルモt真 数 極 メ テ少 数

ニ シテ、 該 白血 球 ノ増 多 ト構 シ得 ザ ル モ ノ トア

ル テ以 テs弦 二 つ レラ2分 シテ記 載 ス ル コ ト ト

セ リ。

第26表

滲出液 中二結核菌 陽性

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 檜 多 テ認 メ タル症例

症 例1■(男.、21歳.

螢病 ハ10日 前 、 胸 部 ハ打 診 上 右 後 脚 下部 二 軽 度 ノ濁

音 ア リテ 、試 験 的 穿 刺 ニ ヨ リ淡 黄色 微 濁 ノ滲 出液 ヲ得

タ リ、 初診 時 ノ蛮 熱 ハ最 高38度 、 胸痛 ナ シ昏 ピル ケ

ー 氏 反 磨 ハ 強 陽 性 、 氣 胸 直前 滲 出 液 ヲ排 除300cc、 濁

音消 失 メ.気 胸30Qcc、 肺 臓 ハ軽 度 二 縮 小 、 横 隔 膜 面

二膜 状 癒 着 ヲ認 ムO第1回 滲 出液 排 除謹 呈 第1同 氣 胸

後 ハ、 滲 出 液 ヲ排 除 ス ル コ ト5同 、300乃 至500c¢ 宛 、

氣 胸 ヲ行 フ コ ト4同 、 注 入 空 薫 慨300乃 至500¢ ぐ宛c

滲 出 液 ノ潴 溜 ハ急 速 ナ リ.

症 例2■(女 、30議.

獲 病 ハ6日 前、胸部 ハ打診上 右後脚 ト部 轟輕度 ノ濁音

滲出性肋膜 炎 ノ人工氣胸 二於 クル滲 出液 ノ細胞 學的性欺(症 例1

魏器藩翻 「1鑛:濡;悪!等i雫i箸藷i霜露融喜鷺辮第3回 氣胸 薯

離離灘 蕪;蔀[驚 慕1耕11幕 瓢 齋黎 ごll

探剛 外綴噸 購瓢談叢 器 姦購1麟

舞翻 屡響蠣 一器1繍 ÷書論 響 盆li畿鷺∴3
第2同 氣胸i

不 完

ゑ 細 亦

球

%ノi

l.0・ 相1ン

5.06仕 り

O.8・ 冊 ♪

3。7(+D

4、3/十 十

第27表

註)滲 出液中二結核菌陽性

滲出性肋膜 炎 ノ人工気胸 二於 クル血液 白血球所見(症 例1

採血時期

気 胸 前

簾1同 氣胸

第2回 氣胸

白蝶 讐 讐球総 務 　 鷺!縢 鰯 騰
0.54860``一 ～…6:a

76604.0

第3同 氣胸

第4同 氣胸

5絃 胸

5860

5500

6510

「 玄6

7.545。0

4,550.0

2.556.5

2.572.0

71、0
一一 一一一一ドー 一 一 ト ー一

76.0

52.5
}　 一 一

54.5

59。0

1.0{闇…℃汚 行… 誼

2。0

3.0
"1一一一一一一 一

74.5LO

3葉
"

ρ

0

鱗
a
、

_9
0

轍

0,5

1。0

1.0
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3.0

1。0

li

%ノ1%…(多)
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笛28表 滲 出性肋膜炎 ノ人1氣 胸 二於 ケ ル滲 出液 ノ細胞學 的性状(症 例2)

贈品響懸盤 難講1整翻
氣3日 目 黄 曾 潤 濁。 〔略91・ ・55・055」Oa一 望0・6…0一 ぜ7・ 凹1願 ≦ 」鍾 』 製i皇1
胸6日 目1黄 色 潤 濁5730iO11.211、2024。82、00026.85・240・ ‡12・2↓ ・00.21(十)

後9日 鼠 黄 色 徽 濁345005
.05.0030」2,50.1032.73、54ス 。513.000吋 ♪1(十、

註.滲 出液 中ふ結核菌陽性

ア サテ、試験 的穿刺 誤 射 淡 黄色微濁 ・滲 出液 ヲ得4Sオ ジ ン1嗜 好 性 白血 球 檜 多 テ毒忌メザ ル症例

ゆa初 診時 ノ興熱 ハ37度2分 、軽微 ノ有側胸痛 ヲ訴

フ拶

滲 出液 ヲ排除 セ ズシテ、 尺Il薫 陶300cc行 フ.氣 胸後

3日 目二於 ケル胸部 所 見ハ、濁音界 ノ最上部 ノ・肩押掛

下角部 、肺臓 ハヂレi線透 視 ニ ヨ'し二、胸 廓1壁ヨ リ約2

横詣 ヘ ダタル部位 二位r氣 胸後6H目 鼓 二9日 目 ノ

胸部所 見 ハ上述 ト略 く同一 ナ リ、

上 述 ノ成 績 テ要約 ス ルニ 、ぺ £氣 胸 施 術 二嫁 リ、

滲 出液 中 細胞 ノ所 見 ト シテ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性

白血 球 塘 多 テ蕨 現 シ得 ル ハ 明 白 ナ リ。・而 シテ、

該 白血 球 増 多 ノ程 度 ハ、 肺結 核 ノ場 合 二比 シテ

遙 カニ{姪 ク、 腎 臓 サ茜患 ・者 ノ場 合 二・方奏ケル ト略{

同程度 ナ リ.

第29表 二掲 ゲ タル滲 出 性 肋 膜 炎5例 ハ 、 「エ オ

ジ ン」嗜好 性 白血 球 増 多'}認 メ タル 前2症 例 ト

略 文同 一・様 式 ニ テ 人 「気 胸 テ 施 セ ル ニモ拘 ラ

ズ、 氣胸 施 術 後 二於 ケル滲 出液 ノ「エ オ ジ ン偏

好 性 白1飢球 ノ最 高 百 分 傘 ハ1。3%ニ シテ、 氣 胸

飾 ノ夫 レ(0%!二 比 シテ士曾加 セ ルモ ノノ 如 キ感

アル モ
、 之 テ以 テ該 白血 球 増 多 ト断 定 スル ノ、早

計 ナ リ。 症 例 山 田 ・如 キ ハ、 氣 腕 前 蚊 二後 二於

テ モ096ナ リ キ礎

而 シテ、 叡5例 二 於 テ 氣 胸 後 二 滲 出 液 二fエ す

ジ ン」嗜 好 性 白 血 球 壇 多 テ 惹 起 セ シ メ得 ザ ル理

由 ヲ探 索 ヘル 汽 輔 例 ハ総1ぐ テ爽 病 後2週11

以 降 ノ モ ノ轟:.テ 、 淋 巴球 テ以 テ細 胞 ノ主 成分

第29表 滲出性肋膜 炎 ノ人L敏 腕 二於ケ ル滲 出液 ノ細胞學 的性状

,,エ オ ジンJ嗜好性 白血球墳 多 ヲ認 メザル症例)

ヨ

細胞撒氏 名
… 採取時 期 q胆 メ

i

/氣 腕 前5370

氣胸 後1B目5570

■ 廟 後疽 日・537・

鰯 醐 干物 蟹 鵬 の 器麟 巴離 辮 鰍

馳 讐 翻 騨2葉3葉4漿 躍 繊'続%樺 ぐ%典

中性 嗜 好

02ρ2aO』1ジ(:「 一〇

06。66.0

球

らL_
0て 紛

　　 　　　　

00・20・00で)・2076 ・615・8・
.」)0・8(柵)

00・20・00
10・20、276.89。4{6ρ 碕(柵)

聾ll欝欝¥1雛 鞭 奪

撚 翌葺 撫 讐li讐薫
0:0・7100・710 、392.05。001.7謝)
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OiOO10つ ・93・02 。3{0蕊{て 榊)
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oiOOOつ 槻.57.5{04 。α(帯)

000 、0・20・2:73.010噸QO.48.6(十Hう

00…}r690.6… 翻7㌃4隔 ㎜t1、

.氣胸 後4日 目5070

1氣胸 後
一6日 量 ↓8700

■1氣 胸 前 …23700
薫 陶

■ 箆 廻薫陶

後 、4860

氣 腕 前1730

39000、70.7

第2同 気 胸305010.310.3ロ 　

第3回 気 胸:2750

■ 氣敏
一

■.靴 胸 煎
気 胸 後

丑

O

…0

す

δ

…

・

一

。

012.812.81

010.410。4

6.76.7

0.20.2

00
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0

01

0101

001

010
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ト シ,中 腫 嗜 好 性 白血球 ハ2%以 下 ナル 時期 即

チ結 核 種 肋膜 病攣 ノ定 型 的 ナ ル時期 二達 シタル

ガ故 ナ リ ト判 定 セ ザ,Lチ 得 ズ。　rエ オ ジ ン」嗜 好

性 白血球 増 多 ヲ惹 起 セ シ メ得 タ,t前2症 例 ハ 、

兵 二爽病 後10日 前 ナ リシ ヲ 見 レバ、 斯 ク判 定

スル モ理 ナ シ トセザ ルベ シ心

　 　 　 　 　 　 第3項 本 節1　4s括

滲 幽液 中 論結 核 菌 テ確 實 二誇 明 シ得 タル 、 乾牲

拉 轟滲 出性 肋膜 炎 二人 工 氣 胸 ラ施 シタル場 合二

於 テ モ、滲 畠液 ノ細 胞 所 見 トシテ、 ダェ オ ジ 物

嗜 好 性 自 血球 増 多 ザ 惹 起 セ シメ 得 ルハ確 實 ナ

リ.該 臼 媛且球 増 多 ノ程 度 ハ 、 乾牲 肋 膜 炎 二 於 テ

高 ク駐肺 結 核 ノ氣 胸 時 リ ミレニ 匹敵 シ、滲 患牲

肋 膜 炎 二於 テハ其 度遙 ヵ 二低 へ 淋 巴球 テ滲 出

液 ノ宅 要細 胞 成 分 ト爲 ス如 キ定 型的 結 核 種 病 攣

ラ 鵠 人ル滲 出韓 肋 膜 炎 二於 テハ エ オ ジ 勤 嗜 好

性 削 位球 塘 多 ヲ惹 超 セ シ メ得 ザ ・レモ ノ ノ如 シ.

斯 ノ姐 キ滲 出液 中 「エ オ ジ ン」嗜 好 牲 白 血球 増 多

へ 必 ズ シモ1紅液 中 該 白血 球 増 多 ラ随 律 セ ズ シ

テ、 肺 臓 ノ縮 小 度 トモ無 關 係 ナ リ難

第5節 奉章 ノ総括

人11氣 胸施 術 時 二出 現7・ル肋膜 寳滲 出液 ハ、1エ

オジ 拘 嗜 好 腫 白血 球 増 多蛇 二 結 核 菌陰 牲 ナル

ラ以 テ特徴 ト スル ハ、第1編 、 第2編 及 ビ叡編

轟於 テ掲 ゲ タル 成 績 ニ ヨ リテ 明 白 ナ リ。 而 シ

テ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 離 求増 多 ノ横 轄 二關 シ

テ ハ、 爾 未 グ不 明 蕊 シテ、 該 機 轄 ノ究 明 二努 カ

セル モ ノハ 專 ラ動 物 實 験 テ以 テ セ ル チ以 テ、 本

目的 轟適 合 セ ルモ ノ ト謂 フベ ヵ ラ ズ.弦 二於 テ

余 へ 專 ラ人禮 實 験 テ行 ヒ、 該 機韓 究 明 ノー 助

タ ラ シメ ン ト欲 セ リ。

即 チ、 肺 結 核 ノ人 工塞 氣 氣 胴 時 轟 崩 現 スル肋 膜

賓 滲 繊 液 ノ「エ ォ ジ ン」嗜 好 牲 白Itl1球増 多 へ 酸

素 瓦欺 炭酸 瓦斯 蛇 二窒 素 瓦 斯 氣 胸 二於 テモ 、

換 言 スル ニ、氣 胸 轟使 用 ス ル瓦斯 ノ種 類 ノ如 何

ヲ問 ハ ズ、 如佃 ア ル瓦斯 ヲ以 テ氣 胸 ヲ行 フ場 合

二於 テモ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白1飢球 ヲ細 胞 ノ主

成 分5ス ル肋 膜1霞滲 出掌夜テ護}見セ シメ得 。

而 シテ、 該 白血 球 増 多 へ 肺 結 核 軌 二 肺 門 結核

ノ氣 胸時 ノ外 二、 肺 臓 鎧 二 肋膜 二結 核 性病 攣 ヲ

讃 明 シ得 ザ ル健 膿 人 ノ氣胸 二 於 テ モ、嚢 現 可能

ナ リ.

他 方 、 肺臓 二結核 種 病 攣 ヲ認 メザ ル モ、 肋 膜 組

織 ガ漏 鵠現 象 テ 皐 セ ル腎 臓 病 患 者 ノ入 丁氣 胸 ∴

於 テ モ、 爾 且「エ't一ジ ンJ嗜 好 性 白 血球 壇 多 テ 惹

起 セ シ メ得 タ レ.コ ノ場 合 二 於 ケ ル 該 白 血 球

増 多 ノ程 度 へ 肺 結 核 、 肺 排結 核 並 二健 康 入 ノ

場 合 二比 シ、 其 変鞘 丸低 シ雛 然 ラバ、 肺 臓 二明

ヵ二結 核 性 病 攣 ラ認 メ ザ ル結 核 棚 力膜 炎 二於 テ

ハ 如何 ト云 フ轟
、 り 場 合 二 於 テハ 、 比 較 的 重

篤 ナ ラザ ル阜ζ牲 肋 膜 炎 轟 於 テハ、 肺 結 核 、 肺 門

結 核 蛇 二健 康 入 ノ場 合 ユ 匹敵 ス 瓦程 疲 ノ高 度 ノ

吐 才 ジ ン」嗜 好 杜 白1侮球 増 名 呼惹 起 セ シ メ得 ル

モ、 乾牲 肋膜 炎 轟 比 シ重 篤 ナ ル結 核 牲 病 攣 ノ進

行 シツ ・アル滲 出 牲 肋膜 炎 二於 テハ、 礎 病 ノ早

期 ∴氣 胸 ヲ 施 セ ル 場 合 二限 リ、滲 出液 中 轟「エ

オ ジ 」」嗜 好 牲 白 血.球増 多 ラ惹 遣 セ シ メ得 タ リ,,

翻け 、 定 型 的 結 核 赫i病愛 ノ欺 テ呈 セル淋 巴球 増

多 ノ時 期 二於 テ ハ、 弦 二瓦 斯 ナ ル刺 戟 ヲ與 フル

モ、9エ オ ジ ン」嗜 好 種 削li1球 ラ惹 起 セ シメ得 ズ、、

上 述 ノ實 験 成 績 壁綜 合 ヘル ユ、 瓦漸 ノ如刺 ラ間

ノ・ノ且 叉肺 臓 及 ビ肋 膜 二結 核 性 滲 出牲 攣 化 並 二

漏 出性 病攣 ノ有 無 二全 ク無 閣係 へ 氣胸 ヲ施 シ

タル場 合 談ハ 、 玄玄轟fエ オ ジ ン」嗜 好 牲 白 血 球 ラ

細 胞 ノ主 成分 ト 人ル滲 漏 液 テ獲 現 セ シ メ得 ル ・・

明 白 ナ リ窃 而 シテ、 淋 巴 球 テ細 胞 ノ主 要部 分 ト

スル如 キ 重篤 且 定 型 的結 核 性 病 攣 ノ肋膜 親 織 二

進 行 中 ナ ル場 合 二 限 リ、 ニェ オ ジ エ.嬉好 腫 白 血

球 増 多 テ惹 起 セ シメ得 ズ.

第7章 　考　按

肺臓、肋膜並 二其他二病燈 ラ認メザル健康 尺ノ 肋 膜 膣 二少 母 ノ液 ノ存 在 スル 痔 ・・、 出 捧、 岸
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本 、 高橋 、 経 田、 長 谷 州 、 小川 、 畠山 、 古 川 、

野 田 、 田 中、 島 田、 大 久保 、 武谷 等 ノ諸 氏 ノ綿

密 ナ ル研 究 二嫁 リ、 確 實 二諺 明 セ ラ レタ リ。

然 ラバ、 肺結 核 拉 二肺 門 結 核 二於 テモ、 生 理 的

二肋 膜 腔 内 二健 康 人 肋膜 腔液 二相 當 スベ キ液 ノ

存 在 スル事 ハ、 想像 二難 カ ラズ。

ソ ノ誇 左 ト シテ、 畠山 氏 ハ肺 結 核 患 者5例 二就

テ肋膜 穿 刺 テ行 ヒ、 肋 膜 腔 液 ヲ探 取 セ リ。 余 モ

亦 、10例 ノ肺 門 結 核 患 者 二 於 テ、立 位 ニ テ横 隔

膜 肋 骨 賓 ヲi穿刺 シ、 確i實 二10例 トモ2c"内 外

ノ淡 黄 色 微 濁 ノ肋膜 腔 液 探 取 二成 功 セ リ。

斯 ノ如 ク、 余 及 ビ畠 山氏 ノ成 績 ヨ リ シテ、 肺 結

核 ノ肋 膜 腔 ニ ハ、 生 理 的 二少 許 ノ液 ノ存 在 スル

事 ハ明 白 ナ リ.

從 ツ テ、 入工 氣 胸施 術 時 二出 現 スル所 謂 肋膜 蜜

滲 出液 ・・、 斯 ノ如 ク生 理 的 二存 在 セル 肋膜 腔液

ノ横 隔 膜 肋 骨 寳瀦 溜 轟外 ナ ラザ ル ベ カ ラズ。 ソ

ノ確 實 ナ ル諦 左 ト シテ、 第1同 氣 胸 直後 二穿 刺

シ得 タル肋 膜 竃 滲 出 液 ノ細 胞 學 的 、 化 學 的 蛇 二

細 菌 學 的 権}伏へ 氣 胸 直 前 二穿 刺 シ得 タル肋膜

腔 液 ノ夫 レニ全 ク近 似 セル テ以 テナ リ。

而 シテ、 氣 胸 直 前 二穿 刺 シ得 タル 液 ノ「エ オ ジ

ン」嗜 好 性 白血 球 ノ百 分 傘 ハ、最 高1.O%、/E均

値0.1%ニ シテ、 主 ト シテ 大 軍 核 性 細 胞 虹 二淋

巴球 ヲ細 胞 ノ主 要成 分 トナ ス ヲ以 テ、 肋 膜 寳滲

出液 刀 エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 増 多 へ 氣 胸 瓦

斯 ノ肋 膜 刺 戟 二糠 リテ 惹起 セ ラ レタル モ ノ ト謂

フベ 久 コ レテ確 讃 スル謹 左 ト シテi唯1回 ノ

ミ氣 胸 ヲ施 セ ル場 合 ノ肋 膜 賓 滲 出液 ノ細 胞 成 分

ノ清 長 、 殊 ・:・「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血球 ノ消 長e

塞 グ得 ベ ク、 爾 且 健 康 入 、 腎 臓 病 患 者 蚊 二結 核

性 肋 膜 炎 二於 テ モ、 該 白血 球 檜 多 ヲ惹起 セ シメ

得 ル事 テ暴 ゲ得 ベ シ.

斯 ノ如 キ肋 膜 賓滲 出液 バ ェ1}一ジ ン」嗜 好 牲 白血

球 増 多 ハ、 酸 素 、 炭 酸 瓦 斯 勉 ユ窒 素 瓦 斯 等 ノ如

へ 氣 胸 瓦斯 ノ如何 テ問 ハ ズ之 テ登 現 セ シメ得

ル モ ノニ シテ、 肺 臓 拉 二肋 膜 二結 核 性 病攣 ノ存

否 如何 テ間 ハ ズ、且 叉 腎 臓 病 患 者 二於 ケ ル如 久

肋 膜 ガ漏 出 現 象 ナ ル病 的 欺 態 轟 置 カ レ タル場 合

二 於 テ モ、 全 ク同 檬 二瓦 斯 ノ肋 膜 腕 内注 入 二櫨

リテ、 該 白 血球 増 多 ヲ惹起 セ シメ得 。

從 ツ テ、 一 部 ノ研 究 者 ノ設 ク如 ク、 人 工 氣 胸時

二出 現 スル 肋膜 密 滲 出 液 ノ「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白

血 球 檜 多 ハ、 結 核 牲 、 中 毒 姓 、 過敏 牲 ノ素 地 テ

必 要 トセザ ル ベ シ。

A.Pavie,　 P.　Hejevre,　 G.　Rossignol等 ハ該 白

血球 壇 多 ノ原 因 ハ、 肺 容 積 ノ愛 化 ト肺 血液 循墳

障 碍 二 由 ル肺 表面 ノ鯵 血 ナ リ トセ ル モ、 余 ノ人

艦 實 験 二檬 レバ、 必 ズ シモ斯 ク噺 定 セ ラルベ キ

モ ノニ・非 ズ ト思 考 セ ラル。 ソ ノ蓑登左 ト シテ、 該

白 血球 増 多 ハ 寧 ロ肺容 積 ノ縮 小 度 小 ナ ル氣胸 初

期 二 於 テ最 モ著 明 ニ シテ、 反 復 氣 胸 二櫨 リテ肺

臓 ノ極 度 二墜縮 セ ラ レタル氣 胸 晩 期 ユ於 テへ

却 テ該 白血球 増 多 ノ度 ハ著 シ ク低 下 セ ル事 蛇 二

定型 的 結 核 性 病 攣 ノ進 行 シツ ・ アル滲 出性肋 膜

炎 二於 テハ、 如何 二反 復 氣 胸 ラ施 スモ、滲 出液

中 二 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 増 多 ヲ惹 起 セ シメ

得 ザ ル黙 ラ曝 ゲ得 ベ シ。

滲 出液 中 二 「エ オ ジ ン」白血 球 増 多 テ惹 起 スベ キ

機 序 二就 テノ・、 今 日 ノ トつ ロ全 ク暇 読 ノ感 ラ脱

セザ ル モ ノ ノ 如 ク、 或 ル 時 ハ、 血液 ドェ オ ジノ

ブsリ ーJト 關 係 アル ト シ、Kabkaer　 et　Zentg-

uino鐸 ハ、「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ノ登生 地 ハ

肋 膜 組 織 ナ リ ト シ、Pontieaccioノ 、、肋 膜 腔 内該

白 血球 趨 化 性 物 質 ノ形 成 ラ想 定 シ、Antoniazzi

へ 全 身 的 蛇 二局 所 的 酸 素 訣 乏 ラ以 テ設 明 セ ン

トセル モ、未 ダ確 實 ナ ル 誇左 テ訣 クモ ノ ノ如 シ。

惟 フ ニ、 人 工 氣 胸 施 術 二嫁 リ爽 現 シ得 ル滲 出申

「エ オ ジ ンJ嗜好 姓 白 冠且球 檜 多 ハ
、 肋 膜 二封 スル

刺 載 ノ種 類 如何 ヲ問 ハ ズ、 肋 膜 ガ重 篤 ナ ル病 憂

二罹 患 シ居 ラサ ル限 リ、 輕 小 ナ ル刺 載 二糠 リテ

惹起 セ ラル ・モ ノ ノ如 シ。 帥 チ、 長 谷 川 氏 ノ激

動 後 二於 ケ ル 健 康 者 胸膣 液 ノ「エ オ ジ ノフ4リ

ー」二關 スル 業 績
、 上 田氏 ノ 所 謂 非結 核性 輕症

肋 膜 炎滲 出液 ノドエ オ ジ ノ フ曜リー 」二就 テ ノ研

究 、 余 ノ氣 胸 成 績 殊 二淋 巴 球 ラ細 胞 ノ主成 分 ト

ナ 入ガ如 キ定 型 的 結 核 性 肋膜 炎 二 於 ケル實 験成

績 ヨ リ シテ'滲 漏 液 中 二 「エ オ ジ ン」嗜 好 姓 白 血
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球増多 嬢 現二封 シテ汽 氣胸瓦斯 ノ如キ輕・1・

ナル刺戟 ト、肋膜ガ重篤ナル病痩二罹患 セザル

モ ノナ ル事 ノ2條 件 テ必 要 トナ スモ ノ ノ如 シ。

第8章 結 論

1♪ 肺結核蛇二肺門結核患者二人工空氣氣胸 テ

施セル場合二蕨現 スル肋膜賓滲出液 トハ、生理

的∴既存 セル肋膜腔液二外ナ ラズシテ、斯 カル

生理的肋膜腔液 ガ、人工氣胸二櫨 リ横隔膜肋骨

寳二瀦溜 セルモ ノナリ.

而 シへ 反復氣胸テ施 セル場合轟於 御 レ肋膜賓

滲出液初期二於テハ、其細胞學的性状、 リ。べ㌘

タ氏反癒、繊維素凝塊形成、蛋白量蚊二比重等

ノ化學的性駄 ヨリシテ、漏出液 トシテノ性賦 ヲ

具備 シ、肺結核蛇二肺門結核 ノ氣胸前 ノ生理的

肋膜腔液二近似 入。斯 ノ如キ所謂肋膜寳滲出液

へ 氣胸 テ反復纏績 スル場合ニへ 漸次滲出液

トシテノ細胞學的蛇二化學的性歌 テ完備 スルニ

至sレe

2)肋 膜賓滲出液ヘ ヂエオジン」嗜好性白血球

増多拉二結核菌陰性 テ以テ特徴 トシ、斯 カル該

白血球増多ハ、氣胸初期 二於 テ最モ顯薯ナ リ。

3♪ 反復氣胸施術時二於 ケル肋膜賓滲出液 ノ細

胞成分 ノ潰長ノ・、

氣胸初期 中性嗜好性白血球 ノ滲出期

氣胸早期rエ オジンj嗜好性白血球 ノ滲出期

氣胸中期 「エtジ ンtr嗜好性自血球拉二淋巴球

ノ滲出期

氣胸晩期 淋巴球拉二大軍核牲細胞 ノ滲出期

ノ4期 テ以 テ表現 シ得ベ シゆ

斯 カル細 胞 成 分 ノ浴 長 ハ 、 唯1同 ノE氣 胸y施

セ ル場 合 ノ夫 レ ト全 ク同 一 ナ リ。

4)肋 膜 寳 滲 出液 ノ「xオ ジ ン」嗜 好 性 白血球 増

多 ハ、 肺 門結 核 蛇 二 肺結 核 ノ室 氣 氣 胸 ノ場 合 ノ

ミナ ラ ズ、 酸 素、 炭 酸 瓦 斯 蚊 二窒 素 瓦 斯 氣 胸 二

於 テモ 惹起 セ シ メ得 。

且 肺 臓 蛇 二肋 膜 二結 核 性 病 攣 ノ現 存 セ ズ ト認 メ

ラルベ キ健 康 入 二室 氣 氣 胸 二 於 テ モ、 亦 肺 臓 蛇

二肋 膜 二結 核 性 病 慶 ノ現 存 セ ズ シテ、 漏 出 現 象

テ呈 セ ル腎 臓 病 患者 ノ空 氣 氣 胸 轟 於 テ モ、 將 來

結 核 性 乾性 蚊 二滲 出性 肋 膜 炎 ノ氣 胸 二於 テ モ、

滲 漏 液 ノ細 胞 所 見 ト シテ、 「エ オ ジ ンj嗜好 牲 白

血 球 増 多 ヲ叢 現 セ シメ得.

而 シテ、 滲 出性 肋 膜 炎 二於 テ ハ、 装 病 早期 轟氣

胸 ヲ施 セ ル場 合 ノ 芝、 該 白血 球 増 多 ラ惹起 セ シ

メ得 ル モ、 淋 巴球 テ細 胞 ノ主 要成 分 トスル重 篤

且 定 型 的 結 核 牲 病 墜 ノ進 行 シ ツ ・アル時期 二 於

テハ 、之 ザ惹 起 セ シ メ得 ズ。

從 ツ テ、 尺r氣 胸施 術 時 二 於 ケ ル 滲 漏液 中 ノ

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 糟 多 ノ癸 現 鵬 ハ、 ソ ノ

種 類 如何 テ問 ハ ズ瓦斯 ノ存 在 ヲ必 要 トシ、 肋膜

ガ重 篤 ナ ル病 楚 テ呈 シ居 ラザ ル づ ト壁 要 ス.

欄 筆 二臨 ミ、 終 始 御 懇 篤 ナ ル御 指 導 ト御校 閲 テ

賜 リ タル恩師 盤 谷 教 授 二 満腔 ノ謝 意 ラ捧 ク』 爾

種 々御 援 助 ヲ賜 タ リル轡 局諸 兄 二深 謝 ス.
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第1章 緒 言

入r氣 胸 施 術 時 轟tiS現 ス ル 肋 膜 窺 滲 出 液 ノ「エ

オ ジ ン」嗜 好 韓i白 血 球 上曾 多 症 ノ}幾 轄 二 閣 ソ、ル動

物 實 験 報1午 ハ 極 メ テ 少 敏 ニ シ テ、 僅 二Curzio,

Pontieaccio及 ビPavie,He3evreetRossigno1

等 ノ實 験 ヲ塞 ゲ得 ル ノ ミ。

而 シ テ 、 彼 等 ノ實 験 成 績 ハ 亙 ニ ー 到 セ ぐ シテ 、

Ponticaccio及 ピPavie,HejevreetRossignol

等 ・・、健 康 動 物 ノ 入 工氣 胸 二 於 テ、人 照 肋 膜 寵 滲

出 液 二 極 メ テ良 ク類 似 シ且 「エ オ ジ ン鰭 好 性 白

血 球 増 多 症 ヲ特 徴!・ 入 ル肋 膜 滲 出 液 壁 惹 起 セ シ

メ 得 ル ト シ、Curzio・ ・不 可 能 ナ リ ト結 論 セ リ,,

釦 チ、Pavie,HejevreetR◎ssignol/・ 、 健 康

家 兎 二 於 テiド ェ 才 ジ ン」嗜 好 性F舶L球 増』多 ・特

徴 ト ヘル肋 膜 滲 欝液 り生 ゼ シメ得 ル ト シ、 該 機

轄'・、 肺 容 積 ノ攣 化 ト肺 臓 皮 質 ノ血管 ノ礎 化 ニ

シテ、 結 核 種 、 過 敏 性及 ビ中 意 性 素 地 へ 何 等

之 二關 與 セ ズ ト結 論 セ ル 乱 實験 成 糸飽 詳 細 ナ

ル記 載 ナ ク、 ソ ノ結 論 ノ不確 實 ナ ノけ 想定 セ シ

ム 礁

Pontieaccioへ 肋膜 滲 出 液 ノrエ 才 ジ ン」嗜 好

性 白lfit球増 多 へ 特 種 細 菌 感 染 ノ結 果 二非 ズ シ

テ、1餅 夜該 白 血球 ナ曾 多 サ僻ミフ モ ノナ ル事 一i指摘

シ、 肺 膿 瘍 ノ 入r氣 胸 時 二於 テモ肺 結 核 ノ夫 レ

ト同機 肋 膜 滲 出液Strエe一 ジ ンー]嗜好 性 白血 球壇
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多症 テ誇 明 シ得 ル トセ リ.

Pontieaccioハ 更 二動 物 實験 二於 テ、 氣 胸 直後

未 穿滲 出液 チ見 ザ ル時 期 二、 漿膜 ノ表面 二 多蹴

ノ多核 性 細 胞 及 ビ好 酸1塗細 胞 一7見ル モ、 液 ノ滲

出 咽 時 二浩 失 ス ル事實 テ観察 シ、糸吉核 二於 テ

ハ肋膜 内 二好 酸 種 細 胞 増 多 誹惹 起 スベ キ物 質 ノ

形 成 セ ラ ル ・爲 ナ}レぱ シ トノ結 論 二到達 セ リ.

然 ルニ、Curzioへ 肋膜 ノ健 常 ナ ル動 物1TN　 Tl

氣 胸 二於 テハ、 白血 球 ノ肋膜 腔 内滲 出 ヲ認 メ タ

・レモ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 種 白1侮 求 ノ滲 出V惹 起 セ

シメ得 ズ トシ、 且 實験 動 物"旺液 ノ肋膜 腔 内荘 射

ノ前腿 置 ナ施 セ ル場 合 二於 テ モ、 將 叉馬 畑 青テ

以 テ感 作 セル場 合 二於 テ モ、更 二馬 血 清 再注 射

二依 リ著 明 ナ ル過 敏性 現 象 テ惹 起 セ ル場 合 二於

テモ、 人 工氣 胸施 術 二依 臥 肋 膜 腔 中 ニ ヂェ 君 ジ

ンS嗜 娚 生剛 曙1ノ 滲 飽 惹趣 シメ得 為 シ
、

Curzioハ 斯 ノ如 キ實 験 成 績 壁綜 合 シ、人 工 氣胸

時 工 出現 ス ル肋 膜 賓滲 出 液 ノヂェ オ ジン」嗜 好 璽1三

白血 球 檜 多 症 ハ、 軍純 ナ ル肋 膜 ノ刺 戟 、 漏 所 叉

ハ全 身的 過 敏 匪現 象 テ以 テ、 読 明 ス ベ キ モ ノニ

非 ズ シテ、特種 感 染 ノ結 果 ナ リ5結 論 シ、　Pavie,

Hejevre　 et　Rossiqnol/i溌 ヲ否 定 セ リ.

斯 ノ如 ク、 動 物 實験 成 績 ハ 、 徹 頭 徹 尾 距 反 封 ナ

ル現 況 二鑑 ミ、 余 ハ健 康 家 兎 二於 テ追 試 スル ト

共 二、 更 二肺 結 核 二罹 患 セ シ メタル家 兎、 結 核

牲 肋 膜 炎 二罹 患 セ シメ タル家 兎 二於 テ實 験 シ、

Ponticaccic及 ビPavie,　 Hejevre　 et　R◎ssiqnol

氏 等 ノ成 績 ニー 致 セサ ル結 果 ヲ生 シ、 且Curziひ

ノ成 績 トモー 致 ㎏ザ ル 結 果 テ得 タルバ爺以 テ、 舷

二之 ザ報 告 セ ン ト欲 入。

第2章 　實験材料虹二實験方法

第1節 　實験材料

實 鹸 動物 ト シテ、 雄 牲 白毛 時 二 黒 毛 家 兎 ニ シ

テ、騰 重2Jif前 後 ノモ ノテ選 揮 二、 實験 前5倍

Mant◎ux氏 液 一　:一テ結 核 感 染 ノ有 無 ヲ検 シ、 該

反慮 陰 性 ナ ル モ ノニ就 キ 正常 家 兎 ト シテ ノ實 験

ヲ施 行 ビリ.

第2節 實験方法

　 　 　 　 　 第1項 人 工 氣 胸 施 術

人 工氣 胸 施 術 ノ・.Grass式 人 工 氣 胸 装 置 ヲ以 テ

行 ヒ、1000倍 昇 張 ノkテ通 過 セ シメ タル室 氣 ヲ注

入 セ リ。 氣 胸 針 ト シテハ 、 家 兎 ノ皮 噛1ハ頗 ル揮

JJ"lt=一富 £強 靭 轟 シテ、　Saugmann氏 尖 鋭 針 ヲ

使 用 スル方 至便 ナ ル ノ感 アル モ、 該 針 エ テ ノ・往

々肺 臓 ヲ損 傷 シ.肋 膜 膣 中 二 出血 セ シ ムル鋏 鮎

アル テ以 テ、 鈍 多十ヲ4吏用 スル コ ト トセ リe湊 …氣

注 入 ノ部位 ト シテハ 、 右 乳 線 第5乃 至第8肋 間

テ選 ビ、 家 兎 ノ艦 位 ハ左 横 位 トシ、 穿 刺 部 位 ノ

毛 ハ豫 メ剃 リ、 沃 度 丁 幾 及 ビ「アル コー ル」ニ テ

局部 ヲ清 浮 トナ シ、 氣 胸 針 ヲ以 テ徐 々 二貫 通 シ

肋 膜 腔 中 二達 セ シム。 針端 肋膜 膣 二達 ス レ。泳

腿 計 二陰 継 環 レ液 面 ガ呼 吸 蓮 動 トー 致 シテ動 揺

スル ヲ待 ツ テ、 所 定 ノ空 氣 ヲ極 メ テ徐 々 二注 人

セリ.

　　　　　 第2項 肋膜腔液探取

肋膜腔液ハ極 メテ少量ナルヲ以テ、先ヅ荘射器

ニテ試験的穿刺ヲ行 ヒ、之ニテ充分ナル液量 呼

得ザル場合ニノ・、頸動脈 テ切断 シ翫血部死 セシ

メ、死後藪分以内轟胸壁轟小切開ヲ施 シ、胸腔

子開 キ液 ヲ探取 セリ.

　　　　　 第3項 　細胞學的検査

肋膜彫芝液 ノ細胞學的検査二際 シテハ、家兎 ノ肋

膜腔液 ハ繊維素含有量極 メテ多量ニシテ、液採

取後極 メテ短時間二凝固 ηしヲ以 テ、探取後先

ヅ以テ白血球計算用ザピペ,ト沖 二所要 ノ蔽 ザ

吸引 シ置キ、次二肋膜肱液 ノ1滴 ニテ塗抹標本

テ作 リ、或ハ探取後蔽二液 ヲ遠心沈澱 シ、沈渣

ノ1滴 ニテ塗抹標本 ヲ作 リ、上澄液ハ化學的検
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査 二使 用 セ リ。

細 胞 藪 ハ 、 白血 球 計 算 用rピ ペeト 」、Tark氏 液

及vBUrker氏 計 算盤 ニ テ算 定 セ リc

各種 細 胞 ノ百 分 牽 ノ算 定 ニ ハ マ イ・グ 九 阿 ン ワ

ル ド染 色 、 マ イ ・ギ ー ム サ重複 染 色 子 以 テ セ

リ。

　 　 　 　 　 　 第4項 化 學 的検 査

化 學 的 検 査 ハ総 タ績 維 素 ノ析 出充 分 ナ ル時 期 二

遠 心 沈 澱 シ、 其 上 澄 液 轟 就 テ行 ヒ タ リ.比 重 測

定 ノ、液 量 小 ナ ル タ メ、Hammerschlag氏 法 ニ

テ行 ヒ、Rivalta氏 反 慮 ハ、 内径3。6cm,深 サ

19cmニ テ上 方 ヨ リ200二 目 盛 セルMesscylin-

der二 水 道 水200cc及 ビ氷 酷 酸2滴 テ 入v混 和

シ、 液 面1cmノ 高 サ ヨ リ穿 刺 液 テ滴 下 シテ検

セ リepHハ 、 東 洋 水素 砺 オ ン」濃 度試 験 紙 ニ

テ算 定 セ リ。

蛋 白量 ハ、PuljVich氏 浸 漬 屈 折 計 及 ビReiss

ノ蛋 白量 表 ニ テ測 定 セ リ.

食麟 量 ハKorany-Rusznyak氏 法 、糖 量 ハHa-

gedorn-Jansen氏 法 、残 鹸 窒 素 ハKowarsky氏

法 ニ テ測 定 セ リ.

　 　 　 　 　 第5項 結 核 感 染 方 法

1/結 核 菌種 　 牛 型 菌 ヲ・選 ビ、 東京 帝 國 大 墨附

屡 傳 染 病 研 究 所 所 有 ノ 菌 種(傳 研 穂 ニ シ テ、

Petroff氏 培 養 器2週 間培 養 ノモ ノ

2ノ　 菌 量　 氣 管 内 感 染 ニ テ ハ1mg,血 行 感 染 ニ

テノ、O,1mgか

3)　 菌 浮 游 液 　 薗 ノ秤 量 ハ螺 旋 白 金 線、 細 菌秤

量 瓶 蛇 二腕 水 用 濾 紙 ヲ以 テ、 菌 苔 ヲ秤 量 、5%

行・炭酸 フk溶液 、Alkoh◎1,　 Aetherニ テi青浮 トナ

セ ル璃 堰 乳 鉢 ユ テ充 分 研 磨 シ、 生 理 的 食盤 水 ニ

テ、 夫kO。5　 ee中 二1mg及 ビ0.1mg含 有菌

液 テ作 ル。以 上 ノ操 作 ハ 完 全 二滅 菌 的 二行 ヘ リ。

4)人 工 氣 胸施 衡　 氣 胸 施 術 方 法 ハ 正常 家 兎二

於 ケ ル ト同 一・ナ ル方 法 テ以 テ シ、 氣 胸 施 術 ノ時

期 へ 氣管 内 感 染 、 血 行 感 染 後2週 目 ナ リ。

第3章 　實験成績

第 壌節　正常家兎肋膜膝液ノ性歌

本 實 瞼 二使 用 セ ル家 兎 ハ、 マ ン トー氏 反慮 陰 性

xシ テ、 正鴬 ト見 傲 シ得 ル 家 兎10弱 テ選 澤 セ

リ。

　 　 　 　 　 第1項 細 胞學 的 性 款

細 胞 藪(1cm)、 弦 二細 胞 薮 トへ 白 血球 拉 二組

織 細胞 ノ縮 和 ニ シテ、 赤 血球 ハ算 入 セ ザ ル モ ノ

ナ リ。家 兎10弱 　:於 ケル細 胞 藪 ノ李均 値 ハ1085

ニ シテ、 最 高1430、 最 低700テ 算 ス。

各 種 細胞 ノ百 分 卒

循 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球1以 下 鶴 「エ」ト略9

ハ、0%乃 至0.5%Aシ テ、李均 値O、1%ナ リ.

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血球(以 下 「エJト 略 勾 ハ、

0%乃 至0.1%ニ シテ、 李均 値 僅 カ ニ0、02%テ

算 スル ニ過 ギ ズ。該 白 血球 ハ低ザエ戸 リ梢 ㌃大 ニ

シテ.穎 粒 ハ粗 大 、マ イ・グ リ。一 ンワル ド染 色、

マ イ ・ギー ム サ重 複 染 色 ニ テ ハ 灰赤 色 二 染 色

ス。 肥 眸細 胞 ハ、 余 ノ検 査 例 二於 テ ハ之 子認 メ

ザ リ キ
　 　 　 Φ

淋 巴 球 ハ 、 大 多藪 ハ 小型 細 胞 ニ シテ、 原 形 質 二

乏 シキ カ或 ハ全 ク認 メ ラ レザ ル モ ノ多 シ。 核 質

ハ豊 富 ニ シテ、 「クロ マ チ ン」索 ハ粗 大 ナ リ。 淋

巴 球 ノ百 分 率 ハ、 最 高14.0%、 最 低9.5%ニ シ

テ、 卒 均 値11,　2%ナ リ。

大 輩 核 性 細 胞(組 織 細 胞)ハ.正 常 家 兎肋膜 腔液

ノ主 要 細 胞 成分 ニ シテ、 最 高86.4% 、最 低59.5

%、 李 均 値79。4%テ 算 ス、、該 細 胞 ハ 肋膜 腔液 二

於 テへ 妊 トシテ小 型 叉 ハ 中型 細 胞 エ シテ、喰

作 用 子呈 セル モ ノ ナ シ.核 ハ概 ネ細 胞 龍 ノ中央

轟位 シ、 類 圓 形 叉 ハ 不 定 形 ニ シテ、 「ク ロマ チ

ン」索 ハ血 液 中大 輩 核 白 血球 二比 シ 蜜 ナ リ。 原

形 質 ハ 血液 中 大 輩 核 白血 球 二比 シ鞭 基 性 二濃 染

スe

内被 細 胞 ハ 、0%乃 至1。0%ニ シテ、 李均 僖 僅

カ ニ0.37%テ 算 ス。該 細 胞 ハ 大 輩 核 姓 細 胞 ノ大

瀞
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第1表 　 正常家兎肋膜腔液 ノ性欺

細 胞 學 的 性 状

家　兎液　量　　　　　　 外　　観
　 號(㏄) 細胞激 幡 工

ゆ)i(%)(%)1(%ノ(%)糊(%e♪ 測 球

牝 學 的 性 駿

工辮 撫 欝鰹 頑藤 獣
1 0.2 無色透 明 1150 　 0-

　 〇
-

0.3
-

0.5-
　〇-
　 〇-
　0{
　 〇
-

0.2{
　 〇
-

0.1

Olg・562・01・0127・5 (+)一 　一

(+)一
(+)

(十)一
《+)
一 … 一 　輔一

(+)
辱　　　　

灯+)

(十)
}

(+)一

G+){7・811)16-)
桝 …　1-}　 　　　　　　　一一糟

璽i!互'016土
(+D}7・810131一 ♪
　 1一 一一貼…心……　

ぐ繊7・810121《 一)
酬 甲凹『　一扁闇冊糊 　　『一 輔1　　

璽iz亙1坦 璽 り

璽7・5il!遊 【2
(赫万 蕊 石14レー)
一 一一一 一1　 　 1-一

(替)7.5}1013(一 一
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-
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10・786・4012・8
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14,059,510,525.5
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0.1
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　 0
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「アトじ
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　 　 0
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　 　 0
　 　 -

　 　 0

5 0.9 無 色透 明 860

6 0.3 無 色透 明 900

7 03 無 色透 明 143隻)

　 　 　 　一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5.〇
　 　 　 　 一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3、5
}　 　　　一 　　　　一

　 　 　 111.083.90、5　 4。6
}一 　　　一 　　　一 　　　　　一　一 　　一 　　　{

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6.〇

　 　 　 　-

　 　 　 　12,0　 　　　　 4,0

8 0.5 無色 透 明 1130

　 　 　 　 {　 　　-

13,280,810

珂61繭 「す 了5　 　 __i-___
　 　 83.01LO

1.49
　 ㎜ 「

1.59
-

L59

9 03 無色透 明 1400
-}-

123010 0.3 無 色透 明
　 窪

(+)1嚇)ワ.51016(一)

李均値 0.44

一 制一{　 　　　一　一

鉦色透 明
一一
1085 、、.烈禰:面 騒 福1甘7厩1砺 筒 1.54

型 細胞 大 又 ハ之 ヨ リ粕 ≧大 ニ シテ、核 ノ・細 胞 ノ

申央 二位 シ、 多 クハ圓 形 時 二鮪 圓 形 ナ リ。 原 形

質 ハ盤 基 性 二染 色 シゼ 細 胞禮 ノ邊 縁 ハ 闘翻 犬ヲ

ナ スモ ノ多 シ.

不 完全 細 胞 ハ、2.8%乃 至27.5%ニ シテ、 李均

値8・9%テ 算 シ、 該 細胞 ラ構 成 ス ル モ ノハ、 多

クハ大 輩 核 性 細 胞 叉 ハ 淋 巴球 ナ リ。

赤 血球 ハ、 少 敷 乍 ラ全 例 二 於 テ 之 テ 讃 明 ス ル

モ、遠 心沈 渣 球 二赤 血 球層 テ認 メズ。

以 上 テ綜 合 ズル ニ、 正 常 家 兎 ノ肋膜 腔 液 ノ細 胞

學 的所 見 トシテ、 大 輩核 性 細胞(組 織 細 胞 〉蚊 二

淋 巴球 テ細 胞 ノ主 要 成 分 トナ シ得 ベ シ。余 ノ検

査 成績 ハ、 畠 山氏 ノ夫 レニ極 メテ良 クー致 ス。

　 　 　 　 　 　 第2項 化 畢 的 性 状

肋 膜 腔 液 ノ外 観 ハ、 無 色透 明 ナル モ、縷 維 素含

有 量 極 メテ 多 キ タ メ、 肋膜 腔 液 探 取後 敷 分 時 ニ

シテ租 篭白色 二漏 濁 シ、 寒 天様 二凝 固 ス。 水 素

「イオ ン」濃 度 ハ
、準 均 値7.62ニ シテ、最 低7.5、

最 高7.8ナ リe

Rivalta氏 反 慮 ハ全例 共総 テ陰 牲 ナ リe

蛋 白量 ハ、 李 均 値1,54%、 最 高1.65%ナ リe

比 重 ハ略k蛋 白量 二李 行 シ、 李 均 値10t5、 最 高

1017ニ シテ、 漏 出液 ノ比重 ノ範 園 内 在 リ。之 テ

要 スル ニ、 正常 家 兎 ノ肋 膜 腔 液 ハ、 繊 維 素含 有

量 極 メ テ多 キモ、 他 ノ化 學 的 性 賑 ハ 、漏 禺液 ト

シテ ノ性状 ヲ完 備 ス.

第2節 　正常家兎 ノ入工氣胸成績

人工 氣 胸 施 術 時 二於 ケ ル 肋 膜 滲 出液 中「エ オ ジ

ン」嗜 好 性檜 多 二 閣 スル 諸家 ノ 動 物實 験 中
、 確

實 二之 テ 讃 明 シ得 タ リ トスル モ ノニ、Pavie,

L◎jevre　et　Rossignol氏 等 ノ共 同研 究 ノ ミテ

暴 ゲ得 ベ ク、 且 氏 等 ハ 「エ オ ジ ン」嗜 好 性白血 球

檜 多 ノ機 轄 ハ、 肺 容積 ノ攣 化 ト肺 臓 皮 質 ノ血管

ノ慶 化 ニ シテ、 極 メテ容 易晶該 細 胞 テ細 胞 ノ主

成 分 トスル肋 膜 滲 畠液 畷 現 セ シ メ得 ル トセ ル

テ以 テ、 肺容 積 蚊 議肺 臓皮 膚 ノ血 管 ノ攣化 ノ程

度二俘 フ肋膜滲出液中「エオジン」嗜好性白血球

ノ百分傘 ノ攣動 壁追求スル目的 一・以テ、余ハ輕

厭氣胸群 ト高駆氣胸群 トニ分類 シ、夫々二於 ケ

ル肋膜滲出液中該白血球 ノ清長テ追求 スル ト共

二、斯 カル場合二於ケル血液中該白搬球 ノ潰長

子モ併 セテ観察 スルコトトセリ。

　第1項 　輕堅氣胸施術時二於ケル肋膜滲出
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　轟
　　 液中「エオ ジン」嗜好牲白血球 ノ滑長

余 ノ所謂輕曝氣胸 トハ、人工氣胸二依 リ、塞氣
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一

10eeヲ 注 入 ス ・・モ ノー　:一シ乳 斯 カル場 合肋 膜 腔

陰 腿 ハ僅 カ ニ ー1前 後 減 少 スル モ ノラ稽 丈.而

シテ人 工氣 胸 ハ 同 一一家 兎 轟2回 施 術 シ、氣 胸 ノ

間隔 ハ6日 ト シ、 肋 膜 腔漉 採 取 ハ、 氣 胸 後4時

問 目、1日 目、2日 目、4日 目及 ビ6H目 ノ各

5回 トセ リes

連 緬2同 ノ人 工 氣 胸 施 術 時 二於 ケル肋 膜 膣液 中

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白1侃球 ノ浩 長 へ 下記 ノ如 シ。

第2表 　 正常家 兎 ノ輕趣氣胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性駿(第1同 氣胸4時 間 目.

家 　兎 液 　 1{1

番 　 號 ・{で

細 胞 學 的 姓 駄 化 學 的 性 欺

瑚 舗
(鞭繊 蹴 謬 維ipH比重;鰍

11　 0.2軽 度 梱 濁 　 570097.30　 0

　 12　 　 0。4

　 13　 　　0.3　 　中 等 度 潅護濁

竿 均 硫 　　03

輕 度 溜 濁 　 455085.60　 0

　 　 　 　 　 　 131～0092.3　 0.3　 0。3　2.3　 4.5

輕 岬 濁 一繭17齢Ti万 蔦 芝1単蕊 マ[薫 罵=葭 再7奮 禰i南 蕊 …'t

0∴ 掘9測?艶 ・皇2 、壷 ノ壁 璽 塾・皇2}3・2

3.7　 9。7　　0　　1.σぐ十)(十 十ノ7.2　11019i(十)β 。1

　 　 　 　 0　、0。3(十 》(十十ノ:7◎5　110201(十)13、7

第3表 　 正常家兎 ノ輕纒氣胸 二於ケル肋膜腔 液 ノ性状(第1同 氣胸1H目)

澱外
量
)

　

㏄

簸
(

兎
號

家
番

濁溜度輕引軌14

細 胞 學 的 性"κ

「b

6

1

1

牛均値

O、5

0.3

O.4

輕 度溜 濁

淡　膿　性

淡　膿　性

轡暁 鷺;灘 難 繁維!一雑,
　 　 　 43.↓∫　 0　　　(,　　5.(》49。0　016　 2。O(十 〉(十t)7導7㎝16乏51十 千ノ4。48　 7350
「 溺b　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

化 學 的 性 状

24600

13027

32.8　 3.6i　1.0　 9。250.4　 0,2　 2.8;(十){s十 十),7.5　i1027i(十十);4.89

萱蒲 「6⊃{す1「 蕊6菰 き　 lj-「6;T6irs.1て詳5　174　 1τ再1τ 薇

頁　藝「r.36r3「許 蒸肖 刷す誘「iこゑq5繭 ろ7蕊}朧 師.,

第4表 　 正常家 兎 ノ輕 魅氣胸 二於 クル肋膜腔液 ノ性 状(第1同 氣胸2H目)

第5表 　 正常家兎 ノ輕 魅氣胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性状(第 ユ同氣胸4日 目)

毒

家　兎 液　 騒
番　號　 ・℃

　　　　　　　細　　胞

外 搬 細胞撫 ヱ エ

濁

一

學　　的　　性　　歌 化 學 的 性 封犬

・ゆ)一 雛 鑛騨 搬響奉駕
　 　 i　 ma

lpHl比 電 鱒
20　 　 1.2　 微

21　 　 1.3　 微
　 　 　　　ぬ　 　　　　　　　　　　

22　 　 0.2　 薇

雫均 値 　 0.9　 微 汽

濁140〔}…22・00

濁5400、2、30.70

濁

4500　 1・00・33・04・387・71・ 璽7《+21吐 羅3卿{≦ ±
乙

　 　 　 　 　 　 0.3　 2.071.7　 3.3　 0.7(十 ∫(十)7.6{1021{(十)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ___L_一_

17678.40・31.13.283.61.91.5∴ 覇 傭 扁6而 芝bl(+)

3・:遍L:而 崔)(+下8…1・2・1(+)

2.8響

3.7

3.2

3、28
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第6表 　正 常家兎 ノ輕膣 氣胸二於ケ〃肋膜腔液 ノ性歌(第1同 氣胸6日 黛)

第7表 正常家兎 ノ輕慶 氣胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性状(第2回 氣胸4時 間 目)

細 胞 學 的 性 状 　 化 學 的 性 状

量
)

　

㏄

液
( 外 観噺 騙 欝 縫器聯 血

{馨維
　　　 1聡脚pH腫懸噛

　　O・2　1輕 度 潤 濁502040・0」 腱i_≦L1塾 塑 」堕 ≦堕 豆2i鯉7・7、!塑ll土13・1　　
0・3i輕 度 溜 濁410・45・2P・11012・339・03・00・4{㊤1璽 堅隻、璽2i± β・25

嚇1…芸畿 器lll離 器}一譜 畿 繋/器舗 課 翻1鴇鰐
　　 　　　第8表 　正常家兎 ノ輕麗氣胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性状(第2同 氣胸1日 目)

　　　 　　第9表 　正常家兎 ノ輕瞳氣胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性状(第2同 氣胸2日 目)

第10表 　正常家兎 ノ輕歴氣胸 二於 ケ〃肋膜腔液 ノ性 状(第2同 氣 胸4日 目)

量
)

　

㏄

液
(

兎
號

家
番

外　　襯

細 胞 學 的 性 状 牝 學 的 性 状

轡 酬(工%)1購驚 騰縫 維pHI腫紳 ρ
35　 ,0,3i輕 度 潤 濁1320012.010.40。2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と 些91裡L盆 至 L5

-

L5
-

2.1
-

1.7

(十)}
(十)
働 ……　

(+}}
(+・

K十 十)7。6　 1018(十)3.45
__i_i__　 　.__　 _一_

36 0・4{轍 潤 濁129・0 12.5　
10.4
}

1L3

73.13.0}

劉迦
73,412.5

37 0.3　 輕 度 掴 濁{3110

19
.30.5

-　 　-

10。40.3
一 　　㎝ 　鷹

10,610.4

一
〇.1}
　0『
0.1

(什)一
(什)一
(軒)

7・7 、1019+)355
}　 　　　　　　… 　　　　　　_… …　　　　一 Ψ

7.810171(+)3。31}
一 一1-一 旨一{一

、7.701018〆+β.43李均側 03廓 度 溜 濁i2070

183
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第11表 　正 常家兎 ノ輕歴氣胸 二於ケル肋膜腔液 ノ性 状(第2同 氣胸6日 目)

1

　 　 1　　　 …
家 　兎 液 　量1　 　 　 　 　 　 外 　　観
番　號(cc♪

　 　 {

i　　　　　　　 細　　胞　　學　　的　　性　　獣 牝 學 的 性 歌

ヌ

響 霧(勇櫻
淋 巴

球(
%) (%)灘麹 響 佐pH

　 iリ バ

比噺 蛋 白
量

(%)
　 　 　 　 　 　 一副

38　 　 0.41微　 　 　 　 … 濁 　 　1900400・4}0 15.6一

_　 　一 　　一 　　一 　　一

62.54.513、0(十)
__　 一幽営_鳳隔扁一__「__一庸一 　　順一』一一一一一一

70.53.44.5(十)

　 　 　 　 8.0(十)

　 　 　 　 8.5(+)

(什)17・8
-　 　一

鯛亙
茎些;勉
1018(+)
一 　　一

3.40一
39　 1 o・2隙 濁 　　4020

　 二」_　 　 　 卜

　 　 1・2L≦L

2373蕊r認 一

τ 20.4 3.20
-　-

3ユ240 031微 濁 　 12005.410・5

一
　〇 18,662,64.9

_　 　　　_　 　　一 　　　一 　　　一

18.2165.24.3 鵯羨1謙紹李均値,。.3職 　 濁 0 3.24
引

上記 ノ成績テ綜合 スルニ、第12表 、第1圖 ノ如

キ結果 テ得。

部 チ、肋膜腔液 ノ細胞像 ノ主 タル攣動因子 トシ

テ、細胞激 〈赤血球 テ含 マズ〉、僑「エ」、「エ」、

淋巴球拉二大軍核性細胞 槻 織細胞)ラ 暴ゲ得ベ

ク、肥艀細胞、内被細胞拉二不完全細胞等ハ、

其潰長不定ニシテ、細胞像 ノ慶化 二及ボス影響

極 メテ小ナリ。從 ツテ弦二主 トシテ前5細 胞二

就 テノミ論及 スルコ トトセリ。前後2同 ノ氣胸

施術 二依ル細胞像 ノ獲化 テ通賢 スルニ、各段階

二於 ケル細胞學的性獣ハ略t同 一ニ シテ、第2

同氣胸後 ノ細胞像 ノ憂化ハ、第1回 氣胸後 ノ夫

レニ比 シ、1段 階邊 レタル像 ラ呈ス。

且細胞藪拉二各種細胞 ノ潰長二於 ケル曲線 ノ峯

谷ハ、第2同 氣胸後二於 テハ、第1回 氣胸 ノ夫

レニ比 シ低深 セルノ観 ヲ與 フe

筒且前後2同 ノ氣胸後二 於ク ル細胞像 ノ漿動

　　　　　　　　　第12表

ノ・、 互 二夫 々 ノ映像 ラ呈 ス。

而 シテ、 各氣 胸 後 二 於 ケル 細 胞 像 テ 大 観 スル

ニ、 次 ノ3期 二概 別 シ得 ベ シ。

1)　 氣 胸 早 期 　 俗 「エJノ 滲 出期

2>　 氣 胸 中 期 　 「エ」拉 二淋 巴球 ノ滲 出期

3)氣 胸 晩 期 大 輩 核 性 細 胞 ノ滲 出 期

而 シテ、 「エ」ノ消長 ラ追 求 スル ニ、 「エ」ハ 前後

2同 ノ氣 胸 ラ 通 ジ テ、氣 胸 後48時 間 目部 チ炎

症 過 程 ノ溝 退 シ始 メ、 俗 「エ」滅 少 、 淋 巴球 拉 二

大 軍 核 性細 胞 ノ再 増加 テ示 ス時 期 二 、最 高卒 テ

示 セ リe即 チ、 氣胸 前 蛇 二各 氣 胸6日 目 二於 ケ

ル 「エ」ノ百 分 率 へ 夫 々0.02%蚊 二 〇.3%テ 算

スル ニ反 シ、48時 間 目二 於 ケ ル 「エ」ノ 百 分李

ノ、、第1同 及 ビ第2同 氣 胸 共 夫 々4.0%及 ビ5。3

%ナ ル テ以 テ、 氣 胸 前 二比 シ、 大 約200倍 乃 至

260倍 二檜 加 セル ヲ示 セ リ。

然 レ ドモ、斯 カル程 度 ノ」曾加 ラ以 テ、 「エ」増 多

正常家兎ノ輕座氣胸二於クル肋膜腔液ノ性状ノ総抵的成績

細　　胞　　學　　的　　性　　状 牝 學 的 性 状

氣胸探　取液　量　外　　観
施 設 時 期(cc) 獣 覇 講 繍 繋{頑圃網
前 　 前 　 0.44無 色 透 明

濁輕30問時4

1り

な性膿淡鴻0日1

87濁度等中ゐ0日2

第

1

　 4　 日O.9　 微同

　 6　 BO.5　 微

濁

濁

　 4時 間0.3輕 濁
第YM-o .7淡 膿 性

慧 叢;蒸1欝繋暮霧蕪灘蟻
霧欝蕪繋輪羅驚蕪
1217768.80。2

2　 2　 日O.5　 中等 度 濯 濁 　 　9840i27　.315　.3

　 4　 日0.3　 輕同

　 6　 HO.3　 微

濁2070　 10　.610.4　
-」 一一 一一一 ト ー 一

濁23733.510.3

　 トのへ 　 　 　 　　　　　　 へ 　 ロ　へ

}__一 ～遡 璽20・6～竺 ⊥ 量陞 ≧、∫坦
　 　 　 　 0。1　12。451,71.5　 　1.3、(十)1(十十)
　 　 　 　 　 　　　　　　　　 ミ　 　　 　　　　　　　ミ　

　　　　讐i麗灘…鴇…爺鴇;器

7。401020

7,57{1021

7.70、1018
　 ミへ
7。70i1018

(十)3.87

(十)3.96

(十)3、43

1(十3.24
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第1岡 　第12表 ノ圖示

汎輔 　 気絢網矧δ　 岡 　　28臼　　・4　BB　 　6岨　　4暦網 　　闘 　　2蜴　　4螺 　　網

儒 ∫エ 」

rエ 」

大軍核性細胞

Pni第1同 氣 胸

テ惹 起 セ シメ得 タ リ ト断 定 スル ハ 早 計 ニ シテ、

實 験 家 兎30朋 中 ノ僅 力1羽 二於 テ、「エJノ 最 高

百分 傘11.3%ナ ル テ以 テ観 レバ、爾 其 感 深 キラ

魔 ユ。

他 方 、 肋 膜 腔 液 ノ化 墨 的 性 歌 ノ推 移 二就 テ大 観

スル ニ、 氣 胸 施 術 後 二於 テノ・、 蛋 白量 、 比 重 、

Rivalta氏 反 鷹 、　pHノ 、、共 二 滲 出液 トシテ ノ

性 歌 ヲ具 備 シ、 前 後2同 ノ氣 胸 テ通 ジ テ、1乃

至2日 目ハ特 二其 感 テ與 フ.

由是 観 之 、細 胞 學 的 蚊 二化 學 的 性 歌 ヨ リ見 テ、

入 工 氣 胸施 術 二 依 リ滲 出液 テ登 現 セ シ メ得 タル

モ ノ ト謂 フベ シ.且 滲 出 液 ハ 氣 胸 前 ノ夫 レ ノ僅

PB2第2同 氣 胸

細胞蓼 一 ・一 ・一 　 淋 巴球

力約2倍 迄檜加セルラ以テs滲 出性肋膜炎5M

シ得ズシテ、肋膜寳滲出液二相當 スルモノト謂

フ ベ シ

　第2項 　高墨氣胸施術時二於ケル肋膜滲出

　　 液中「エオ ジン」嗜好性白血球 ノ滑長

余 ノ所謂高歴氣胸 トハ、人工氣胸二依 リ、室氣

50ccテ 注入 スルモノニシテ、斯 カル場合肋膜腔

陰歴ノ・、概 ネ水歴計ノ0黙 二達 スルモノヲ樗 ス.

氣胸施術同敷拉二肋膜腔液探取 ノ時期、氣胸間

隔ノXb輕 墜氣胸 ノ場合 ト全 ク同一ナ リe連 緬2

同 ノ人工氣胸施術二依ル肋膜腔液 ノ細胞像ハ、

下記 ノ如 シ.

第13表 　正常家 兎 ノ高魅氣胸 二於クル肋膜腔液 ノ性状(第1同 氣胸 算時 間目)

家　兎
番　號

液　麓　　 　　外 　　観
(cc)

　　細　　胞　　學　　的　　性　　状
一一心　一__一

化 學 的 性 状

　 　 　i細 胞 徽 儒
工

(cmハ(%)

　 　 　1　_L_
1147098.2

肥絆
細胞
(%) 購騨

一

赤血

球

(十)
　 　　　　　隔幽　

(十)

繊維
素 plI

　 _

7.8
}一

7.6
-

7.7
-

7.70

　 　翠リバ

腫 巖
　　懸

蛋 白
量

(%)
ご

41 0.2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 工

　　　　　　　　　　　(%)
～ 　　…　　　　　…　　…　　　　　　　へ　　　　　r　…　　皿

中等度瀾濁　　 　　　 　　0

　 　　 　　 　　 　 　　 　　0

　 0　
　 0

1.α0.6
}一 　　一

〇.63.2
__　 　　　　{弾 　　一

L210.6

0.9L5

0
凹bτ認

還

翼
0.2

ぐ窃
～ 　…{

(+ゆ

㎝ 　　　脳　　』　　　　　団　哨　　蝋　}

1018(一)IL91
-　　　　

1018(±)

1017(士)
}　 　{

10i81ぐ ±)

　 一

一

1.59
…

42 0.6

　 　 　 　 　 　 　 　 _　 　　一

中等 度}園濁 　　860096,010　 　 　 　 　 　 　 　 -1-一

　
　0

43 0,2}中 等 度 梱 濁 ・1003qg8.OI

一
　 〇

　 〇

0

0

吻　　　

(十)
心　

(+)

一
(紛 L82

　 　

1.77呼・均 値 。.31中 等姻 濁 、1。。33硫 τT
}　 　　一 一 　　　一 一

(++)
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第14表 　正常家 兎 ノ高駆氣胸 二於 クル肋 膜腔 液 ノ性状(第1同 氣胸1日 目)

家　兎
　　號

液 　 量

(cc)
外 　　'襯

細 胞 學 的 性 状 牝 學 的 性 状

難 騨 礪 緋 血}辮重
44　 　 0.5　 膿

45　 　 0.21膿

$/fi値1÷議膿齢lllllil鴛器 響lll鵬÷鯵 器131器

性1587047・64・40・4些P覧9L鍾1」 .q21㈱7・6;塑

性2100069.40.201.029.40、0(十)1(・H-)7・4i1020
　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　-一 一一一 一1　 m-　 　

白

　

)

　

　

ウ

蛋

量

砂

バ

タ
反

リ

ル
氏

磨

(+)

(+)

(十 〕

(十)

3.2

2.6

2、4

2.7

第15表 正常家兎 ノ高瞳氣胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性 状(第1同 氣胸2日 目)

　　 　　 第16表 　正 常家兎 ノ高藤氣胸 二於 ケル肋膜腔 液 ノ性状(第1同 氣胸4日 目)

家　兎
番・ 號

液 　 量

(cc)

細 胞 學 的 性 状 牝 學 的 性 獣

外観
}離(灘 灘1尋聯 血鞠 構 £

O.4　 淡 　膿　性

o.5睡 度 潤 濁

0.5i中 等 度 潤 濁

李均f面　0。41中 等度濯濁 、伽 而 一砺 茄7.頭2.ユ1蕊 翫 葡:彌 而 、、南 嚥

1480σ6.6　 0.40、2　 4.683.6　 4.2　 0.4(十 二　十十'7.8　 1019(十)・1。5

S6eOi　 9.4　 1.810。610.876.6
10.81　 01(十)　 十十)17.6　 1024…(十)}4.8　 　 　 に 　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　 ミ　 　　　　 ド　 　　 　　　　　　　　　　 　　

9600135・61　 O・211・46・0・55・41　 1・4iO(+)㈲ 、7.51020…(+メ3・86

第17表 　正常家 兎 ノ高 墜氣胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性歌(第1同 氣胸6日 目)

家　兎
番　號

液 　 量

(cc) 外　　襯

細　　胞　　學　　的　　性　　状
　 　 　 　 …一 一 『　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

　 　 　 　 　 　 　 …

牝 學 的 性 状
　 「

{

鶴 羅 麟騨 繍 頑蕊 量
　 　 一

iリバ蛋 白

1罎反1(%)

530・1微 　 濁54005・20・1015・66859・8ユ8(十,(什)7・8 、1016(十)i2・41

弧 ・・21帷 囎 濁 ・14・・2・8・ ・2・i3・886・86.4・(+)(軸)17・6i1・181(+)・2.6　 　 　 　 　

微 　 濁60701.201010.48LO　 7.20.2(+)(朴)17.7　 i禰rF　 2.355　 　 0.3

均 価 　 O.2 輕 度'濁i76233,10.1

繍下 一彌 禰 「蒲 蔦 南 濡
7.7・1湘 τ再2.

第18表 ・正常家兎 ノ高鯵氣 胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性状(第2同 氣胸4時 間 目)
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第19表 　正常家兎 ノ高腿氣胸 二於 クル肋膜腔液 ノ性状(第2同 氣 胸1H目)

家　兎
番　號

液 　量

(¢¢〉 外　　観

細 包湾 學　　繭　 性　　歌 化 學 的 性 状

轡瞼 欝 離騨 蛮血紳 粥 蛋白
59

6・[石 了i淡 膿 性

61　　　 0.2　 　　　　 淡 血性輕潤濁

1・5i輕 血 牲 強 潤 濁2660051・OiO・2

136・・ド4.2{・.6

卒均値 0.6 淡　血　性
中等度凋濁

1111器器 謙 鷺1:17

_一 一⊥ 1全843・OI璽胆　　
一↓ 盤1璽 灘 陛

鯉ヱ雌 訓7・4鰹墜 土
皇21紛 祖 璽L豊
(十十ノ　'十十十　7.4　 1021i(十)

(++)(柵)7・471021ド+)

(%)

4.67

3.14

3.3

3.5

第20表 　正常家兎 ノ高瞳 氣胸z・於 ケル肋膜腔液 ノ性状(第2同 氣胸2日 目)

案　兎
番　號

液 　 景

(ぐc)
外　　観

　 　 　 　 舞

細　 胞 學　 的　 性　 薄犬1化 學 的 性 状

細胞 数 僻 工i
(㎝)

　 -ww㎜ 冊… … ～ ㎝

　　 1　 }
　 　 　 　 　 工

　　 　 9の{(%),(%)

細胞球
灯%)

(%)

蜘 鎌 購[一 維　　　　i

離}素

　 {
p麟 比重

　 1

リバ

ノシタ

氏 反

磨

蛋 白
量
(%)

62 o・2陣 等閲 國濁 25000 3.6
-

37.4

6・2iO119・0 66・8i　 4・0 0。4(十) (柵) 7・6i1024 (++♪3.65

63 o・2畷 　 　性 17500 3.2 10 8.0 48.4i2.40.6(十) (帯 ノ7.5巨 ⑪2難 (+D 3.04

64 o.2i輕 度 潤 濁
　 　 霞

5730　　 1 7.4 1・響 0
　　　 1&0脚 趨
3.7・　 0　ヒ5.0・59.9　 5.1　 0.5}(十)

一
〇・4K+)継) 7・611・2雪 醐3・ ・4

鞠 値iO.2i中 等 度 潤 濁i16077116.3ヨ

　 　 　 　 一　一 　　　一 　　一

て十}十　7.57;023,(十 十)3.24

第21表 　正常家 兎 ノ高麗氣胸 二於クル肋膜腔 液 ノ性歌 《第2同 氣胸4日H>

　 液 　量兎
　 (cc)號

外　　観

65　　　1.0　　　車里 ナ隻 潅聾濁

細 胞　　學　　的　　性　　状 化 學 的 性 状

糸継 講 離 轟鱗 編 瞬曲la重撫 白
ピ%ジ ド%) i素　　　　　　　騨%)

66・0.4　 膿 性

需!選翌受斐鎧;韮1爺i8i鴇1讐i器篇 鑛
15377112。4　 1.3　 0.11137β7.3i　 3.511.51(十 十)1`十砕)・7丁蕊i～ 痂 …蕾 禰

8700塑
1⊥!.璽 蟹 堕 堕 喫 世 ≧.鯉7堕一』鞍+も2塑

670.2淡 膿 性

均 値 、O.53　 中等 度 潤 濁

第22表 正常家兎 ノ高脚1氣胸 二於 クル肋膜腔液 ノ性状(第2同 氣胸6H目)

審 瓢,1}外 観

　　細　　胞　　學　　的　　性　　状　　1　 化 學 的 性 状～ 『 一 　「{

騰 騰鱗騨轡 岬糎
　 『 『 一『…

_一_。L　 　糠　 　 　 　 　 …　 　 　 　 　 　 　 ……㎜

_一

一
68万 万 薇 　 　 濁　 502017・80・20:17・05面9・61 O・4 1(十)(十 十)　7。61023(十 ノB.04

69　 ・0・3　!微 　 　 　 濁 　 　466010・2　 010・2117・0

』{
I　　　 I　　　　　　　　　　　 ・一一 一 一 ・一一

58.212.8　 1.6
1(十)1(十 十)17。8ス024∫ 十)3.20

70　 0。2　 i微 　 　 　濁 　 　356011.8　 010}6。2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 一　 　 　 　 　 　 [　　　　　　　　　　　　　　 噸一　　「

70・49・81・8:(+)(什)7・71020
、(+.i2・94

鞠 値0,23磯 　 　 濁 　 必1313.30.070.07[13.4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 『　}幽 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

61。210。7　 1.3て 十)1(十 十)　 7φ71022(十 　13 .06 匿

毒

第23表 　左 常家兎 ノ高慶氣胸二於 ケル肋膜腔液 ノ性状 ノ総括 的成 績

駅 ♂ 外 観

　 　l　　　 i

前/0。441無 色 透 明1

細 胞 學 的 性 欺

響膓
…

}　 、(%)
(糊鱗 蜷 套血

(%)

化 學 的 性 状

　　　 　 iリハ蛋 白

、i・ 舞 反 く%)
i　　　　　　　　　　　 犠、

1085　 0・10・02　 　0　 111.279・4ρ 。37β.9{(十)/〈 十十ン7.621()15〆 一 ノ1.541
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4時 聞　
0・3　 中等 度 濯 濁 　 100339'・41

[篇下r[菊 蕊 売「～r
{________1___』_ (+)k赫)

{一}… 　17r

迎i塑{盧 と董
1　 H 0.4　 膿 　 　 　性 16123153・92・30②

7023147・910・50・2

　 　 　 　 　 8.734.40、40。2
1-一 一 一 一 一 一 一一一

苗騰
r扁鳳_隔隔扁r鰍i__ 鷲 綿12　 日 4.7　 中等度潤濁 3。746,60.50.5

　 … 　　　}　 　　　
(+)(帯)
一 　　　一

4　 日 0・4　 中等度潤濁 　 10000
　 　 』 　　　-

17.20.8　 0.7　 　7.171.9　 2。10.1 (十)1(柵)
旧層圏■胴■■一剛F■鞭

i

(+)て 什)
}　 　　一

虚i鯉 二

塑i塑i坦
7・7011017i(+)

而i而{蕊
一 　　　』 　　一

}　 　　　一 　　　}　 　　-

　　　　　　 3.45

6　 日 0。2　 輕 　 　　濁　 　7623
鋸

3」}覗「T雨 禰 薦1～蔚 2.44
一

第

　1

同

一
　　 4時 間
第

2

㎡ 、

0.2　 　　輕 　　　　　　濁 　　　6120
　 i-一 　 　 一 一 一 一 一 一　 　 　 　 　〇17

。171.61.50。59.1　 0.2 3.57
-

3.521　 H ・・6恥 農議 ・566734.6
}

16.3一

一篇隔扁一一
1一 　　　　　　　　　　　寵一嗣一需闇 　　卿一 　　　一一一一一楠

0.4　 10,0710.851.8　 1.80.47

_____L____

3.7　 　　0　 唆5.059.9　 5.10.5

　 　 …

(紛 て斜)
_}_____

7.47
i1021

・(+)

2　 H 0・2　 中 等度 溜 濁 　 16077 丘亘璽 遡1・23

一 一
(紛3.24一

4　 日 0・53申 等囎 濁15377112・4
一 　　一 　　一 　　一 　　一 　　一 　 　 　 　 　 　 一 一

(紛 吐7・63i1022㈹3調
罎6　 H 0.23　 微 　 　 　濁 　 　4413113.3

1.3　 }0.1　 13.767.3　 3。51.5

葡 面 前 薇 痂 蔚 一一 一一 叢 嗣 瀟(+)(粁)17.7011022

第2圖 　第23表 ノ圖示

　 　　 　 　 　 　 　 　

　 　　 　 一 一 一一　{爲「エ」　　 ・一 一一一・ 大 輩核性 細胞

　 　　 　 　 　 　 　 　「エs　　　　Pnf第1同 氣胸

上 記 ノ成 績 テ綜 合 スル ニ、 第23表 、第2圓 ノ如

キ結 果 ヲ得.

帥 チ前 後2同 ノ氣 胸 施 衛 二依 ル 細 胞 像 ノ攣 化 ハ

輕 厭 氣 胸 ノ場 合 ノ夫 レ ト極 メテ良 クー 致 ス.從

ツ テ 「エ」ノ潰 長 モ輕趣 氣 胸 ノ場 合 ノ夫 レ ト略 く

同 一一・=kシ テ、 第1同 氣 胸 時 二 於 テ ハ24時 間 日

・=,第2同 氣 胸 時x於 テハ48時 間 目 二 最 高 卒

ヲ示 セ リ.而 シテ、 夫 々 ノ 百分 傘 ハ2、3%及 ビ

3.7%ニ シテ、「エ」増 多症 ヲ惹 起 セ リ ト断 定 シ得

Pn?第2同 氣胸

細胞轍 　　 一 ・一 ・一 　淋 巴球

ズ鼎

而 シテ、 斯 カル場 合 二於 テ 乱rエjノ 潰 長 ノ軽

厘 氣 胸 ノ場 合 二於 ケ ル ト同様 、 一 定 ノ溝 長 テ示

シ、炎 症 過 程 ノ浩 退 シ始 ムル時 期 二規 則 正 シク

「工粛 加 ノ曲 線 遍 槻 セ リ
.　 ～

氣 胸 後 ノ肋 膜 腔 液 ノ化 塾 的 性 歌 モ、 輕歴 氣胸 ノ

場 合 ノ夫 レ ト略 澗 一 ニ シテ、 明 カ ニ滲 出液 ト

シテ ノ性 歌 テ完 臓 シ、 氣 胸 後6H目 二 至 リテ、

氣 胸 前 ノ夫 レニ近 似 スル ニ至 ル.

　　　　第3筍 　正常家兎 ノ人工氣胸施術時 二於 ケノレ血液 中rsオ ジン」嗜好性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自血球 ノ消長

嚢a余 へ　入艦二於テへ　肋膜寳出液中「エオ　　 ジン」嗜好牲白血球増多ハ血液中該白血球増多
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ヲ必 ズ シモ駿 俘 セザ ル成績 テ得 タ 馬 然 ル ニ、

家 兎 ノ氣 胸 例 二於 テハ前 述 ノ如 ク、 肋膜 滲 出液

二 「エ」増多 ヲ惹 起 セ シ メ得 ザ リ シヲ以 テ、 斯 カ

ル場 合 ノ血 液 中 「エJノ 態 度 ヲ邉 求 スル へ 氣 胸

施 術 後 二 於 ケ ル肋 膜 腔液 トノ細 胞 像殊 二 「エ」ノ

相 閣 閣係 テ明瞭 ナ ラ シムル テ以 テ、弦 二於 テ正

常 家 兎 二 輕歴 氣 胸 テ 施 シ、 ソ ノ血 液 中 「エ 才 ジ

ン」嗜 好 性 白血 球 ノ檜 長 デ追 求 セ ン トス.

正 常 動 物 ノ人 工氣 胸施 術 時 二於 ケル 血液 白 血球

像 二 關 スル研 究 中 、 「エ」ノ潰 長 テ 目標 トセル モ

ノハ ・皆無 ナ リe　Antoniazzi/x、 健 康 海猿 二就

テ ノ實 験 二於 テハ 、{爲「エ」ノ檜 加 、 「エ」ノ減 少

アル ラ認 メ、 立 花 、 錦 織 及新 宮 氏 等 ハ家 兎 二 於

テ、Avezzu,　 Guide　 e　Bruno　 Bo99ianハ 健 康

犬 二於 テ ノ實 験 成 績 ニ テノ、、 白 血 球 像 二攣 化 ヲ

認 メズ ト謂 ヘ リ.以 上 ノ如 ク、 正 常 動 物 二於 ケ

ル 氣胸 施 衛 時 ノ白 血球 像 、 殊 二 「エ」ノ浦 長 二就

テハ、 全 ク囁 々 タ リ.ソ ノ理 由 ハ 、 探 血 時 ノ動

物 ノ固 定 、 身艦 動揺 、 食 餌 、 探 血 時 間 叉 ハ氣 胸

二於 ケル 注 人 室 氣 量 ノ差 違 二由 來 スル モ ノナ リ

ヤ否 ヤへ 即 断 シ能 ハ ザ ル モ、 筒 動 物 各 自 ノ血

液 白血 球 像 ノ生 理 的動 揺 ノ 激 シキモ ノニ於 テ

ハ、 氣 胸 二檬 ル 白血 球 像 ノ憂 動 テ剃 定 スル ハ 至

難 ナ リ.故 二余 ハ、 白血 球 像 ノ生 理 的動 揺 テ極

少 ナ ラ シムル 爲、 採 血 時家 兎 ラ固 定 器 ニ テ無 理

二 固 定 セズ、 自然 二放 置 シ静態 テ保 タ シメ テ、

耳翼 静賑 ヨ リ探 血 セ リ。 食 餌 及 ビ探 血 時 間 モ全

ク同 一條 件 ト シ、 氣 胸 前 日朝 、 叢 、 晩 二於 ケル

白血球 像 ノ動 揺 ノ激 シキ モ ノへ 之 テ試 験 二供

セザ リキ.

家 兎 ハ、 雄 性 自 毛 、 燈 重2kg前 後 ノモ ノ ラ選

ビ、 氣 胸 ハ 輕 墜 ヲ以 テ(10cc注 入/行 ヘ リ,

輕 座 氣 胸 時 二於 ケル血 液 白 血球 像 ノ攣 動 ヲ大 観

スル ニ、 氣 胸 早 期 二於 テハ 、備 「エ」増 多二基 因

スル 白 血球 檜 多 、比 較 的 淋 巴球 減 少 、 「エ」ノ減

少 又 ハ 浩 失 等 一 般 炎 症 時 二見 ル 如 キ並狂液 白血 球

藪 テ呈 シ、 氣 胸 晩期 二於 テハ、 一般 炎症 時 ノ核

復 期 二於 ケル如 ク、 白血 球 減 少 、 比較 的淋 巴球

壇 多 、 「ヱ」増 多 ノ像 ヲ示 セ リ。

而 シテ斯 カル白血球像 ノ攣動 テ、肋膜膣中滲出

細胞 ノ浩長 ト比較研究 スル時へ 白血球凱 循

「エ」、淋巴球 ノ攣動曲線 ノ峯谷へ 肋膜滲出液、

血液共二略 ヒ同一相 テ有 ス.

「エ」二關 シテハ、血液二於テハX氣 胸早期ニー

時的減少叉ハ消失 テ示 シ、後漸次再現 シテ24時

間目二氣胸前一復蹄 シ、後再減少テ以 テ漸次

「エ」増多二移行 スルテ以テ、肋膜滲出液中ヂエ」

トハ李行的關係テ有セズ.

從 ヅテ肋膜滲出液中「エ」ノ潰長ハ、血液中「エ」

第24表 　正常家兎ノ輕歴氣胸二於ケル白血球像

家
兎
　氣
　胸検　査
番施旧
號術i

白 血副 工
時球 蝋%)ド%) 聯 熊

朝 　 　 970022.3　　
i　　　 l一養 　 　1150040

.〇
　 　　　　 　　一

晩 　 1180σ35.3
　 　 　 　 　 　 き

　 〇
-

0.3
-

0.3

　 　 2。7
　 　 -
　 　 0.3
　 　 -

　 　 0.3

π「器
　 　 1_
　 　 　 0
　 　 }
　 　 3.〇
　 　 -

　 　 2,3
　 　 -
　 　 0.3
　 　 -
　 　 0.7
　 　 -
　 　 0。3
　 　 -
　 　 1.3
　 　 -
　 　 1,3

　 　 74.30.7　 0
　 　 --i-
　 　 59.10.3　 0
　 　 … 　　　…

　 　 64.1　 01
-i溺 「薦1一

　 　 一■_一幽一_i_階 ㎜_

　 　 53。7{O
　 　 　 　 i___

　　鑑L蟹_色　　塑
Ll壁L全　 　 　 　 　

　 　 55・7…1・3　 　 一 　　　一

　 　 69.7

　 　 76.3
　 　 一 　　　　一 　　　　一

　 　 76.00。3
　 　 　 　 }

　 　 84.70.7　 0
　 　 -{　 　　一 　　　　　一

　 　 77。0;0.7,0

0

0.3　 直 　 前10660126.3

　 4時 間i鰯60「痂

　 8時 間11556036.3　 　 　 　 1　　　 -一

境1幽 畿

讐1灘鐸
　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 曜 一■階闘冒

i6旦11134012・3厚

田1400鶉 「一

1.3

0.3
}

0.7
-

0.7
-
　0
}

0.3
一

〇.7
-

1.Oi

O.7

　 　 　 0

　 　 　 0

1.dO
_1_

1。0…0

　 　 　 0

第25表 　正常家兎 ノ輕 腿氣胸二於 ケル 白血球像

鴉血
籔

白
球

査
時

　
検
日

氣
胸
施
術

家
兎
番
號

31900201朝

」2900131書

コ2800141晩
前

(工%)翻離蕪

2

直　前

4時 間

爾
1　 B

2　 日

後　3　 日

売
5　 日

6　 日

7　 H

O.7

1.0

T「9」 ラδ奪=9　0.7:

灘 塑 坐逆{理劃
11800

16040

13400

11700

11800

12740

8460

10500

郵卜÷「蒲4鳶

蟹呈量鎧__
17◎7　 　0i1。081.0　 0.3

　 　 -1-i-"'i一
26.7

16.3

38.0

28。3

Ell・7i

黛

ユ
0.3

3。3173。3　 3.Oi　 O
-i-一 一 一 一

3.063.3　 3.0、　 0

　 　 　 　 　 　 0

　 　 　 　 　 　 0

1　360難0　 1　31　 0

　 　 　 　 　 　 01　　　　　　　　　　　　　　
1

　 　 　 　 　 　 0

5.065.3　 2　3」　 0

1.779.3　 1。7　 0.7

4.056.3　 1。7　 0
一芝6

66。07蚕 丁理　　0
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第26表 　正常家兎 ノ輕懸 氣胸 二於 ケル白血球像

家 氣　　　 !
兎繊 舶 幽 エiエ

　 　 　 　 　 　 　 ・　　　　 (%號 術

　 　 　 朝8200129.7

　 　 　 書　 　 　 　 　 68(工025,3

醜H嚇 蝋%)(%)細 購.雛

寵麗淋巴大軍1プラ

、%)/(%)

3

晩

直　前

6740 29.3

畿 謁、226。1痂

lll器 鋸

9100i27　 .7

8400i42　 .　0

後13日

4　 日

5　 日

6　 日

7　 日

6860i30.3

　 　 1-934α30
。3

1020023.0

880025.3

_1_

9000i40.3

0

3

7

　

　

　

0

7

7

3

3

…

0

0

0

.

.

.

・

。

1

0

1

　

　

　
1

0

0

1

1

1.0

1.3

1.7

2.0

0.7

1。0

　 0

3.3

0.7

3.0

2.3

黛
1.7

0.3

0.7

72.7

57.0

0

　

3

0

　

7

3

7

3

3

0

。

0

。

・

0

・

…

.

攣

1

　

1

2

　

0

0

4

2

2

1

O.7

祈

々
胞
の

ス
細
ψ

〇

一
〇

一〇

【0
.

』

隻

0
℃

0

隻

0

0

0

ノ夫 レ ト無 關係 ナ リ ト謂 フ ベ ク、 肋 膜 滲 出液

中 「エ」ノ峯 ハ、 必 ズ シモ血液 中 「エ」ノ峯 テ随 俘

セ ズ シテ、 却 ツ テ、 前 者 ノ峯 ハ後 者 ノ峯 ニ ー層

逞 ル。

故 二、 斯 カル 成 績 及 ビ 入 艦 肋膜 賓滲 出液 中 「エ

オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 檜 多 ノ、.血液 中該 白血 球

増 多 テ随 俘 セザ ル成 績 テ綜 合 スル ニ、 肋 膜 滲 出

液 中 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 増 多 ノ原 因 ハ、 軍

二物 理 學 的 機 序 テ 以 テ 解 読 スベ キ ニ 非 ザ ル ベ

久 寧 ロOskar　 Bruns,　 Wilhelm　 Ewig,　 Sch-

warz,　 StiXubli等 ノ説 ク如 ク、 肋膜 腔 滲 出 液 申

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 檜 多 へChemotaxlsテ

以 テ解 決 スペ キ問 題 ナ ル ベ キ モ、 爾更 二研 究 ラ

要 ニスベ シ.

第27表 正常家兎ノ輕趣氣胸二於ケル白血球ノ
　 総括的成績(李均値)

氣
胸
施
設

0

検
日 壽臨綱 灘 蕪i蕪

前　　書

朝 鋸欝

　 　 　998031.1晩

直　前
14時 間

禰
蒲
酉

後　3　 日

而
5　 日

1003024.8iO.6

12220,41。8

1320738.4
___{__

13860、33.7

11727　 28　.9

900725。7

0.62/一:G61ブ1.4

0.5　 1。864.9

0.7　 1.666.0

　 　 1。87L2

0　 　0.957。2

0,1　 1.959.6

0.7　 2.162。7

0.5　 2.465.6

0孕2　 1。271.7

1。6

1.1

1082726.2

11847i20.7

6日;9533　 25・2

0.7

1.4

0.4

0。6

0.8

0.8

0。8

0。7

7　 　日　　1030029.610.8

餐繕
1.9171.2

1.3i66.7

Iw・6
1.2

1.9

1.0

1.0

1。6

0

0

0
正

万

ユ

0

0

0

0

0.1

望
⊥
o

白血 球

激(㎝)%

　 i60eg

旺う

1～㈹ 　

lo頸

β罵

6卸

第3圖 第27表 ノ圖示

軸　ヱ　娩 鋤 婦翻8胴6縛2蝿3砲4昭59目6SB　 7鴫

　 爲 ドエ」　 　 一 一 一 　 大 輩 核 性 白血 球

　 　 白血 球 数 　 　一 ・一 ・一 　 淋 　 巴　 球

　 　rエ 」

第4節 　結核家兎 ノ人工氣胸成績

　　　　 第1項 　肺結核家兎二就テ

牛型菌1mg氣 管内感染家兎二人工氣胸ラ施 シ、

肋膜滲出液 ノ細胞像殊 二「エオジンJ嗜好性白血

球 ノ清長二就 テ、時間的二追求 セリ。人工氣胸

施設ハ輕歴氣胸(室 氣10cc注 入)ト シ、解剖所見

晶於 テ明カニ肺結核病竈 テ作 リ得 タル家兎二就

テノミ、肋膜滲出液 テ試料二供 セリ。

人工氣胸施設直前、結核感染2週 日二於 ケル肋

膜腔液 ノ細胞學的拉二化墨的性状ハ、非結核感

染家兎 ノ夫 レト殆 ンド同一ニ シテ、結核家兎二

於 テハ、僅カニ淋巴球 ノ百分率非結核家兎ノ夫

レユ比 シ大ナル ノ感 アリ.
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第28表 　肺結核家兎 ノ氣胸 直前 二於 ケル肋膜腔液 ノ性 歌

轟響誰 外 戯
　 l　　　　　 Pt・

　1

細 胞 學 的 性 胱

饗麗1(ゐ驚 羅縫1禦 灘
74　 0.4　 無 色 透 明11020　 0　 0　 012　 .　5 i76　.OiO.511.Ol十)(十 十)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　　 　　
75　 0。3無 色 透 明19400.2α 　 014.Q75.1iO.7110.Ol〈 十 ノ(4十,・7.8　 1013　 (一 艶1・53
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　 　　　 へ　　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　 ま　 ロ

76　 0・2無 色 透 明12000・10Q13・1
17竺3旨」堕 塑)勉 ぐ+L7・61塑 一二 型

均 値0.3無L色 透 明 　 10530。10　 0132175.1iO.6i11.OI(十)「 十十・7.71014・ 一 ノ1・51

　 　 　 　 　 　 第29表 　肺 結 核 家 兎 ノ輕 艇 氣 胸 二於 ケル 肋 膜 腔 液 ノ性 駿(4時 間 目)

　 化 學 的 性 駿

　　　　　　 え憂蛋白
素pH腫 舞反㍉

　 　 7.71014∫-　 1.50

化 學 的 性 状

ダ

観外
、蜀
屑

　

㏄

液

(
兎
號

家
番

細 胞 學 的 性 獣

獣(灘 騨 鞭i蛮血婁維塵 轄
;ll÷ 器 灘110000{
79　 0.3輕 度 潤 劇9100

李 均{面0.4輕 度 潟 濁{9200,

△リ

ハリ

ハU

ハ
V

　

2

0

　
。

　

0

-

剣

0

0

⑤
」
劃

」
0

2ー

◎
V

ハU

ー

ハリ

8

◎
び

Q
μ

◎
V

3.6　 6.5　 　0　 　(》。3　十十)K十十)17。2i茎～塗 虚

2.5　 6.0　 0.2　 1.0(十 十)(十 十)　7。31019 虚
励 菰0.81.O　 ,.++i督)i7.4:1017(+)

睾2.7　 5、910.3　 0.8(十 十)1〈十十)i7.311018〆 十)

3.;s8

3.40

3。30

{3。36

第30表 　肺結核家兎 ノ輕瞳氣胸 ・・r・於クル肋膜腔液 ノ性駿(1日 目)

外
量

ジ

　

㏄

液
(

兎
號

家
番

細 胞 學 的 性 駿 化 學 的 性 状

轡 驚1(髪櫻 残櫻 狸貌
)球i素

　 巴醒内繍 一 嘱 ヒ総
80iO・3・ 淡 膿 性1幽0軌67・82・004'O 23.1

_　 　』

47.8
-

43.5
-

38.1

　 0　 3.11(什)
一___1輔_

0・21・0}(++)
}　 　　一 　　　}

(紛一 7・4頃021i(+♪
、4・01

8・105
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再　　　　　　一 一副 一一

沖 等度楓 剛1050鰯 ・70・9⊥ ・坐

　　　 　　　　　　 　　　　　 0　 5.0

(紛一
(甘)

　7,6矯(+、一

一
4.32
-

4.13
-

4.15

82{0・4

　 　 　 　 　 　 　 　 一 一

淡 　膿 　 性!120005{}.10.4　 　 　 　 　 1

　　　 　　　　　　 　　　　　0

040.6(++)
__　 _一　_　 _}_

7.5　
7.5　 　 …

一
1022(+)
}

1022,(+)
一

亭均価o、41淡 膿 性
　 　 　 　 　 一i-一 一一一・-

1230054。9　 1、1　　　　　4議 0.2L6嚇)}㈹

第31表 　肺結核家兎 ノ輕瞳 氣胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性状(2日 目)

観外
量

ン

　

㏄

液
.ー

兎
號

家
番

細 胞 學 的 性 状 化 學 的 性 朕

欝(る 麗 鎌 聯 血1禦維
83　 　 0.7 輕 度 洞 濁 　 9100130・2i5・4i(.118・654・7

84　 0.9輕 度 潤 濁 　 8500

　 　

25.83.6　 　 1

8510.8i輕 度 潤 濁17000i　 24.3:4.0

至里 ⊥ 番…輕 度 潟 濁182・ ・薦4.3

　 　 　 　 　 　 0
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第32表 肺結核家兎 ノ輕腿氣胸 二於 クル肋膜 腔液 ノ性状(4日 目)
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第33表 　肺結核 家兎 ノ輕 慶 氣胸 二於 ケル肋膜腔液 ノ性歌(6日 目)

審 轟}攣:外

　 89　　　　0.2　　そ数

90　 　 0.31微

　　1細 胞 學 的 牲 駿
　 　 ミ
　 　 ミ　　　　　　　　　 　　ア　　　　　へ

観 終甥
(工ρノ/ρ)羅購 鞭1蛮 血

寺蜀　　　　1{〕19　0.3　 0.3

化 學 的 性 状

辮 重轄

91　 　 0.3　 微

卒均 値　 0.3　 微

　 　 　 　 　 　 　 　 　 O　IE}.OI79。と5　1.5　 3.1(十)k十 十ノ17。7　1017(十)2.5
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第34表 　肺結 核家 兎 ノ輕魅氣胸 二於 クル肋膜腔液 ノ性状総括 的成績

然 レドモ、病理解剖學的二肋膜組織ユ結核性攣

化 テ認 メズシテ、且肋膜腔液中二結核菌 テ謹明

シ得 ズ.

輕歴氣胸施設後二於 ケル肋膜腔液 ノ性状ノ・、第

29表 乃至第34表 、第4圏 二於 テ表示 セル如 ク、

滲 出液 ノ化學的性状 ノ時間的憂動へ 非結核性

家兎 ノ夫 レト全 ク同一ナリ.

細胞像 モ、非結核性家兎 ノ輕腿氣胸時二於 ケル

夫 レニ略 支同似 ス.

殊二ち「エ」ノ時間的浴長 ノ・、氣胸施設48時 間

目一　・..於テ 最高卒/4.3%)ニ シテ、 後漸次滅少 シ

テ、　6日 肩二 〇。1%二達 ズ。

由是観之、肺結核 二感染セル家兎二人工氣胸二

施設セル場合二於テモ、肋膜滲出液 ノ細胞像ハ、

非結核家兎 ノ氣胸時 ノ夫 レ轟全 ク同一ナリト謂

フベ ク、結核二感染スル ト否 トニ無關係ナ リ.

　　　第2項 　結核性肋膜炎二罹患セル

　　　　　　　　家兎二就テ

弗結核感染正常家兎及 ビ肺結核二罹患セル家兎

ノ人工氣胸二 於 テハ、夫等 ノ肋膜滲出液中ノ

「エ」ハ増多症 ト稽 シ得ザルマデモ、或 ルー定 ノ

　　　　　　　　　　　　　　 第4圖 　第34表 ノ圖示
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項 二属 ス。 斯 カル 目的 ノ タ メ、 牛 型 菌0.1mg

ヲ静脈 注 射 シ、 以 テ肋 膜 蛇 二肺 臓 二比 較 的 重 篤

ナ ル結 核病 攣 テ惹 起 セ シ メ、 結 核 感 染 後2週 目

二輕 歴 人 工氣胸 ヲ施 設 シ、 滲 出液 ノ細 胞 學 的 蚊

二化 學 的 性 駄 テ明 カ ナ ラ シメ ン トス
.

第35表 乃 至第39表 一一…表示 セル 成績 ヲ綜 合 スル

ニ、 氣 胸 施 設 ノ如何 ナ ル 時期 二於 テ モ
、 「エJノ、

0%ニ シ テ、 肋 膜 ノ正 常 ナル 即 チ結 核za罹 患 セ

ザ ル家 兎 二見 ル如 キー 定 時期 二於 ケル 「エ」檜 加

ラ認 メ得 ズ.

且 氣 胸 側 ナ ラザ ル他 側 二於 テ モ、rエJj曾 加 テ認

メ得 ズ.即 チ、 氣 胸 側 ナ ラザ ル他 側 ノ肋 膜 腔 液

ノ性 歌 ノ示 ス知 ク、 化 學 的 拉 二細 胞 學 的 見 地 ヨ

リシテ、明カニ結核 匪肋膜炎ガ褒生 シ且淋巴球

ヲ細胞 ノ圭要成分5シ 、備 「エJ/2.8%以 下プ

示 ス如キ重篤ナル病攣 ノ進行 シツ ・アル時期二

入工氣胸 テ施設セル場合ニノ・、「エノ・肋膜滲出

液中二出現セズシテ、却 ツテ淋巴球増多ヲ促進

スル ノ感 テ與 フ.

加之、氣胸施設後 ノ循 ドエ」ノ消長蘭線へ 正常

家兎及 ビ肺結核家兎二於 ケル該曲線二比 シ、遙

カニソノ峯{氏シ癖

上述 ノ威績ハ、臨躰上結核牲肋膜炎 ノ2週 目以

後二氣胸 ヲ施 セル揚合 ノ成績 ト極 メテ良 クー致

スo

第4章 考按拉二総括

肺 臓 蚊 二肋 膜 二病 攣 ラ認 メザ ル健 康 入 拉 二動 物

ノ肋 膜 腔 中 二少 許 ノ液 ノ存 在 スル コ トハ、 諸 家

ノ研 究 二 依 リテ 確 實 二 讃 明 セ ラ レタ リ.然 ラ

バ、 家 兎 二於 テ モ、 人 工 氣 胸 ニ ヨ リ肋 膜 竃 滲 出

液 二相 當 ス ベ キ滲 出 液 ノ装 現 シ得 ル コ トハ 明 白

ナル ベ シ　 　 　 　 o

而 シテ、 人 艦 實験 二於 ケ ル如 ク、 家 兎 二於 テ モ

人 工氣 胸 施 設 二依 リ、肋 膜 賓滲 出液 二相 當 ズ ベ

キ滲 出液 ヲ畿 現 セ シメ得.

即 チ、化 學 的 ニハ、Rivalta氏 反 鷹 、 蛋 白量 、

比 重蛇 二繊 維 素 析 出号 ヨ リ見 テ、細 胞 學 的 ニノ・、

細 胞 藪 拉 二細 胞 成 分 ヨ リ シテ、純 然 タル滲 出液

ノ性 状 テ完 備 スル液 ヲ蕨 現 セ シメ得 。 正常 家兎

ノ氣 胸施 術 前 ノ肋膜 腔液 中 ノ「ヱ オ ジ ン」嗜 好 性

白血 球 ノ百分 傘 ハ 、 李均 値 ρ。02%ナY .　e輕 墜氣

胸 ラ施 設 セル場 合 ノ該 白血球 ノ 濡長 臨線 ハ 、 前

後2同 ノ氣 胸施 術 ヲ 通 ジテ、 氣 胸 後48時 間 目

帥 チ炎 症 過程 ノ消 退 シ始 メ、{爲rエJ減 少、 淋 巴

球 拉 二大 輩 核 性 細 胞 ノ再 檜 加 ヲ示 ス時期 二於 テ

最 高 峯 ラ示 セ リ.

而 シテ、 斯 カ ル最 高 峯 テナ セル時 期 ノ「エ」ノ百

分 率 ハ5・3%ナ ル ラ以 テ、「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血,

球 増 多 ヲ惹 起 シ得 タ リ ト断 定 スル能 ハ ズ。 正 常

家 兎 二高 歴 氣 胸 テ施 設 セル 場 合 二於 テ モ、 輕 墜

氣 胸 二 於 ケル ト殆 ン ド同 一 ナ ル成 績 テ得 タ リ.

帥 チ、 高歴 氣 胸 二於 テノx、前 後2同 ノ氣 胸 テ通

ジテ 、24時 間 乃 至48時 間 目二 於 テ「エ オ ジ ンJ

嗜 好 性 白血 球 ノ浴 長 曲線 ノ・、最 高 峯 ヲ示 シ夫 々

ノ百分 卒 ハ2・3乃 至3。7%ナ リ。 從 ツ テ高 座 氣

胸 二於 ケ ル 「エ オ ジ ンJ嗜 好 姓 白血 球 ノ 百分 傘

へ 輕 歴氣 胸 ノ夫 レニ比 シ穂 支低 キ襯 アル モ、

高 厘 蚊 二低 歴 氣 胸 如 何 ラ問 ハ ズ、 該 白血 球 ノレ ー

定 ノ消 長 テ示 シ、 炎 症 過 程 ノ潰 退 シ始 メル 時期

二 於 テ最 高 百分 傘 テ示 ス モ ノナ リ。

斯 カル事 實 ハ、 肺 結 核 二罹 患 シ、 肋 膜 組 織 ノ結

核 二侵 サ レザ ル家 兎 二於 ケ ル輕 歴 氣 胸 ニ テモ、

非 結 核 感 染家 兎 二於 ケル成 績 ト全 ク同一 ナ リ。

即 チ、 肋 膜 組 織 ノ結 核 二侵 サ レザ ル 限 リ、 肺 臓

二 結 核 病 攣 ノ存 否 如 何 ヲ 問 ハ ズ
、 肋 膜 滲 出液 中

二 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球檜 多 ト稔 シ得 ザ ル マ

デ モ、 該 白血球 ノ檜 加 ラ或 ルー 定 ノ時期 二於 テ

頚 現 セ シ メ得.

而 シテ、 肋膜 組 織 ガ重 篤 ナ ル結 核 病 攣 ヲ蒙 リタ

ル場 合 二於 テハx滲 出液 中 二「エ オ ジ ン」嗜 好 姓

白 血球 増 加 テ惹 起 セ シ メ得 ズ.

上 述 ノ成績 ハ 、 入 艦 實 験 ノ夫 レニ極 メ テ良 クー

致 スル モ ノ ト謂 フ ベ シ、

上 述 ノ如 キ滲 出液 中 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 ノ
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潰 長 ハ、血 液 申該 白畑球 ノ夫 レ ト無 關 係 ニ シテ、

肋膜 滲 畠液 中 ノ 該 白血 球 ノ 最 高 峯 ノ、、 必 ズ シ

モ血 液 中 ノ夫 レテ随 俘 セ ズ シテ、 却 ツ テ前 者 ノ

峯 ハ後 者 ノ夫 レニー 層 邊 レ タル ノ観 テ 呈 ス.

以 上 ノ 諸 成 績 テ 綜 合 スル ニ 、 余 ノ 實 験 成 績 ハ

Pavie,Lejevre,Rossigno1氏 等 ノ 夫 レ ト全 ク

相 反 スル モ ノ ニ シテ、Curzioノ 威 績 二 略k一 致

スル モ ノ ト謂 フベ シ.

而 シテ、 家 兎 二於 テハ 、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血

球 檜 加 ラ惹 起 セ シメ得 ル モ、 該 白血 球 増 多 症 ラ

登 現 シ得 ザ ル所 以 ノ・、 家 兎 ト人 間 トノ生 物 學 的

反 態 ノ相 違 スル鐵 二 有 リ ト云 フベ シ。 余 ノ人 盟

蛇 二家 兎 二 於 ケル 實 験 的 観 察 成 績 ヲ 大 観 スル

ニ、 人 工氣 胸 施 術 時 二 於 クル 滲 出液 中 「エ オ ジ

ン」嗜 好 性 白血 球 檜 多 症 ノ 登 現 要 約 ハ 、 肺 臓 二

結 核 性 病攣 ノ存 スル ト否 トニ拘 ラズ 、 肋 膜 誰臓

ガ結 核 ノ如 キ重 篤 ナ ル病慶 ラ蒙 ラ ザ ル事 テ要 ス

ル ハ 明 白 ナ ル モ、 該 白 血 球 ノ増 多 ノ登 現 機 轄 ハ

術 研 究 ノ鹸 地 ア リ ト謂 フベ 久OskarBruns,

WilhelmEwig,Schwarz,Stsubli氏 等 ノ読 ク

如 久 一 般 肋 膜 腔 滲 漏 液 申 「エ オ ジン」嗜 好 性 白

血 球 増 多 症 ラChemotaxisナ ル機 轄 テ以 テ、解

決 スベ キ ヤ否 ヤノ・更 二 研 究 ラ要 スベ シ。

第5章 結 論

家兎二入工氣胸ラ施設 セル揚合ニハ、室氣 ノ充

墳量如何 テ問ハズ、肺結核 ノ存スル ト否 トニ關

係ナ久 肋膜組織 ガ重篤 ナル結核病攣 ラ蒙 ラザ

ル限 リ、滲出液中ニー一定時期 ノ「エオジンJ嗜好

性白血球壇加ラ惹起 セシメ得.

而 シテ、該白血球檜加 ノ程度ハ、之テ以 テ該白

血球檜多症 ト樗 シ得 ザルモノニ騰 ス.且 該白血

球檜加ハ、炎症性過程 ノ消退 シ始 メル時期二必

登 シ、室氣 ノ充填量蚊 二血液中該白血球 ノ浦長

ト無關係ナ リ。

欄筆二臨 ミ、終始椥懇篤ナル御指導 ト御校閲ラ

賜 リタル恩師塩谷教授 二満腔 ノ謝意テ捧グ、尚

種 々御援助ラ賜 リタル馨局諸兄二深謝 ス。
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 Ober das Sinusexsudat. 

 III. Mitteilung. 

        Zusammenfassende Beobachtung  iiber die  Beschaffenheit  des 
           Sinusexsudats,  und klinische Experimente  tiber die Ver-

              mehrung der eosinophilen Leukozyten im Sinus-

                       exsudat durch Pneumothorax. 

                                     Von 

                                Dr.Akira Minato. 

              (Aus  1. ten  medizinischen  Klinik  der  Kaiscrlichen  Unicersitat  Tokin. 
 1i/rektor:  Prof. Dr. F.  Siunnya., 

    1) Das Sinusexsudat tritt bei Lungen-  und  Hilustuls)erkulose infolge  des  kiinstlichen 
Pneumothorax auf ; es ist die sich im phrenico-costalen Raum  ansammelnde  Fliissigkeit, 
die vorher physiologisch dort vorhanden war. 

    Was cytologischen  Beschaffenheiten, Rivalta'sche Reaktion,  Bildung des Fibrin-
gerinnsels,  EiWeissmenge  und  spezifisches Gewicht  anbetrifft, so zeigt das  Sinusexsudat 
bei Wiederholung  des Pneumothorox anfangs  (lie cytologischen  und  physico-chemischen 

 Beschaffenheiten des Transudats, es ist der  physiologi.chen pleuralen  FRisikeit vor der 
Pneumothoraxbehandlung sehr  ahnlich. Nach  weiterea  Wiederholungen  dieser Behand-
lung  verdndert es  sich  allmãhlich, entweder cytologisch oder  physic!o  cheiiiisch, zu einem 
Exsudat. 

    2) Charakteristisch  fiir  das Sinusexsudat  sind : die Vermehrung  der  eosin,,philen 
Leukozyten, besonders im Anfangsstadium,  und Abwesenheit der Tuberkelbazillen. 

 3)  Bei wiederholten Pneumothorax ist es  mOglich im  cvtologischen  Austausch  im 
Sinusexsudat vier Stadien zu  unterscheiden  : 

    a) Voranfangsstadium oder die Phase des  Auftreteri der neutrophilen  Leukozyten, 
 ID)  Anfangsstadium oder die Phase der  Vermehrung  (ler  t(isinophilen  Leukozyten, 

 c mittleres  Stadium oder die Phase der  eosinophilen  un'l  Lymphozyten, 
    d)  Spatstadium oder die Phase der  Lymphozyten  und  ,4-rossen  mon(-)nukliren  Zeilen. 

    Auch bei einmaligem Pneumothorax zeigen  sich  (lie gleichen  Ver-
haltnisse. 

    4) Die Vermehrung der eosinophilen  Leukozyten  im  Sinusexsudat  inf  Ie  Pneumo-
thorax mit Luft-, Sauerstoff-,  Kohlensdure-  und Stickstoffzufuhr  findet  sowohl hei Lungen-
und  Hilustuberkulose, als auch bei Gesunden  und  hydropischen  Nephropation,  welche 
keine  tuberkuliisen  Veränderungen in Lunge  und Pleura  aufweisen, als ouch  bei den 
trockenen  und exsudativen  tuberkulOsen Pleuritiden statt. Aber bei den  exsudativen 
Pleuritiden vermehren sie sich nur im Anfangsstadium, nie in der  schwercn  und mani-
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feste Stadium, dabei bildet Lymphocyten  cytologisch die Hauptbestandteile der zellige 
Elemente des Sinusexsudats. 

    Die  Vermehrung der eosinophilen Leukozyten im Sinusexsudat entsteht  infolge 
Pneumothorax,  welches Gas auch zur Anwendung kommen mag,  und in  welchem Zustand 
die Pleura auch sein  mOgen, mit  Ausnahme des Zustands schwerer  Veranderungen in 
der Pleura. 

 Ober das Sinusexsudat. 

                           IV. Mitteilung. 

 Ober die Vermehrung der eosinophilen Leukozyten 
              in dem pleuralen Sinusexsudat des Kaninchens 

                     mit  kiinstlichem Pneumothorax. 

                                   Von 

 Dr. Akira Minato. 

             (Aus der 4. ten  rnedizinischen Klinik der  Kaiserlichen  Universiteit Tokio. 
 Direktor  :  Prof. Dr. F.  Sionoya.) 

    In dem pleuralen Sinusexsudat des Kaninchens, dem man einen  kiinstlichen Pneumo-
thorax gemacht hat, findet eine  Vermehrung der eosinophilen Leukozyten statt. Diese 

 „ Vermehrung  " ist der Fall,  unabhangig von der  VolumengrOsse der eingeschickten 
Luft  und  unabhängig davon, ob das Versuchstier von Lungentuberkulose befallen worden 
ist oder nicht. Doch es ist nicht der Fall, wenn die Pleura selbst  tuberkulOs schwer 
angegriffen ist. Die Vermehrung ist leichtgradig, sodass sie nicht als Eosinophilie be 
zeichnet werden kann. Aber sie tritt  regelmãssig in einem bestimmten Stadium auf, 

 namlich am Anfang des abklingenden Stadiums der  EntzUndung nach jeder Wieder-
holung der Manipulation. Es gibt keinen nachweisbaren Zusammenhang zwischen der 
Vermehrung  und der Bluteosinophilie. 

                      Tuberculosis and the City. 

                              By 

                             Tzihiro Takahasi. 
 ( Tokyo Munincipal Sanatorium.) 

    In regard to the question whether persons, who come to the urban district from 
the rural district, are more susceptible to tuberculosis than those born and raised in 
the urban district, or not, the author has examined and made a statistical obserbation 
of the in-patients of the Tokyo Munincipal Sanatorium (the present number of 1024 
male and female in-patients and 623 of the male and female in-patients in this Sanatorium 
during the past 5 years), through a survey of the following  items  : 

   (1) Grouping of the patients according to place of birth and  up-bringing  :




